


プレハブ建築システムスミフレームパック

ヰに

安く効と要望どおり。

住友の設計・施工建 ステム
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住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪 = 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 (斬住友ピル) 電 ( Z却 l 5 1  1  1  

東京= 東京都千代田区丸の内 1 - 3 - Z  ( 斬住車ビル) 電 ( おZl 6 1  1  1  

宮高所 = s m価 問 広島・ 岡山ー高位名古壇富山・併問 ・斬渇字舗宮・仙古 ・札幌

東京鉄構課

お問合せ先 大阪鉄構課

建 築 材 料 の 高 騰 、 入手 不 足 に よる 工 期 の 遅 延 な ど

様 々 な 問 題 を か か え る 建 築 界 。 こ う し た 厳 しい 条

件 の 中 で 、 住 友 は こ れ ま で に 節 材 節 労 を お 約 束 す

る 構 造 部 材 ス ミコ ラム ( 高層用主柱 ) 0 H 形鋼( 主

柱 ・梁 材 ) 。 リッ プ 付 軽 量 H 形鋼( 中低 層 用 主 柱 ) 。

軽 量 H 形 鋼 ( 梁 ・ つ な ぎ 材 ) 等 を 遂 次 生 産 。 お 届

け し て ま い り ま し た 。 そ して こ の た び 、 建 築 構 造

物 の パ ッ ケ ー ジ 販 売 と し て く ス ミ フ レ ー ムパ ック〉

な ど を 開 発 。 これ ら は 住 友 構 造 材 を た く み に 組 合

せ た プ レハ ブ 建 築 シ ス テ ム で 、 現 場 環 境 、 作 業 条

件 を 最 大 限 に 生 か せ る 画 期 的 な も の で す 。 ま た 住

友 で は工 法 の シ ス テ ム 化 の 面 か ら 高 層 ビル の 建 築

設 計シ ス テ ム くス ミ コ ラ ム & H> を 開 発 。 これは

スミコ ラ ム と H 形 鋼 を 使 用 、 設 計 か ら 施工 まで一

貫 して コ ン ビュ ー タ ー 管 理 の 下 で 進 め ら れ る 最 も

新 しい工 法 シ ス テ ム で す 。
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4 歴史的環境保全について考える

・… ・イタリアの街並保存と

ヨーロ ッパにおける近代建築の現況……

最近、私たちの周囲において、歴史的環境保全の問題を取りあげ

ることが多くなって来ましたが、伝統のあるヨーロッパでは、街並

の保存などについてはどのような考えにもとづき、いかに実施され

ているのでしょうか。 これは私たちにとっても興味ある点ではない

かと思います。

今回は先般ローマセンター( 文化財の保存、修復国際センター)

において研修してこられた坂本勝比古氏をお招きし、イタリアを中

心とした街並保存およびヨ ー ロッパの近代建築における保存状況に

ついて武重なスライドなどによるお話を聞くとともに、みんなで話

し合い、考えてみようと企画いたしました。

多数のご参加をお待ちします。

日 時 6 月19 日 出 開 場13.00 ・開会13 .30→解散16 .30

4 色、

: D;  場 関西電力大阪南サービスセンター ・l 階集会室

( 大阪市南区難波新地 6 得 丁 6 円 4 雌波セ ンター ピル 1階 )

111話06- 631- 3333

ただし、地下鉄御堂筋線「難波」駅下車 ・高島屋の東側、筋向い

講 師 坂本勝比古氏 ( 工学博士、神戸市教行委只会社会教if 部主幹)

定 員 5 0 名

会 費 3 0 0 円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・勤務先 ・所在地 ・連絡屯話番号・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、「歴史的環境保全を考える」と明記の上

6 月 4 日幽までに建築協会事業諜へ。

備 考 ・会場は関西電力側殿のご厚意により南サービスセンター集会

室を拝借いたします。同センターの 1 階フロアは実験展示コ

ーナーなどのショールームになっておりますので自由にご観

覧下さい。

毎日出版文化賞受賞

司ふるさとのすまい一日本民家集一復刻版の刊行

ご希望の方は早急に本会( 大阪市東区北浜 3 - 37、屯話06- 231-

9648) までお申込み下さい。

A 5 変形判( l 85cmX 175cm) 上製函入270頁

定価 5700円のところ会員特価5000円 ( 送料 200 円)

日本建築協 会会告

4 京都醍醐寺収蔵庫建設工事と名園

を見る

真言宗総本山醍醐j寺は 1，000 有余年前に闘創された法城で豊臣秀

吉が催した醍醐の大花見の宴で著名であるが、毎年 4 月の時代風俗

行列の桜まつりでよく知られています。

宏大な境内の地域には多くの国宝、重要文化財である堂塔伽墜を

有しているが、現在霊安な寺宝を収蔵されている霊宝館は昭和 10年

に竣工したもので、このたぴ当時の設計、施工をされた大江宏建築

事務所と清水建設株式会社によりこの収蔵庫の増築工事が進められ

ております。

今回は寺社建築の' 剛数的な部分である軒廻りを P C 化 ( 打放し仕

上 ) した新しい工法を採用された工事を中心に見学するとともに秀

吉が造園したといわれる 三宝院の庭図、京都府下最古の国宝五重塔

なども拝観し、浴南の名園でのひとときを新緑の 中で過ごしてみた

いと企画いたしました。

多数のご参加をお待ちします。

なお、このたびの見学会は清水建設附京都営業所殿に多大のこe 協

力をいただきました。

日 時 6 月26 日w 集 合14 . 3D-→解散17 .00 (現地 )

集合場所 醍醐寺西総門前( 参道入口) ・目標会旗

( 京 郷市伏見区醍醐東大路)

〔参考〕・集合所までの交通授は各自負倒的ニと

大阪よ りの辺町1= 円 い

(1)国鉄大阪駅 13. 17発米原行快速来11i → 14. 02稲 r山科」駅( JP; r . t I 向次町駅) 下11i (片

道 250同)

(2)山科駅前より京阪パス 14. 06発「六地蔵行J 乗車 (22号経路。醍醐寺三宝院経由)

→ 「醍糊寺 そ宝院 jj'JJ 下車( 所要約15分、 80円)→陸幡町階段を下 1) てす ぐ出I 万に

醍倒寺西総門あリ

(3)京阪パス・ 22号経路六地蔵行は毎日寺 6 分、 26分、 46分に発卓します。

定 員 4 0 名

会 費 3 0 0 円 ( 拝観料、その他)

見 学 先

(1) 醍醐寺収蔵庫建設工事

(2) 特別名勝史蹟三宝院庭園

(3)  国宝醍醐寺金堂ならぴに五重塔その他

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名、勤務先名、役職、連絡電話番号、返信用宛名、郵

便番号を記入し、「だいご寺収蔵庫の見学」と明記の上 6

月10 日( 村まて・に建築協会卒業課へ。 ただし定員を超過し

たときは抽せんにて決定してお知らせします。

醍醐寺収蔵庫工事概要

(収蔵庫 2 棟及機械室新築)

建 築 制IJ I  構 造 規 模

仏 像 収 蔵 庫 | 方形屋被寺院建築 R C 造平家

古文{ I } 11 I  木造館屋娘っき 11 2 階建

延 荷 積

191 . 4m'  

274 .4m'  

機 械 'fi l 谷線屋綴寺院建築 H  平家

l 計

設 計 大 江 宏 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

工 期 50 .10. 1→ 52年末ごろの予定

48. 2 m'  

514 .0m'  

見学時の状況屋根コンクリート工事が完了し、下部支保工解体が

終わる状態

建築と社全/ 1976年 5 月号 l  



日本建 築 協 会会 告

4 日本建築協会昭和51年度収支予算 ー 去 る 3 月29 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 承 認 さ れ ま し た。 ー

一 般 勘 定 収 入 の 部 支 出 の 部

科 自 'Ei 目 金 額 手ヰ 目 Ｇｐｾ＠ 目 金 客買

正 会 貝 24，600，000 舗を 主主. 貨百 32，000，000 

I由 方 ｾ＠ 貝 1，620 ，000 草色 i官l 講 習 会 費 1，800，000 

会 1貸 ｾｘ＠ 入 団 体
4z2エh  

員 15，500，000 .m ぷ三三泳

資 3，850，000 

j佳 ｾ合］ 、
長 336，000 契 約 々 款 1主 950，000 

計ー
42，056，000 

4s- 業

賢 建 築 データシート発行賞 3，800，000 

調 査 費 200，000 

雑 誌、 収 入
32，000，000 住 宅 相 談 所 資 4，500，000 

講 演 説 習 会 収 入
3，280，000 会 貝 名 簿 発 行 'Ei 6，550，000 

集 dヨ民' - 収 入
3，400，000 雑 2，550，000 

契 約 々 款 売 上 収 入 1，800，000 百十 56，200，000 

4'; 業 収 入 建 築 デ ー タ シー ト収入 4，390，000 

住 宅 相 談 所 収 入
5，000，000 総 会 評 議 貝 会 費 660，000 

会 員 名 簿 収 入 8，070，000 理 ヰ五 ぷ三=泳
費 200，000 

雑
2，800，000 

計 60，740，000 

ｾ＠ 議 'Ei 

部 会 'Ei 50，000 

常 設 委 貝 会 費 770，000 
， 

特 別 委 貝 会 費 50，000 

雑 ｾ ｘ＠ 入
200，000 

雑 収 入

計 200，000 

計 1，730，000 

支 苦日
ヲ男セ、

イ寸 金 1，160，000 

メ口入
言十 102，996，000 支 音11 'Ei 支 音11 中ili H力 金 180，000 

1，340，000 

ｾｬ￮＠ 話 料 720，000 

通 {言 ｾ主 48，000 

旅 'Ei 交 通 主主 1，200，000 

務 'Ei 

よｾ 金
盈2  1，800，000 

ｾｮ＠ 席リ 物 貸'  420，000 

文 房 具 1主 360，000 

会fg
'Ei 

420，000 

計 4，968，000 

会館特別勘定

本 総 19，856，000 

家 族 手 当 200，000 

ヰヰ 自 'Ei 目 金 額

給 与

役 1統 手 当 900，000 

趨 勤 手 当 200，000 

収 入 の 部 11: 与 8，270，000 

繰 入 金 第 2  繰 入 金 4，400，000 計 29，426，000 

貸 室 料 貸 室 料 360，000 

雑 収 入 雑 収 入 10，000 他 }長 保 険 料 900，000 

正E 入Z  

. 計 4，770，000 厚 生 年 金 保 険 料 990，000 

支 出 の 部

厚 生 'Ei 

労 災 保 険 料 150，000 

庖 用 保 険 料 250，000 

屯 気 料 220，000 福 利 厚 生 'Ei 300，000 

瓦 J折 料 計 2，590，000 

水 道 料 24，000 

{昔 地 料 1，080，000 

経 1主 ー

火 災 イ呆 険 料 11 ，000 

〆4 、d、1  

言県 153，000 

賦 謀 金

l依 諜 金 150，000 

計 150，000 

修 理
τ鈴

100，000 

給 与 1，600，000 

会 館 勘 定 繰 入 金

会 館 勘 定 繰 入 金 4，400，000 

計 4，400，000 

J雑 'Ei 600，000 

計 3，998，000 

退 職 金 引 当 金

退 職 金 引 当 金 1，500，000 

計 1， 500， 000 

建 物 {貨 却 '鈍 587，000 

{日 却 'Ei 什 探 イ貸 却 '貨 135，000 

計 722，000 

{日 調l 1主

什 器 f貧 却 'Ei 50，000 

計 50，000 

予 イ脂 資

予 1fln ylt 50，000 

計 50，000 

予 イ街 資

予 制E 1生 642，000 

3十 642，000 

メロ益、
計 4，770，000 

Aロ、
計 102，996，000 

2  



‘ 必

←→ ト一一

日 本 建 築協 会建 材 委 員 会

ト一一 ト一一

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

←→ ト一一

〈新長E材 紹 介 NO. 2 >  

総 発 売 元 伊 藤 忠 建材 販売 株式 会 社

本社。 〒 103 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町3 - 2 T E L  03- 663- 5371  

大 阪 T E L  06- 251- 8791  名 古 座 T E L  052- 582- 7771  
断 熱 吸 音 防 露 吹 付 材 『モ ノ ・ サ ー ム 』

工 場 ・住 宅 事務所などにおける地測のレベノレ

ア ｹ プ或は公答ｼ坊止の比地より、次ｾ［に住築物

の 断 熱 ・l以=s:' . 防 伐 の 裂 求J交 が 日 ま り そ の 対 策

工 法 に つ い て 凡 ゆ る 分 野 で IJ). 検 討されているが、

反而効酵の ｩｴｾ ' " 、鉱物質系吹付材がJ EI Jr li 病 へ の 恐

れ の た め 使 用 で き な く な ってきた。

こ の H守山に 「モノ ・サ ー ム J というセノレロース

繊 維 系 の 新 ら し い 断 熱 材 を 伊 総 忠 建 材 l阪先株式

会 社 が 、 米 国 モ ノ サ ー ム 社 よ リ 材 料 お よ び ノ ウ

ノ、ウを導入されることになったのはうれしい知

らせであり、その将及には大いに ｊｾｉ 待したし、 。

32t / m') で あ る た め 脇 工 而 で き わ め て 高 い 効 率

が 待 ら れ る こ と で あ る 。 コンプレ ッサー不用で、

1 日当たり 600r n' の 脇工が可能て' あり、今まで

の 約 4 併 の ス ピ ー ド で あ る 。 ま た 、 特 許 の ス プ

レー ・ガン ( P A  T  . 725974 ) で 扇 状 に 吹 き 付

けるため、 JIをtt文車も 30- 40% より 3 - 10% と大

中日に改良されていることが毛足場では特に歓迎さ

れよう 。

ti"¥3 は 防 火 性 能 で あ る 。 原 料 の セ ル ロ ー ス フ ァ

イ パ ー に 6 .fi nの 化 学 採 品 を 加 え る こ と に よ っ て

十分な防火ＱＧｬＺｴ ｪｾ をイ耐えており、米国でも数々の

認 定 を 受 け て い る 。 日 本 で は 準 不 燃 と 見 倣 さ れ

エ で 出 米 る た め 新 築 住 宅 は も ち ろ ん 既 存 の 住

宅 に も す ぐ に 施 工 で き る こ と も 大 き な 特 長 で あ

る。

こ れ ら 、 米 国 モ ノ サ ー ム 社 の 優 れ た 断 熱 材 が 輸

入 さ れ る こ と は 、 エ ネ ル ギ ー 自 給j立の特に{ 低い

わ が 国 に お い て は 何 よ り も 符 ば し い 朗 報 で あ る 。

行エネノレギーが ｉｕｾ ばれていると きこのモノ ・ サ

ー ム の 所 用 は 大 い に JVI 待 さ れ る べ き エ ー ス の 登

tj，!j と，IJ; I，、わt Lる 。

- 書種保温材白押M王場事

(Kcat/m. h・C)

0.080 0.100 

モノ ・サ ームにはスプレイオンシステム、モノソ る が 更 に 防 火 性 能 を 高 め る よ う Jtll 待 さ れ て い る 。 石 綿 樺 温 材

ニツク、ノレース ・フィルの三つのタイプがある。 さらにあらゆる泊色が可能で 弘 仕上げにカラＭｾＩＩ 尭泡スチロール

t  ス プ レ イ オ ン シ ス テム は 折 版hl m裂 な ど に 吹 き 来 を 発 揮 で き る こ と も 大 き な 特 長 で あ る 。

t  

"  

イ・l け ら れ る も の で 、 高 い 断 熱 効 一米・ l以7T矧1) *( 小

林l : l liliJFiJIII 定 済 ) 結成| 坊止刻J 栄: などの J島本 (1甘な

性 能 に ))11えて数々の傑れた特b ! : を持っている。

そのW， 1 は 他l浜市である 。 セ ルロースファイ ノ〈ー

を 原 料 と す る た め 従 来 の 鉱 物 質 系 統 の 断 熱 材 で

心 配 で あ っ た注目市病の恐れがま ったくなし 、。 一

般 の 挫 築 物 は も ち ろ ん 体 育 館 に も 安 心 し て 使 え

るわけである。

t11 2 は 比 重 が 従 米 の 断 熱 材 に く ら べ 約 1/ 10( 0. 0

〈新 建 材 紹 介 NO. 3 >ー

サンロイド D N防 水 シ ス テ ム

サ ン ロイド D NI りfj :水 シ ス テ ム は 1967年間独ディ

ナミ y ト ノーベノレ社にて l)f.1発 さ れ た 特 妹 軟 't't

ビニー J レシートと、その施工法を 1973年 プラス

チ y ク 業 界 で50余 年 の 歴 史 を も っ 筒 rt' プ ラ ス チ

ッ ク 工 業株 式 会 社 が 技 術 導 入 し た も の で あ る 。

西 独 に お け る 笑 紡 は シ ー ト 防 水 市 場 の 50 - 60%

の シ ェ ア ー を t1i め て い る が 、 日 本 に お い て は 未

だき宰 ＱＹ Ｚ ｉｊｾＱ である 。

サ ン ロイ ドD N防 水 シ ス テ ム の 特長

(a)  使用目的別に用なされたシートによる| 切水

サ ン ロ イ ド D N シートは、j I } j 水性 ・耐水セt ・8血

工1 ' 1:に 優 れ て お り 、 使 用 目 的 ( 出 似 ・水抗11 ・プ

ーノレなど) に対応して数純矧のシートを組み合

せ て 使 用 で き る 。

(b)  絶 紋 工 法 に よ る 施 工 .

防 水 さ れ る 駈 体 に 対 し て D N出 ピ 鋼 板 を 利 用 し

た 固 定 法 で D N シ ー ト は 躯 体 に 秘 J f し な い 絶 紋

工 法 で あ る 。 従 っ て 躯 体 の 亀 裂 、 mJff) J による; 拶

ｾｾｾＨをＧ支けない。

(c) 接 合 方 法 .

サ ン ロイド D N シート |百J. "'!; ，の後令は D Ni 蒋消印l

によって ｩ 寄治を行う。極めて官 ｾｩＮ ｉｉＣ Ｚ I/¥J にJ苦手干し、

彼 令 部 分 は y ー ト と 問 ー の性 能 を 示 す 。 さ ら に

D Nシ ー リ ン グ 材 を D N シート IHJ のシーノレに使

用し、防水虫i J * を完鐙にしている.

(d)  似 体 の 乾 燥1S t 合と無関係にぬi工 で き る .

コ ン ク リ ー ト の 乾 燥mllHJ b 裂しないので工期! の

モノ・ ソニ ッ ク は セ ル ロ ー ス フ ァ イ パ ー と ぷ 吹

き手量1S t の水によ って |りIj 1i :. H- ¥H上切に u欠イサーけ らh る

の で 、 き わ め て rEい防? 壬性能 を も っ て お り、ホ

テノレや? ン シ ョ ン の 似'J 1YI 問題もこれによ って 解

決できる。

J レース・フィル は 一 般 小 伎 毛 の 天 井 裂 な ど に 主

に用いられるものである。 11孟 冷 房 i時の熱はそ

の 60% が 天 井 か ら 逃 げ る と い わ れ て い る た め 極

め て 効 来 的 で あ る 。 施 工 も い た って 簡 単 で 日 時i

民 マ グ 保 i且頓

"，峨.'"刀-臨号

パーライト保逼極

グ ラ ス ウ ー ル

( G W4I 6)  

木毛セメント極
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建 材 委 員 / 元 木 貞 次

( 東洋紡エンジニアリ ング側建築営業部長)

筒 中 シ ー ト防 水 株 式 会 社

干 541大阪，I i *伊:01'11川 J 2 ー 10 (平 和 ピ ル ) T  E  L  06- 203- 5721  

干 101 東 京 仰 千 代 川 区 神 111小 川 町 3 - 28 {三 京 ピル) T E L  03- 292- 8255 

遅延も防止できる。 内 が あ り 、 用 途 に よ り 組 合 せ て j 円いることによ

(e) 凍 冷J切の地工. って | 切水性を向上させることができる 。 そ の 主

冬期i に お け る 決 冷 時 の 地 工 も 可 能 で - 18・C で の なものを表示すれば、

施工: ' A*"，'l をも っている。

国 防 水 層 の 基 本 的 な 組 合 せ

サ ン ロ イ ド D N防水システムによる| 坊水 It ! の基

本 的 な 村Itili ( 組合せ) については紙数の| 品l係 で

割 愛 せ ぎ る を え な い が 、 こ の 工 法 に よ る 民 上 防

水断熱属恨の脱出写: 一点をぬ，1世しておきます 。

V サンロイド D N防水システム屋よ防水断熱屋根模型写真

圏 サ ン ロ イ ド D Nシ ー ト の 品 種

こ の シ ー ト に は 物 性 ・形 状 に 特 長 を 持 っ た 20数

ER， 長E 用 途 l厚 み ( mm)

s  屋 上 0. 8 1. 5  

o  S  E量 上 OJ i i JI Jf.j) 0. 45 0. 8 

W B，W B R  プ ー ル Jti 水 押j 0. 8 1. 5  

T W  飲料水糟( 受水押'1 ) 0. 8 1. 5  

T ， R T R  書量 1ニ 木 0. 8 1. 5  2. 0 

T S， T S R  保 護 ・ 誕 生 1. 0  

工 業 薬 品 タ ン ク 2. 0 

A ， A R  アスフアノレトi J t - 坪i
0. 8 1. 5  2‘。

以 上 は い ず れ も J I S - A  - 6008の 続物 W: を 上 廻

る 憐 れ た 性 質 を も っ て い る 。

わ が 国 に お け る施 工 実 績

筒 q. r シート防水株式会社がわが国において D N

シ ス テ ム に よ る 総 工 を は じ め て か ら 約 2 年 に な

る が 、 そ の l聞 の 施 工 面 績 は 約40 ，0 0 0 m
2
で、ある 。

固 施 工 上 の 注 意 事 項

サ ン ロ イ ド D N シートは自然発火はないが、火気

により担 l ＨｾＮ，ｊ することカ ｦ あるので｜火Ｅの ｊ｛ＩＨ 以い

には注意を安する。

以 上 は 本 シ ス テ ム に つ い て の 概 要 を 紹 介 し た も

ので枠制11 に つ い て は 上 記 筒 中 y ート| 切水株式会

社にお問い合せ下さし、 。

建 材 委 員 / 楼 井 忍 ( ! 産品建設側ill 築部則市長)

強築と社会/ 1976年 5 月号 3  



ナショブフレは、理想の換気・送風設計に、確かな総合送風技術で応えま京

率 社会と共に歩む技術の ｦ 弘前ｾ
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すみずみに生きる流体技術

風量は多く、静圧は高く、騒音は低く、

しかも効率は高くーナショナル送風技

術陣がめざす風のテーマはどん欲です。

ファンには、スムーズな流れをつくる

独創の翼形= エアーホイル羽根を。l及

込口は、抵抗の少ないベルマウス構造

にするなど、どんな用途、使用条件に

もマッチした、効率の高い送風性能を

発揮できる製品づくりに挑んでいます。

厳しし、品質管理態勢

厳密な使用テストや耐久テストなどか

ら得られた貴重なデータは、製品の均

質化、技術開発、品質向上などに生か

されてL ぜ土例えば、豊かな風量、高い

静圧は、徹底した風量測定から生まれ

ます。また、騒音発生の原因究明や低

騒音の製品づくりには、騒音測定チャ

ンパーや騒音 ・振動自動分析装置によ

るデータの収集 ・分析が、大きな支え

になっているのです。

豊富な陣容、巾広い用途

ナショナ) 1 . - 遠心送屈L機は、定評のシロ

ッコファンから超大型まで80機種。どん

な換気・空調設計にもお応えできる豊富

な陣容です。しかも、 #2- #6のキュー

ピックタイプは、いつでも即納できる

態勢で、好評を得ています。

- ご相談は、お近くの営業所へ

暖める風、冷やす風、公害防止に働く風・・・。

風のことなら何でもお気軽にどうぞ。専門

の係員がお待ちしています。

. 資料在進呈( 干486) 春 日井市鷹来町丸の内4811 松 下 精 工 ・

送風働事禦部 T  E  L0568(81)  1151  圃お問い合わせは 、

松下電器・特峰、または住宅段備織器営業所 札幌 ( 241) 9271

(251)421 1  青 森 (22) 1211 仙台 (25) 8111 宇都宮 (37) 2231 

(3乃2251 大宮(65) 1521 水戸 ( 25) 6421 千葉 (43) 2985・(42) 8521 

東京 (437) 1111 ・(437) 1121  立川 (24) 6701  繍浜 (681) 3945

(641)  1261 新潟 ( 46) 2111 金 沢 ( 61) 2151 松本( 26)2515 ・

(26) 2510  静岡 (45) 1241  名古屋 (951) 6211 京都 (231) 8851

大阪( 346)5151 ・( 捌) 1201・{ 蜘) 3蜘 神 戸 (391)782ト(391)2405 

広島 (43)7711 ・(48) 1195 岡山 (25) 1311 高 松 (21) 1121 ・(51) 3333 

北九州 (531) 5221 福岡 (271) 1131 ・(431) 1101 

昔宮ョ骨i畠

圏一一…
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読者の頁

分 譲 マ ン シ ョ ン の 平 面 計 画 を 評 価 す る
越 智 隆 晴

〈 寄 稿 の 動 機 〉

衣 食 住に ｼ 測 する 商品 の「製 造 者 ｾ 任 ｊ につい

て は 、 「 く ら し の情 報 J 活 動 な ど に よ リ認 鰍 が

深 ま り 、 消 費者 意 識 も、 だ ん だ ん と 悶 ま り つ つ

あ る よ うて' あ る 。

ところが、 {主 的 商 で の 「 す ま い の情 報 J と な

る と 分 波 住 宅 の 広 告は 白 身 内 紙 上 に 溢 れ て い る

が 、 住 宅 そ の も の の 性能 ( 品 質 機 能 ・ 安 全 性

主宰) や 然襲 名ー の ニ ー ズ に は 一 向 に 無 関 心 で 欠 陥

住 宅 を 従 供 し つ づけ て い る 企 業新 が、 一 般 陶 品

の よ うに「 製巡物資 任」を ｩ 湖 われた ｚ ｊ ｾ 例 向 的 報

に は si そりす安 し た こ と カずな い 。

企 業 休l の 述 書甚設 計 名ーの正常 な" ;'Q":;t;は 抹 殺され、

専 ら'五1・平日本 {立の 販 売 政 策 に の み 狂 奔 す る よ う な

企 業 の体 質 は 、 速 か に 改 普 す る べ き で あ る .

「欠 陥 住宅 ＱＱＰ 番 」でも 開 放され 、 ｦￅｾ 張者向

ｾＺｮ 散 が向まれば、住宅の質は一変するにちがい

な い 。

1. は じ め に

今 年 は 、 ユ ネ ス コ 内 務 問 機 関 で も あ る I F H P

( 住宅及 び 都 市 ・地 域 計画 図 1>，祭 迎合) の lヨ1際 会 絞

が 5 月 18 日か ら 5 日 tHJ神 戸 でUf. Jか れ 、 ま た l時期l

を ほ ぼ 同 じ く し て 、 国述 内 H A B I T A • 76 ( 人 1m

ｽ ， ｾ ＺＧ ｦ 主会淡Ｉが Ｕ 月末から ＱＲ 日 ｮＭ ｮ カナダのパンク

ー パ ー で1II i さ れ る 。 ま さ に 世 界的 人 4 に よ っ て

「人 JHJ 的 な }，J:;. r : 主的環境づくり J を テ ー マ に 論 J

さ れ る 年 で あ る .

と こ ろ で 、 居 住 環 境 に は 、 住 宅 政 策 的一 環 と

し て の l週 土利 用 ・居 住 計 画 的 策 定 と か 、 都 ，1，及

び 地 域 的 生 活 環 岐 の 改 普 等 の マ ク ロ の 外 部環 境

に l刻 す る !日 と 、 個 身 内 { 主 毛 の 平I而計副司苧の ミ ク

ロ の 内 百11環 岐 に 係 る 而 と の阿 而 が 考 え ら れ る 。

マ ク ロ の 分野 町 理 論 と 実 践 に つ い て は 、 す で

に I F H P な ど の 図 ド祭白'J tJ筋力 に よ る 初FヲE と折監辺主カe

み ら れ る が 、 住 宅 内 部内 出・ 住 性 や 平 1町骨|恒 L ヒの

テ ク ニ ッ クと干のミク 目 的 分 野 に つ い て の 耐 震轟は

世 界 的 脱棋 で は お ろ か 、 圏 内 的 組棋 で さ え 未 だ

.J;'eut
'
，さ れ た 例 を み な い . f 良 好 な 人 1: 1] 居 住 環 唆

の 自lぽ i J には、 「快i直な {主 い を 中 心 と す る J と

い う 前 文 を 忘 れ て は な る ま し 、 。

心‘ るがえ っ て 、 住 宅 改 普 に 附 す る 行 政 の 役 御l

り、 i' till な 図 的 資 金 融通 の 任 に 当 る 住 宅 金 融 公

ｭ ｉｾ 予の役制りを 考 え合わせれば、民 ｉｈＱ Ｚ 企業向分

限 7 ン ション主宰の平而 計 画 にも、J l ! に 一 歩 進 ん

だ 指 潟 地 il' ¥が 用 意 さ れ て い る べ き も の と 忠 わ れ

る 。 ところが、 現 状 で は 居 住 性 の 問 題 に ま で 行

i攻 的 な 介 入 カeな さ れ な い こ と も あ っ て 、 や J やも

すると、入 ｽ ｉｉ ｾ Ｇ 析 の潜在苦 情 などは 二 の次とされ 、

し か も 政 3略的助令、 人 命 に も か か わ η ヵ、ねない

事 態 に 対 処 し て 、 な お も 例 主主nl'fl :に の み 走 る 企

業 感 覚 が う か が え る ケ ー ス も 紛 でなし、 .

た ま た ま 、 政 近 の 日 本 経 済 新聞 の ー 京 大 町 広

伴 而 に f l則i!911 ! 良物件 情 報 J と腿 し て 、 マ ン シ

ヨ ン と 1 戸 総 住 宅 の 平 面 図 が47例 ず ら り と 展 開

A  B  C  

さ れ て い た の で 、 継 者 は 、 こ の う ち マ ン シ ョ ン

の 27例 に つ い て 、 試 み に 次 の 5 項 目 に 限 定 し て

問 題 点 の 分析 評 価 を 行 っ て み た 。

CD 玄 関 lii l の |品川 'J '方 向 @ 台 所 の 自己誼

③ 和室 内 ス ペ ー ス @ 便 所 存: の 位 低

@ ガ ス ダ ク ト の 給排 気 性 能

きて、 以 上 の 分析 の 結 換 は 次 の ご と く で あ る 。

① 玄 関 口I¥. ..... 27例 中 「外 聞 き 」 が11 1列、 「内

J) f. J き 又 は主主而後退 し た 外 lif. J き J が 16例 で 、 II可者

の 不 良 の 例 が 40% に 逃 し て い る 。

② 台 所 ・ L DK が 151flJ. D Kが 12例 で あ る

が、 L D K の 間 組 点 に つ い て は 後 記 参照 。

③ 手[1 室 ーー コ ン ク リー ト 位 が タ タ ミ 引炊 き の

中 に 、 平 而 的 に 突 出 し て い る も の が 9 1列 で% 、

住 型 め な い も の が18WIJ ( う ち 5 ffl Jは 略 式総 巡 の

も の ) で% の 卯l合 で あ る 。

③ l!I! 所 等 ー一 位 置 が 不i鹿 と み ら れ る も の が 2

例 。

⑤ ダ ク ト の梢 i立 ーー 図 上 て' は i直 否 的 制l 別 不 能

の も の 14ffl J 、 同己il( の 点 か ら 判 断 し て i同組 が な い

と み ら れ る も の 1319IJ と な っ て い る 。

2 . 平 面計 画 の 評価

こ こ に 、 バ ッ テ リー タ イ プ 以 外 的 11111廊 下 型 分

線 住 宅 の プ ラ ン の 数 例 を 任 意 fl lJ 111し て ( 図 A -

E )、 こ れ ら に つ い て 、 さ き の 5 項 目 的検 討 を し

た 結 来 を ま と め て み る と 、 別 送 ( チ ェ ッ ク シ ー

ト) の よ う に な っ て 表 わ れ た 。 こ の3予 定 点 的 記

入は、 ｾ［￩ 者の Ｑｪ ＯＺｬ にお任せしたい Ｎ

チ ェ ッ ク シ ー ト ト作 成 の 必 と な る チ ェ γ ク ・

ポ イ ン ト 及 び 評 定 の お H且 点 は 、 お お む ね 次 の ご

と く て ' あ る カ ヘ こ こ に 11<¥11' た f Jl"l 目 」 は 、 も と

より 部 分 的 な も の の 例 示 に 過 ぎ な い 。

琴Z 目 事量 目Il! 点

1. 玄 関扉 I ;血 路 に 而 し た 玄関 l誌は、 内 IJf. J き が

大 阪 UIJ で あ る 。 ( 図 A )

幼 児 を 含 め て 、 そ ば を i泊 る 人 の! l i JJ

き の間 知 的 多 い !li iJ 似を. J 1 " えないと、

「 ぶ つ か り J の 4' 放 を 繰 り 返 す 恐

れ の あ る こ と は 、 ハ イ ン リ y ヒ の

法 IIIJ に ま つ ま で も な い 。( 図 B ・C .

ｄ Ｉ ただし 、 五 ｼ刻 古 ＱＱ の Ｇ ［ Ｎ ｾ ｉ 而を後退

さ せ た 場 合 や 、 行 止 り の f主 戸 の 外

nトl きは、ノぐ ッ テ リー タ イ プ の も の

と 同 .f>l自の: l i l : I!阜で、ヰ: lU兄に よ っ て は

文 附 が な い 場合 も あ る 。

2 . 台 所 I L D K の ー 附 に 鉱 山 し た 台 所 は 、

却晴雄 後 の 鍋 や 食 後 円 JJll J:! 1の J l皇制 噂

てＧ、主婦に車 内相 ｬＧ 的な ｓ ｾ 加をかける

.tJ，j 所 と な っ て い る 。 そ こ で 、 こ の

D  

苦110 - は 俄 然 と 区 間 が で き る よ う

に 平 而 上 の ス ペ ー ス 川 り を 巧ーえ る

必 裂 が あ る . ( 図 A ・B ) こ の よ

E  F  

百五;

浮 ー

和

霊

3医

う に す れ ば 、 食 器 飾 捌等て' 台所へ

の干比 界 を4虚 る こ ともでーきる .

ア コ ー デ イ オ ン 等 の 仕 切 り では苦11

b去 の 務 稲 が 得 ら れ な い し 、 ま た 、

キ チ ン ユ ニ ッ ト の そ ば が 来 幸子の

通 過 交 通 に な る よ う な き藍の自己世法

は、洗 練 さ れ たものとは、、ぃ量 Ｑ ｾ い 。

( 図 C .  D )  

3 . 和 主主 | 和 室 に タ タ ミ を 欠 き 込 ん で コ ン ク

リー ト 柱が 突 出 し て い る の を 凡 る

と、 ｾ ｉ ｅ もが 即 座に 好 ましくないと

い う 。( 図 A .  B ) こ れ を 避 けて、

ｾＦＵＧ ＱＺ［川 ｩ 盆と 同僚 の効 栄 をもたせて、

伎 を 外 苦11パ J レ コ ニ に 出 し た lf lJが み

ら れ る 。( 図 D )

し か し 、 基 本 的 に は 、 家 以 ー な し の

土 包 括 は 考 え ら れ な い の で ( 図 F 参

ｉｬ ｻｾ＠ ) 、柱の 出 っ 強 り の 寸 法 だ け 奥 行

50c ml人J 外 を板 強 り に す れ ば 、 J来 的

!日1あ る い は 飾 棚 タ ン ス ・テ レ ビ

ｾ ［の也 場 に 使 えるなど、ゆと り の

あ る 笠 間 が 構 成 さ れ る 。( 図 C )

( 注) 図 F は 尾上 孝一 氏 の研 究 に よ る

f l主み .c，. j 也の 診断 図 J で、 耐 久 的 資 Jl寸

をマ ン シ ョ ン の 間取り の 」ニに配; 出 し、

どれほどのス《ミ スヵ' li J ! るか、持111盈

か ら は み だ す可 能 性 の あ る 家unl は

伊Iかなどを笑例によ って示 されている .

4  .便 所 等 | 価値 観 の 多 様 性 が ど う あ ろ う と も 、

住 宅 は ホ テ ノレの 倍1室 と ち が っ て、

玄 関 苦11に 直 面 し て 便 所 ・浴 E邑の I出

入 口 や 階 段 の」二り 口 が あ る 同dn丘は、

特 妹 な 場 合 を l徐いて、 一 般 に は 好

ま し く な い 。( 図 B .  D )  

こ れ は 、 平均 人 の 共通 心 沌 とも .J1"

え ら オ1 るカヘ l!I! 月? と1

'

智正貨グ〉世Lm: カず

うまく 3十 回 で き る 人 は プ ロ の 設 計

J ヨーであるといわれるゆえんカマここ

で' も 当 て は ま る 。

図 E は 1 戸 建 住 宅 内 例 で あ る が 、

こ の ;n(7) 心、< 1; 1. "りカe良くなさt 1 . た

昏. J 1 " 例としてぬげたものである .

5. ガ ス ・ | が ス め 給排 気 ダ ク ト の榊 述i ' .j- 法

ダ ク ト | が 不 適 合 てF 性 能 が 発 期 さ れ ず 、 上

下 |惜 の 応 住 者 の IHJ で ト ラ ブ ノ レ が 絶

え な い と い う 証)¥，; 起を IHJ か さ れ た こ

と が あ る 。 また、 下 l情 的 色 ガ ス が

上 弁 し て 」二 階 で 燃 発 を 起 し た 亦 放

の 例 は 周 知1の と お り で あ る .

ダ ク ト ースペースの良型宇は、 '1' f(ii 

図 や モ デ J レ ・ノレームを ー 比 し た ぐ

ら い で は 、 見 わ け が つ き に く い だ

け に 、 良 心 的 な 殺 討 が 盟 ま れ る .

3 . 結 時

j比 近 の 佐 官m紛 の 緩和 傾 向 は 、 - ff J i において、

わ が |主! の f主 屯 1/. 11姐 の 中 心が、 泣 か ら 伐 に 移 る 段

ドl'i に き た こ と を 中勿甘任 っ て い る 。 し由 、 し、 Ｇｾ ｉ ， ￭ ￬ ｾＺｗ

lmi を さ し お い て 、 而 符Iや 皇 藍 数 の 拡 大 だ け を 図 っ

ても、 1，!_; ' f.主 水 触 の づU ニ げ に は 何 ら つ な が る も の

で は な い こ と は抗世 か で あ る 。

点 に 良 質 的 集 合 住 宅 が 大 舟 に 供 給 さ れ 、 f主 み

符えのための住宅内流通機 捕 が務 ｬｾ ｩ ｬ されれば、

1 戸 捨 て 」ニ地 付 き住宅に執" ，V ' i しない人がかなり

出 て く るにちカ旬、ない .

( おち たかはる 神京設計 Ｉ ｊ ｾ 務所専務取締役 Ｉ

住 宅 の 性 能 チ ェ ッ ク ・シー ト ( 郁 分 坪 fi 町内 I列)

孟［ＭＭＭＭＭ 之 さ ｾｉｊ A  B  c  D  E  

1.  Ji: 1間服の1>>11羽Ji IIl )
。

×  X  X  
。

Ｒ 台所 町 内己 ｾｬｩ 。。
×  X  

。

3. 干[ J 室 町 スペ ース ×  ×  
。。。

4 ， 1匝 所 専 の 位 置
。

×  /::; ×  
。

5 ， t f スダクトの性能
。

/::; /::; 
。。

評 定
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講 習 会 開 催

『建 築 と 設 備 の 接 点 の 新 し い 考 え 方 』 「学会大 賞 J r 学 会賞 」 決 定

一一ト ラ ブル の 反 省 と 鯛 和 へ の ア プ ロ ー チ一一一

日本，法築学会近畿支部主 fli i に よ る 上 記 品 科 会 が 〈昭 和51 年 度 日本 建 築 学 会 大 賞〉

6 月 17 日{ 村 ・18 日闘の I山j 日 大 阪 科 や 技 術 セ ン タ 平副および ｉｉｉ ｉｾ 町 村 ｩｩ 主にｼ見 ｬ する研究と設計にｼ品 Ｑ す

ーでI l ，l fIl i される。" ，'IIr. lli 及 テ ー 7 は 次 の と お リ 。 る- j j !の J':; M/ 上1' ) hYf 勝 氏 ( 点 京 大 学 名 督 教t1: )

<m 1 日) 1 処 築 設 備 の i品よ ・製 作 ・将 米 / ，:' Hi骨

誠: &. 2.  ill 築 の 設 計/ J'r 合他J : j [ . 3.ill Wi の /j車工

/ 越 本 C，';L
o

<  t.1 2 日) 4. 生.l'; mと 設 備 の 出 合 い

に お け る i問題 点 Ｈ Ｑ Ｉ 柏 村 ｩ ￬ｊ ｩ ぴ蜘体工・ ｉ ｾ 中 のぷ ｩ 幣

/ 同 l協数。 (2)設備計 l凶に |見l係 す る 椛 .i1I 上 の 問 題

点 / lj 1j 川 |均一 。 部品休完成 f去の，郡j 幣 / )J II Ji i長光一。

o 総合質疑/ 巾村発、楠山1 ，J 1 E 也。q: l し込みは 6 rJ

12 日 ま で に 学 会 近 畿 支 部 '10 佐係 (06)443- 0538へ。

大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 発 足

さる 3 rJ Ｑ Ｙ 日、挫事陸上法にもとづき ｾ ｉ ｬｾ 位、 ｪ 伝ゴ佐

の別なく入会できる処ｗｩ ｬ 二・ ｉ ｾ 務所の新同体、Ｈ的

大ｼ荻往築上・ ｉ ｾ 務所協会が党起した 。 同協会は、

大阪) ( . f 下の主I ! 築士 ' Wf : 指所の大 |言If l Wi をめざし、

池 築 上 法 の 改 正 と 建 築 士 ・IH:i5ifr に 対 す る 業 務 法

の 制 定 を 推 進 す る ほ か 、 処 築 行 政 へ の W，プJ 、，辿

;策 、地 域 社 会 の 福 祉 の I"J 上 に 訪 う せ ん と す る も

ので、Ｈ的大阪府建築士会往築 ｬ コ Ｇ Ｑ ｾ ［ｦｊＵ所部会とＨ他

大 阪 池 築 設 計 協 会 を 発 展 的 に 解 消 し て 創 立 さ れ

た も の。 4 月 1 日社問法人の; t 2 . i可を受け 、本 絡

的に ・ ｉ ｾ 業主可到 ｊ をはじめた 。

尚 、 お も な 役 只 は 次 の と お り 。 ( qf { 称略 )

会 長 / 塚 本4孟 次 。 副 会 長 / 谷 11I尚武、久田良育、

小寺守、佐野正一 。 呼務理白 Ｑ ｾ Ｏ ｨ Ｇ ｬ 水利弥 。

〈昭 和50年 度 日本 建 築 学 会 賞 〉

= 第 一 部 論 文- -

ｯ Ｈ 主 ｨ ｬ ｽ の熱 ｾｬ 筑 Ｚ ｬｴＭｪｩｉｩｪへの研究 Ｏ 荒谷登氏 Ｈ ｾ ヒ ｩ ｲＮ �

道 大 学 教 校 )

0 住 宅地 施 設 の 計阿 に |比lする 研 究 / 架 阪 泌一 郎

氏 ( 筑 波 大 学 教 佼 )

0 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 榊 巡 の 引jl 明 性 性 状 に |品! する

研 究/ : . 1 . ¥正治? の氏( 点京工業大学教授)

0 木 造 榊 iiE に l見i す る ー i阜 の 僻 究 / 杉 山 英 1J 氏

( 東広大' [ : 教佼)

Ｐ 住宅 ｾｉＺＮ ｰ ￬ ｩ . 供 給 に 瓜lするー. i Mの 研 究 / 先 制l

氏 Ｈ 京都大学教 Ｑｾ Ｉ

o  r  ｊｕｉ ｾ に ｼ見 ｬ する一連の研究Ｏ内藤昌氏Ｈ［れ ， ｴ ￬

屋 工 業 大 小 数 佼 )

= ー第 二 部 作 品= ー

0 新 約 三 )1命ビノレ/ 日本江主計 事務 所

0 ./洋 時 以 立 近 代 美 術 館/ 磯 崎 新 氏

0 広 1; 占rI-' )怯個T ｉｬｾｬＩ 日発 Ｏ 大，Ｇ，Ｚｦｊ往築設計事務所 広

j斗市再11 rli ｾト同局長主築古 ＱＱ

ｯｾ 苫主公 ｩ叫 ｊ品訓Ｎ付 Ｑ

システムによる向吊品，'t質'(i制1)制削】H刈11げf御卸とぞ省; エネ Jルレギ一化/

中 l原尻f伝コ，也主氏 .  世飾革 ｬ巣 ｬ耗 ｌＱ 釘 ｉ 舜舜ｾ rf治F台i E氏1:: ( 大林組) 上、 チ封井lド占上j良1主U1Iりl  

氏 j仏;斗Ai此Tう弘;只3氏 .  玉回負削他J l 氏 .  r司l'村 4猛孟氏 ( 竹 '中|ド』 工 Z務E  

活 )

下 半 身 マ ヒ の 呉 高 専 生

i軍 身 の 努 力 と 友 情 で め で た く 卒 業

= 川 内 美 彦 君=

‘  .. 
園・・圃常一‘ .  

• 
.，ιI 

ＭＧ ｉ ｉ イスの Ｑ ・ Ｗ 年が住宅学ｾ，によーてみごと附ＧＲＺＺを

克 服 し 、 優 秀 な 成Mを も っ て 共 工 業RZZF 叩 門 学

校 ( f主総 -，f( 夫 校 長 ) 挫 築 学科 を 卒 業 し た 。

川 内 :nは 5 年 生 だ っ た 1I i"，和 48年 4 H、今! : 校の代

表 と し て t_U:I:品 し た 呉 市 民 体 行 大会の柔道の; t " 令

中、不幸にもイ干腕と下半身 7 ヒの_i I ( !IJ を A い、

2 年n. uに l止 ぶ 闘 病 生 活 と 機 能 凶 復 訓 練 を あt け て

- 1 I ! i は千: 業も断念していたが、 h'f教 授 を は じ め

1' 1 . 当数1 T の努力と 、周 悶 の 友 情 に さ さ え ら れ 、

昭 和50年 4 月に 5 年 生 と し て 1¥l''1' した 。

そ の 後 l核忍 イミ抜の精神 と 、 全 能 力 を 発 締 し て 勉

学 に 勤 し み 、 不l瓜 の 努 力 を mね て 遂 に 立 派 な 技

術 者 と な って 今日を迎えたのである。

か か る 絶 唱 的 な 状 態 にも 拘 わ ら ず 、- ，1- の 似 み

も 洩 ら さ な い 高 潔 な 人物 と 、 不 健 不hll のキ丹市1I1立、

旦lJ 変 身 障 者 へ の 光 で あ る に と ど ま ら ず 、 広 く 社

会に対しても ｲｲｾ｜Ｂ 、教訓を示すもので、去る Ｓ 月

29 日には N H K 広 品 中 央 政 送 局 で 中 凶 J也万 全 般

に 「 川 l人mの 者 J と題して 15分 /1¥1 1 . 皮映している 。

日本生. l ' ; 築協会においても同計に対して特別焚訴

状を附忌することとなリ、卒業式当日、 l'T雌1' 1' 悶

支 部 長 が Hj J応 して新しい門出を祝し、 ft ，rI ， .  1't 

オk をJ受: 与している 。

正Ｇ￠ｩＮ￥￥￥￥込 ｩｬｩ ￥￥￥￥込 ｩｬｩ ￥込 ｾｻ､｟ ｃｌｄ｟ｄ ｟ Ｖ｟ｻ､｟ｻ､｟Ｖ｟ Ｖ ｟ ＶＮ Ｎ ｄ｟ Ｖ｟ ｇ 樹の話シリーズ・ 21 ｩＺ￠ｾ込

Robin ia  Pseudo- Acacia L  

ニ セ ア カ シ ア

夙 川 の 土 下 に ニ セ ア カ シ ア の 沢 木 が 生 え て い た 。

f j共にと って 楽 し か っ た の はイEの咲くことより、

誕 の い っ ぱい つ い た 校 ( 本 当 は 校 で は な く て 、

全体が一つの事長一一一都数 ｪ�ｊｾｫ 政策というＩをと

って管で自分の君臨( 小 業 ) を決め 、下端より 「月

・火 0 ・0 ・・ー金 土 」 と 数 え r EI j に あ た る 柴 を

取 って い き 、 最 後 ま で 残 っ た 来 を も っ て い た 者

が )J持 ち と い う 遊 び を し た こ と で あ る 。 また、 小

業 は 柔 ら か く て 特 に あ て て 吹 く と ブ - ''/と ! 鳴ら

す こ と が で き る 。 口 笛 の ま だ 吹 け な い ー子供にと

って も そ れ は と て も や さ し い 。 5 - 6 月 に 内 花

をつける。香% があって布、にはこのむせるよう

な に お い は き つ く 息 わ れ た 。 歌 に で て く る ア カ

シ ア が こ れ を 指 す と 知 っ た の は 、 ず っ と の ち の

こ と で あ る 。 このオ立には車I1カずある 。 車I1を耳Rっ て

ぬのi i J i などにく っ つ け っ こ を し た こ と も あ る 。

l) IJ 名ノ、リエンジュともいわれる 。

ニ セ ア カ シ ア と い う 名 を すt えたのは、プド jl を 紋

に す る 会 が 日 H祖 ご と に ハ イ カ ー に 配 っ た 綿 子 袋

にｾｽいてあったからである 。そ れはき っ とヤシ

ヤ ブ シ や ア カ マ ツ な ど の ぬ Iこと一緒に入ってい

たのだろうけれど、 “ ニ セ " と い う H乎び1 ' ，が 不

思 議 で あ っ た。 ほ ん も の の ア カ シ ア は 一 般 に 熱

帯 性 の 木 で あ る が 、 ニ セ ア カ y ア は 北 方 性 で

まめ科

ある。北米 ｽｪ［Ｈ，ｾ て｜荒地でも生長し、ポプラ、

プ ラ タ ナ ス な ど と と も に 、 I)f l妬 樹 ( P ioneer  

T r ee ) といわi L る 。 ふ じ ・は ぎ ・え ん じ ゅ ・ね

むのきなどと同じまめ科であり、ｾｊＺ ｆ Ｇ 笠，ｍを ｊ ［＼ｪ ｊ

定 す る j肥料木てー成 長 が 早 〈 、 か え っ て こ の た め

に? ツ矧などの貧長を好も‘ fl!i 物 を 駆 逐 す る こ と

が 指 摘 さ れ て い る 。 公 l羽 や 街 路 樹 に 利 用 さ れ る

の は 刺 の な い ト ゲ ナ シ ニ セ ア カ ン ア が 多 い 。 ト

ゲナシニセアカシアの実生にはJ j i lj が ま た 税 れ る

という 。 ニ セ ア カ シ ア は マ メ 料 の 中 で は サ イ カ

チと l百l じ属であり、エンジュは} ) Ij の属である。

エ ン ジ ュ は 7 - 8 月 に 淡 放 色 の 花 を つ け 、 他 の

マ メ 科 の 災 見 ー よ り 〈 び れ た 株 数 形 の 実 を つ け る 。

中国 ｬ 瓜 ｉｾ て｜紋起木として知られる 。 仰と Ｍ ｾｾ <。

樹 皮 は や やH古色、樹 j彩は自然、 j彩 で 、 傘 型 の 美 し

い 緑 陰 樹 と な る 。 JJ 巴 沃 な 土 地 を 好 む 。 笑 が ね ば

ね 1; 1 : ' して災いことを |除け l工 、 ニ セ ア カ シ ア よ り

は 街路 樹に 迎 し て い る だ ろ う 。 成 長 の 早 い 樹 木

は、 材 が も ろ く 、 台 風 な ど の 彬 科 で 変 形 す る こ

と が 多 〈 、 虫 も つ き 易 い 。 主主木のうちに適当な

現 定 を し て や れ ば 、 美 し い 樹 j杉 の 緑 陰 樹 が で

る。 砂防月] ; などを除いて、ニセアカンアはあま

り 好 ま れ な い が 、 こ う い う I: 'X を 考慮 す れ ば 、 平

Jtil 紋 化 樹 と し て は 再 び 見 l立せるものと 思 う。

<1刻f J H己〉

ニセ アカシア の花

エンジュの樹形

T  
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τ，宅，ョJ J:、ご. ' :1ぷ

マスチッヲ ヲ1: 1- 9 :.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性 : 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈 、ホコリ な ど生じ ない。

3  すベり抵;抗;' 性: すベり抵オ克'性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり 、万一亀裂ができ ても使用している問に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、 爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、 貯蔵庫に多〈使用されている 。

ノ圏、@

fLl NTKOTE 

、_，

フリントコー トについてのお 問合せ は下記へ

。
ｪ 限式会前シェル厄 ｾｉￃ 版発売所
7  • ＮＮｉ ｾｉＭ Ｚ ｾｾｉＭ 施 工 販売部

大 阪 ⑮.532 大 阪 市 淀川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 f i ( 06 )  3 03 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京都 中 央 区 宝 田T2丁目 4番 地 ( 第2ぬ り彦 ビ ル3階 ) f i ( 03 )  5 62 - 4646 

名 古 屋 -!!!>461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3 の 47 ( 日本橋ピノレ4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ヒソレ3 階 ) 念 ( 0 822 ) 2 1- 1224  

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) f i ( 092 )  77 - 1961 

11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川1川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川111川11川l川l川l川11川11川11川11川l川11川l川l川l川川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川l川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川|川川|川111川11川11川11川|川11川l川l川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川|川川l川l川111川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川|川|川l川11川l川11川11川11川l川l川1111川11川|川l川11川11川|川川11川111川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川111川11川11川11川11川l川11川11川l川l川11川11川11川11川|川川11川l川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川
11 l  



み る 一 一 一 こ と ば と も の一 一 一

加 藤 邦 男

山 地 英 雄

木 村 輝 久

太 田 進 一

京都大学助教授 ・工学部建築系教室

大 阪 府 建 築 部 営 繕 長

大 建 設 計 設 計 課

大 林 組 工 務 部 工 務 課 長

* 1 川サより 6 )J Ｇ ，Ｉ ーまで よ， Ｑ ｾ Ｔ 氏で ［ ＱＱ Ｎ 此

現 代 社 会 の 特 徴 を と ら え て 、 差 別 、 分 類 、 疎 外 、 断 絶 、 無記 化 な ど と 形 容 さ れ る 。 こ の 傾 向 が 、 非 人 間 化 へ の 道 を 辿 る こ と も 充

分 よ く 自 覚 さ れ て は い る 。 し か し 、 建 築 に お け る 機 能 や 構 造一一一つ ま り 、 裂 が え せ ば 建 築 的 人 間 像 も 、 分 割 し 分 類 す る 思 考 か ら

あまり J友 け で て い な い の で は な か ろ う か 。

と こ ろ で 、 言 語研 究 の 最 近 の 進 展 に は 目 を み は る も の が あ る u i Wmに 分 類 配 列 さ れ て い る 諾 誌 な る も の の 意 味 は 、 文 脈 か ら 切 り

出It さ れ て い る の で 、 あ い ま い で 抽 象 的 で あ る 。 本 来 生 き た こ と ば の 語 誌 は 、 テ キ ス 卜 ま た は 文 あ る い は 場一一一テ キ ス 卜 を 場 と す

る考え方は全く新しく、建築的問題の考察に示唆するところがあると思われる一一一に j認 す る の だ と い わ れ て い る 。 テ キ ス ト は 、

語 延 的 意 味 を 具 体 的 で 、 限 定 さ れ た 思 考 へ と 繋 ぐ い わ ば 闘 係 的 椛 造 と で も い え る 橋 わ た し で あ る 。思 考 と は 、 私 の 、 い ま ・こ こ で

の 出 来 事 の は ず で あ る 。 人 間 の 実 存 を 世 界 ・内 ・存 在 と い った よ う に 、 こ と ば は 、 テ キ ス ト ・ 内 ・語誕とでもいわねは、ならない 。

「人 は 文 な り 」 な の で あ る 。

建 築 的 空 間 は 、 即 自 的 な る も の を 、 具 体 的 で 舟 限 定 さ れ た 私 の 意 味 関 連 へ と 絶 え 聞 な く 持 ち 来 ら す 僑 わ た し で あ り 、 建 築 作 品 は そ

の| 浪りでテキストあるいはぎ読と言えよう 。 も の が 意 味 関 連 に 持 ち 来 ら さ れ る こ と に お い て 生 き た も の と な る 、 つ ま り 画 家 セ ザ

ン ヌ が 試 み た あ の 「世 界 の 一 瞬 」 は 、 空 間 に お い て 性 起 す る の で あ り 、 そ こ に 「 視 る こ と 」 の秘 儀 的 な 謎 が あ る の で あ ろ う 。建

築 的 計 画 の 記 号 論 ・意 味 論 的 ア プ ロ ー チ が 行 わ れ て い る が 、 人 聞 の 生 き た 現 笑 を 逆 に 語 詩 的 意 味 論 へ と 巡 元 し て し ま い 、 そ れ を

操 作 す る 試 み な ど は 、 し た が って 、 充 分 に 反 省 さ れ る 必 要 が あ ろ う 。 (K a)

社 会 的 ニ ー ズ

久 し ぶ り に 高 い 大 林 ビ ル の 最 上 階 か ら 大 阪 の町 を見下すと 、春 i互 に つ つ ま れ た 商 都 大 阪 が一望 の も と に く り ひ ろ げ ら れ て 、 い つ

も な が ら 素 晴 し い 眺 め で あ る 。

誰 の 町 で も な い 、 ま た 誰 が つ く っ た も の で も な い 町。

こ こ に 働 く 我 々 の町 である 。

そ れ は 我 々 の 、 我 々 が つ く った 大 阪 の 町 で あ る 。 そ れ は 今 、 ここに住み、

人 は 誰 で も 、 よ り 広 い 、 よ り 良 い 住 宅 に 住 み 、 よ り 多 い 収 入 と 、 幸 せ な 生 活 を 求 め る 。 しかしこの 町 の 中 で生きてゆくからには、

こ の 町 に 住 む 他 の 多 く の 人 々 の 幸 せ や 町 づ く り そ の も の の よ り 効 果 的 な 苦 手 柏 へ の 貢 献 が 、 自 ら の 幸 せ と 無 関 係 で な い こ と は よ く

わ か って い る は ず で あ る 。 そ の 多 く の 幸 せ と 、 そ の 幸 せ の 基 礎 づ く り こ そ が 、 我 々 に と っ て は 社 会 的 ニ ー ズ と い え る の で は な か

ろうか 。

と こ ろ が 、 こ の よ う な 社 会 的 ニ ー ズ が 、 企 業 や 行 政 や 政 治 な ど い ろ い ろ な 側 面 で 生 の 姿 と な って現われると 、実 に 数 多 く の 矛 盾

と 混 乱 を は ら ん で く る わ け で あ る 。 そ し て そ の 矛 盾 と 混 乱 を 克 服 す る た め に 、 や や も す れ ば 泥 み ど ろ の 争 い が く り ひ ろ げ ら れ る

日 常 で あ る が 、 願 わ く は ¥ こ の 大 阪 の 町 を 一 望 の 下 に 見 下 す よ う な 広 い 視 野 に た った リ ー ダ ー シ ッ プ ( む し ろ 人 で は な く 思 想 的

な も の ) が望ましいものである。 ( Y )

楽 天 家

建築や者rs市 ・地 域の 計画 設 計 に 携 わ る 我 々 は 、 多 く の 場 合 、 形 あ る も の ( 建物 や 都 市 施 設) が 、 形 の な い も の ( 組 織 、 制 度 、 習

慣 、 価 値 観) に与える 強 い 彬 響 力 を 信 じ て い る と い う 点 で 楽天 的 で あ る よ うに見える。 例 えは、我々がコミュニティーという言葉

をロにするとき、多くの場合、 「古い 社 会 学 」 と も い う べ き プ ラ グ マ テ ィ ッ ク な 学聞 か ら そ の 概 念 を 借 り て い る 。現状を分析し、

解 釈 し 、 そ れ を コ ミ ュ ニ テ ィ ー と 名 づ け た に す ぎ な い 概 念 を 用 い て 、 し た が って 又 、 価 値 観 念 が 欠 落 し た ま ま で 、 せ い ぜ い 心 理

学 、 経 済 学 、 工学 を つ っ か え 棒 に し て 形 あ る も の を 作 り 、又作れると 考 え て い る 。 こ の よ う な 価 値観の欠落と楽天主義の放に、

多くの場合、 WIJ え ば 都 市 住 民 の 生 活 内 容 の 貧 し き へ の 対 症 療 法 と し て 持 つ も の は 、 相 変 ら ず コ ミ ュ ニ テ ィ ー 広 場 で あ り、 集 会 場

で あ り 、 近 隣 住 区 で あ り 隣 保 区 で あ る 。 形 あ る も の の デ ザ イ ン に 責 任 を 持 つ た め に は 、 形 の な い も の の デ サz イ ン に か か わ る 必要

が あ る 。 そ の た め に は 、 そ の 両 者 の テ ザ イ ンにかかわる 人 聞 は 維 で も 、 ど ん な 立 場 、 観 点 を 基 盤 と す る か に つ い て 決 断 を 避 け て

通 る こ と は で き な い だ ろ う 。 そ し て 、 そ の 時 大 切 な の は 、 ト ー タ ル な 価 値 観 と 無 節 操 と は 異 る も の で あ る こ と を 忘 れ て は な ら な

いということだろう 。 (K i )

タ イ ル 貼 外 装

コンクリート打放し、 I吹付 タ イ ル な ど 簡 素 で 低 廉 な も の が 主 流 を 占 め る 最 近 の 建 物 の 外 装 に 、 再 び 貼 タ イ ル が 取 り 上 げ ら れ る 傾

向 が で て き た 。 たしかに 吹 付 外 装 の 建 物 が 並 ぶ 中にあ って、貼タイルの建物が自に入ると 壮 重な! 惑を受ける。高価 な 貼 タ イ ル 外 装

が 見 直 さ れ る の も こ の た め で あ ろ う 。 し か し 一 方 で は 古 い タ イ ル が 剥離 し、危 険 な 事 故 に 結 び つ き そ う な 建 物 が 続 出し ている。

こ れ ら の 建 物 は 何 回 も 補 修 を 繰 り 返 し た 上 、 つ い に は 金 属 板 暖 な ど に 改 装 す る 場 合 が 多 い 。 タ イ ル 貼 工 法 に は 昔 か ら 行 わ れ て い

た タ ン ゴ 貼 、 そ の 後 出 現 し た 圧 着 工 法 が あ る が 、 い ず れ も 刺 般 に た い す る 耐 久 性 は す ぐ れ ず 、 今 の と こ ろ 確 実 な 工 法 は 見 当 ら な

い の が 現 状 と い え る 。 も っ と も 最 近 普 及 し つ つ あ る タ イ ル 打 込 み 工 法 に 期 待 し て い る が 、 ま だ耐 久 性が確 か め ら れ る 時 期 ま で 経

過 し て い な い 。残 念 な が ら 今 の と こ ろ 外装 に タ イ ル 貼 を j選 ぶ 以 上 、 将 来 の 刺 i号It補 修 を 忘 れ る こ と は で き な い の で は な い だ ろ う か。

( 0  )  
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コミュニティをメーキャ、ソフ。する

マル工叉印アスフアルトシコ'!l llt

. マルエスシングル 8 色

・B P シ ン グ ル 8 色

・ランダムシングル 3 色

マルエスランダムシンクフレで家を一層美しくf ノ

すでに欧米諸国では、屋根葺き材の主流はシングルと

なっております。

最近日本においても建築様式の多様化にともない、壁

状屋根は増加の一途を辿っています。

マル工スランダム ・シングルは、 この壁状屋根に最も

マッチしだ素材として開発され疋ものです。

従来のシングルでは難しいとされてい芝、力量感 ・立

体 感 を 家 全体 に、もだせることも特徴の一つです。

力 ナ ダ 直輸 入 の 高 級 屋 根 材

cuう8U1lDl NG PRODUCTS OF CANADA lI MIUD 

マ111:ヱスヨコI3. .L

E，コ!l. 11t
〈カラー 〉

R S- I( シダーウ ッド) / R S- 2( レッドウッド) / R S- 3( ドリフトウッド)

マ ル エ ス シ ン グ ル 製 造 発 売 元 ・ B P シ ン グ ル 日 本 紙 発 売 元 l 本 社 ・ 120/ 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 丁 目 2 1番 2 8 号

日 新 工 業 株 式 会 社

10 

T E L  東 京 ( 882) 2424( 代 表 )

大 阪 支 J苫圃 533/ 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 4 丁 目 3 0 の 2

T E L  大 阪 ( 329) 7737- 7740

営 業 所回札幌 ・山 形・東京・名 古 屋・広島・九州|



同宿直 ｩｩ ヨｾｉ￯ ｇ 盟理盟副理圏哩Ｍ盟

齢 650号 第 時 19765  

.6月号特集/ 市街地盤傭

・7 月号特集/ 工場建築と 設備

・8 月号特集/ 鉄骨構造のジョイン卜( 仮称)

.9月号特集/ 計画特集

特集・建築防災と法

SPECI AL FEATURES ON T HE  FI RE -PROOFI NG IN 

BUI LDI NG &  It 's L AW 

歴史的環境保全について考える ・・イタリアの街並保存とヨーロ y パ におけ

る近代建築の現況 ー。 京都健闘寺収蔵庫建設工事と名園を見る 。ふ るさと

のすまい一日本民家集ー復刻版の刊行。日本建築協会昭和 51年度収支予算 1

今回は休載します。

断熱l汲音防露I次付材「モノ ・サーム J /元木貞次。 サンロイド D N防水システ

ム / 桜 井 忍ー 一・・・・・ ーーー ……ー・・…・……… ー ーー ーー 3

分譲? ン y ヨンの平面計画を評価する/ 越智 隆日青一…・ ・・…・・……・・・…… 6

鱗留会開催「建築と設備の接点の新しい考え方」。大阪建築士事務所協会発足。

昭和51年度日本建築学会大賞。下半身 7 ヒの呉高専生海身の努力と友情でめ

でたく卒業一川内美彦君ー 鮒の話シリーズ21 、ニセアカシヤ… … … … 7

今回は休戦します。

みる ー ことばとものー / 加藤邦男 社会的ニーズ/ 山地英雄

楽天 家 / 木村輝久 タイル貼外装/ 太 国進一 ーー・・・ ーー ー・ ・・ ・… 9

藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 体 育 館 設 計/ 日建設計 施工/ 奥村組・・ ・ 12 
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藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 体 育 館

設 計 日 建 設 計 大 阪 本 社

d臣Z士，，_ 
理 藤 井 寺 市 建 築 産業 部

日 建 設 計 大 阪 本 社

施 エ 奥 ヰサ 五且

空 関 ・衛 生 =  
晃 空 宮司

電 気 近 畿 コニ 業
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藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 体 育 館

所 在 地 大 阪 府 藤 井 寺 市 大 井 1 - 426 

敷 地 面 積 8 ，800 . 00 m' 

建 築 面 積 本 館 4，766 . 04 m・

プ ー ル 附 属 棟 83 .44m'  

膏十 4 ，849 .48 m'  

延 床 面 積 本 館 4 ，385 .51 m'  

プ ー ル 附 属 機 81 . 10 m'  

昔十 4 ，466 . 61 m・

構 造 規 模 R C平 屋 建 、 体 育 館 屋 被 ・ 鉄 骨 構 造

高 さ 1 F L  :  G L + 300 

軒 高 G L + 5 ，160 

最 高 都 高 : G し+ 17 ，800

室 内 天 井 高 : G L +  14 ，000 

工 期 昭 和 何 年 4 月 ~ 昭 和50年 3 月

よL 1畑
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4  プール械 より
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藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 体 育 館

設 計 日建 設 計 大 阪 本 社

監 理 藤 井 寺市 建 築 産 業 部

日建 設 計 大 阪 本 社

施 工 奥 村 組

「キ

1  続 校 場J EI面

観 覧Itr. よ り 続 技 場 を み る

柔 道 場

4  Ｎ 噴 ＱＱ［ 且 Ｚｩｾｽ

5 . ウ エ イ ト ト レ ー ニ ン グ i j.)

6.  l!! i ，' i { よリンヤワ ー 引 を み る

7  身 ｬ 布Ｎｲ， Ｇｭ ｩＧ ＱｾＲ トイレブ ース

P HO T O S  K .H I G A S H I D E  



藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 体 育 館 の 建 築 計 画 に 就 て

藤 井 寺 市 は 、 大 阪 I(.f 点 l有ms に位; たする人 1 1 5 万 円 典 明 (1'1

な I也万.r，rs市 で あ る 。 ニ ニ に 計 同 し た 当 館 は 、 地 域 十 l 会 に

おける市 民体行節 のあり万への一つの健Ｇ本をＮｾＺ￟ｩＱしたも

のである。スｾーッ新 ｉｊｦｬ が令慌を誇る今円のように、スポ

ー ン は シ ョ - i ヒし、. f f うことよりも能t る ニ と に な ら さ れ

てしまった王凡平正、ニニて- ，[1.、土佐は市民イ本育館町本来のあり

かたをｾＮＡＮなおし、辺 ＡＡｦ ｦｊＱ をするニとに: l ' J l しみをむてる f本r f

自白に可.(/f. を お い て 計 jihi し た 。

それは、幅広、、年令! 併の TI H己 ( 勤 労 i
l

{ 少 年 ・主 的} ・児1' 1(

) がf叱 い や す 〈 ー縦 し み あ る 、 そ し て 判 お ( 怠人・

身 1"戸宇f ) も 平 均r に使えるものを: t i ; 医l し た も の で あ る 。 こ

れは ｬ￬￭ ｪｻＧ乍の ｕ 小市市 ｌＨｾｾｻ ト体育但官と大阪市身体的手［ＮＮｲ，ース

ポー γ センターにおける ｬｾｴ 可 Ｑ なキｩＧ ｌ ｬｉ ｕｾ を、ニの百 十阿 に ｬ 駆

使 し 、 さ ら に 発 展 さ せ た も の で あ る 。

ま ず 平 而 に お い て 、 競 技 土 品 は Jよ い セ ン タ ー ホ ー J レ で 小 巡

!Tf}; 祁i " i { を 明 | た に 分 け . 建 物 の 形 も 、 こ の 単 純 な 前 11¥1 の配

i E を そ の ま ま 討 を 況 に 表 現 し た 。 1よ く な い 周 辺 道 路 に 扱 す

る 体 行 自 立 の 大 き な 外 明 の 圧 迫 感 を 柔 ら げ る た め 、 脱 校 坊

の '111 を，思 L 、 き リ 下 げ て 、 周 辺 と の ;U，¥I 手 日 を は か っ た 。 ま た

こ の 判 的 建 物 的 多 く は 、 観 平 平 と 競 技 すiーの! Tr}; 線分自! ! . のため

飢杭: を大きな l: tTr止 で 2 I: } T へ持入する jlill が 多 い が 、 こ の | 暁

ｊ Ｑ ｴ は号奇才＿に ｎ して可 ｾ，ｪＧｊｬｉ［ｉ ｊ じなり、また、年圭 il 守(1'1 て' なし、。イ千

四 は 同 ー7 ロ ア ー に て 、 そ の !fr); 線 を 分 隊 す る よ う に し た 。

縦約: 入場 11キは ill 場1I ，' j : ほど見s" ，しないが、 Ｍ ＱＱ 与にｾ‘ＧＱＧする

ｩｬｬ 場観衆 ｴ 立、抱込先 ｬ 市町内 Ｑ［ ，ｉｪｾに ｾ￞Ｇｩ［｜Ｇ 口を ｊ 生け、わかりやす

〈 、 ス ム ー ス に さ ' ; f け る よ う に し た 。

セ ン タ ー ホ ー J レ は ゆ っ た り と 中M8 m に し て 、 昨j る 〈 栄 し

し、非 IHI 討 を 作 リ 、 ， 柄 引 を こ の ホ ー ル に I(II し て 配 tli し、平11

mず; ' は入口からで L 弁 引 の 位 辺 が 縦 必 で き 、 日 (1'1雫 へ 11)')

tJ : : に到達できる、 :袋 内 の よ い 税 切 な 池 物 を 心 が け た 。 ま

た、 こ の μ; し、ホー J レは、 ii 昼乎や -f- iJ c. j二主的 tI  ｾ＠ l'J".' j  ｩ Ｈｉ ｾ Ｑｉｩｩ￬ のＢＲＺＱＯ｜Ｑ

で も あ る 。 - ) ) 、多くの f，;，: f f s官の- M; 'i'i ・ン ャ ワ ー . i!QJi fr 

ワラ

な ど は 、 競 技 場 内 災 何 枚 < 1町れ、ローカで桜紙し、1 ! . ' t t- i 災

す...，.

の - t & い が 多 い が 、 こ こ で は 快 適 な Iム い ホ ー ル に 1( li し て 去

に ｮｾ した。 治換 やンャワーの体行館でのご住所をも大切に

-t&った。

競 技 場 は n 然光を千代似 (1') に 取 り 入 れ 、 ア ル ミ J レ ー パ ー で

拡 散 し 孫 ち つ い た 光 て 川 崎 し 、 天 井 の ト ラ ス は 繊 細 ! な fj 組

て咋如実し、 t古川内なノレーパーとキ11 ま っ て 、 そ の 市 や か さ を

ね ら っ た . エ j ラ ル ド グ リ ー ン の ベ ン チ も そ の 榊 成 要 撲

の ーー つ で あ る 。

龍見世 ＺＧＺＱ 市は量定す土 ｦ 持とのド ｍ キ色した Ｒ ＱＺ 符ＧｪＧＱＺ［置Ｑｬ Ｇｾｚｉ 貯をやめ、宜 ｉｈ 宜

上品と1 &あ1 し た i 生局ミ の ス タ ジ ア ム 1' j ' j ' 1: ; である 。 辺!!TI);，t，，こも

谷. J dJ に 豹:1防へ休! i . rHこ 、 あ る い は 手 持 品 の i丘 坊 に 使 え 、 ?

? さ ん バ レ ー で は 、 同 行 し た 子 供 述 を 身 近 な 観 覧 席 に 坐

句 せ 、 遊 ば せ て 、 随 時 そ の そ ば に 行 け る 。

そして、身 ｆＢｾ ; < . ポ ー ソ セ ン タ ー で 開 発 し た 円 明 ト イ レ ブ

ー ス を も 取 り 入 れ た 。 'Ii 柿 子 も 平 等 に す べ て の 公 共 施 ，i止

が 使 え る こ と を 願 っ て 。 黄 進 興/ 日建 設 計 計 画 主 管
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特集

建築防災と法

回 総 論

今 後 の ビ ル 防 災 に つ い て / 岸 谷 孝 一

実 例 か ら 学 ぶ 建 築 防 災 の 教 訓 / 足 立 孝 ・ 舟 橋 園 男

圏 各 論

1. 建 築 基 準 法 と 消 防 法 の 相 違 点 と 問 題 点

相 違 点 と 問 題 点/ 日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

建 築 基 準 法 の 立 場 か ら / 吉 田 正 良

消 防 法 の 立 場 か ら/ 奥 村 俊 雄

2 . 建 築 防 災 行 政 に つ い て ( 遡 及 規 定 ・ 基 準 法 と 消 防 法 と の 関 係 ・ 防 災 行 政 へ の 要 望 )

オ ー ナ ー か ら ・ 遡 及 規 定 を め ぐ っ て / 高 地清

ビルメンテナンスから・ T o o mu c h  Sec ur i t y  i s not  Sec ur i t y  / 青 井 義 臣

設 計 者 か ら ・ 建 築 防 災 行 政 に つ い て 要 望 す る / 清 水 和 珊

設 計 施 工 管 理 者 か ら ・ 建 築 防 災 行 政 に お も う 一 安 全 管 理 に 関 心 を / 藤 縄 正 俊

行 政 の 立 場 か ら ・ 建 築 防 災 行 政 に つ い て / 三 品 哲 夫

3 . 建築基準法改正( 案) における遡及適用について / 吉 田 正 良
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今 後 の ビ ル 防 災 に つ い て

岸 谷 孝 一

1  • ビ ル 火 災 の 特徴

近年の耐火造建物 ( ビル) は、高層化の傾向と開口部面積

が大きいのが特徴で、それに加え収納可燃物も多量化の傾向

にあり、この傾向をビルの火災という観点にた って考えてみ

ると、従来の耐火造建物の火災と比較すると、木造と閉じよ

うな温度上昇 ・最高温度に達し， しかも継続時間も長〈、防

災面できわめて憂慮すべき火災性状を示している 。すなわち

収納可燃物の多量化、開口部商柏の増大の傾向は火災荷重を

大きくし大規模な火災になる場合が多いということである 。

また有機高分子材料をはじめ収納可燃物は燃えると多量の有

害ガス ・煙を生成し、このガス ・煙が屋内に流動 ・充満し居

住者を危険におとしいれている 。火災時にはビル内の大多数

の人聞が避難しようと動き、 パニ ック状態となるが、さらに

最近の防災設備の充実に安心し切 っていると、たとえば避難

に対する放送がかえ ってノ f ニ ック状態を助長する結果になる

*  
ことがある 。 したが って適法の耐火造であるからとい っても

安心はできないのが現状であろう 。 ( * アメリカの例 )

2.  防 災 の 基 本 的 な 考 え 方

防災に対する基本はまず人命の尊重になければならず、つ

いで建物が倒壊しないことなど財産の損失をできるだけ小さ

くすることである 。 ビルが火災になると人聞はたとえ日頃避

難訓練をしていても心理的に動揺し、避難できる可能性があ

ったにもかかわらず焼死する場合がある 。 しかしこのような

火災時のパニ ック状態における人聞の心理に対しては現在ま

で十分には解明されていない 。 したが って今後人間心理を折

り込んだ防災対策が必要であろう 。すなわち避難設計を行う

場合、人聞のパニ ックに対する心理を無視することはできな

いということである 。 また人聞の避難に対してはかならず何

らかの設備が必要となるが、この場合火災時に正常な機能が

発縛されなければならない 。そのためには日頃の設備維持管
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理が十分でなければならない。設備というとすぐ経済性を考

えがちであるが、たとえは‘火災時に直ちにバルコニーに逃げ

られるようにするとか、竪穴をなくし、上階延焼を防ぐとか、

どの方向に逃げても避難路に出られるようにするとか、あま

り金を使わない配慮、もあるということも忘れてはならない。

3.  防 災計 画 の 問 題 点

防災の基本はまず人命の尊重にあるということが設計者に

理解されても、その他の要素により実際にそのような対策が

取られなければなにもならない 。 したが って計画が単に火災

だけに対処しておこなわれるのではなく ， 日常の機能にもつ

ながる防災計画でなければ普及が非常におそくなる 。 したが

って窓 ・壁 ・階段 ・エスカレーターなど日常の機能と直接結

びっく設備を含めて考えてみる必要がある 。 たとえば‘最近の

ビル火災の事例をみるとエスカレータ一部より延焼している

ケースも多〈見られるが、このエスカレーター廻りをも っと

安全にするとか、ダクトがたとえビル内全体につなが ってい

ても火災時の遮断にもう ー工夫するとか、天井のふところを

煙だめに使うように計画するとか考えられることは多々ある 。

さらに避難路は簡明な直線的配置をとり、 2 方向避難を原J { IJ

とすることや、吹抜け部分は不燃化して、他の部分と遮断で

きるようにして煙が他階へ広がることを防ぐことも忘れては

な らない 。

またむだなス ペースをな くすとか、火災時に死角となるス

ペースをなくすことも 重要で、ある 。

つ ぎに考えなければ、ならないことは排煙などに対し機械に

頼 っている場合が多々あるが、機械には限度のあることを理

解しなければならない 。それには動力を用いないでも換気な

どができるようにすることも大切である 。 このように機械だ

けに頼らず、対策がで きればこれで人聞が避難で き得る 。

ふつ うの ビルのふつうの居室 には20- 40kg/ 床d の可燃材

があるが、デパートなどは床面積当たり の可燃物はさ らに多し、。



建物の防火安全のためのチェックポイント
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現在ビルの防災に対して多くの対策が

設けるなどの対策が講じられてはいるが、

れている 。たしかに防火戸は火に耐え、

シャ ッターは火災の拡大を防いでいるか

たとえば防火区画

シャ ッターを

いずれも火に耐えることを重視して考ら
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はないだろうか。防災性の. ゆえに日常の

機能性が損われるとすれば、防火戸の例

いるという事例が生まれる 。防災に日常

ラーが設置されておればあの重い防火戸

て発想、の転換をしなければ、名ばかりの

のようにくさびで閉まらないようにして

防火戸のある部分などはもしスプリンク

性をとり入れるのがほんとうの防災では

東京大学教授 )

このように防災計画に対し

できるようになってなければならない 。

なかろうか。

防災となるのではなかろうか。

こ ういち( きしたに



実 例 か ら 学 ぶ 建 築 防 災 の 教 訓

足立 孝

舟 橋 国 男

防火造

古い空調ダフトが 2 階天井裏で開放のまま残されていた

1  人 間 に は 誤 り は っ き も の

今までの事例ではっきりしていることは、単一のミスによ

るのでなくいくつものミスが重なって、大事故を生じている

ことて。ある。

比較的規模は小さいが、昨年の例として、たとえば池袋朝

日会館の場合、喫茶庖従業員が泥酔 ・睡眠中、掛けていた外

套が電気ストーブに落ちて出火した 。本人はかろうじて逃げ

出したのみであり、向かいのヒ‘ ル内の者が、タクシーの異常

なクラクションの音で外を見て発見、消防署へは通報したが

会館内在館者には連絡できずじまいであ った。 シャ ッター ・

防火区画にも不備があり、残存されていた古い空調夕、、ク 卜が

各階をつなぐ煙突となった 。 ( 図ー 1)  

また周知の千日デパー トピルでも、 3 - 4 階で消火し得る

ものと考えたのか 7 階プレイタウンへの通報をせず、開放さ

れていたダクト ・シャフト ・シャ ッターを通って煙は 7 階に

及び、無駄な行動を繰り返すばかりで避難誘導もできない状

2 2  挫築と社会/ 1916年 5 月号

図ー 1 池袋朝日会館出火階 ( 2 階) 延焼状況

注 3

況になっている 。 さらに付け加えるならば、非常口が施量定さ

れていたり、カーテンで見えなくなっていたり、救助袋の使

用法も誤った 。

以上のように一つのミスはつぎのミスを呼び重畳効果で被

害を大きくした 。施設の不備もさることながら、折角の設備

を生かし得ない人聞の要因が大きいことを感じる。火災の発

生はもちろん、それ以後の情報伝達、 リーダーの不足などが

とくに痛感される 。 さらにまた設備についての知識不足が往

々にして原因にな っているかに思われることもある 。たとえ

ば、阪神三宮駅の場合、空調機械室フィルターが焼けたが、

通常は人気のないところであり、出火のしばらく前に、同室

内一隅にある配電盤へ修理の人が入 っていた ことが判 ってい

る。千 日テノ f ー トビルの場合も、工事人が、燃えやすい化学

繊維の近くにマ ッチか吸殻を捨てたことが問題にな って いた

が、その場の環境条件について充分知識を持たない異種業の

者が事故を起こしやすいと考えられる 。 さらに人聞は馴れと

か作業単純化による単調感からミスを誘発しやすく、最近病



院では、 中央化 に伴う作業単純化によるミス増加が警告さ

れてい る。各種の器機が能率良〈作業が単純化 されるほど、

それだけ危険を潜ませており、これも他山の石となるであろ

つ。

2  情 報 伝 達 の む つ か し さ

事故の場合、情報伝達がなく、あっても非常に遅れるとい

う現象は共通している 。

たとえば、池袋朝日会館の場合、 4 名の死者を 出 した 3 階

では、在室者は夕、クトから噴出する煙で異常を知り、電気的

放障かと分電盤を点検し、つぎにベランダ扉を聞いて火事と

判り、 在室者会員に知らせたが直ちに避難はせず 、再び全員

でベラ ンダへ行 って確かめている 。 しかし他階へは連絡して

いない。 また、千日デパー トヒ・ル火災でも、煙によ って異常

を知り、消火するつもりで燈の出てくるダクトグリルへ放水

するような無駄な行動を繰り返し 、避難のための立重な時間

を失っている 。間組本社ビルの場合、爆発音によ り在館者の

大部分が異常を知り 、そ のうち11名が防災センターへ通報し

たが話し中が多く充分には通じなか った。他に 7 名が消防 ・

警察へ通報している 。当時、防災センターは状 況問 い合わせ

電話の応接に追われ、館内放送をする余裕もな く、結局放送

はきれずじまいであ った。

このように、最初の発見者は状況判断のために火元を探し

回り、消火に努めたり、異常を知 った管理 ・保安関係者も現

場確認に走 ったりして 、各方面への連絡指示ができていない

場合が多い。 このパター ンは 、出火状況の確認とボヤで消火

し得ることもあることから 妥当な行為といえる側面をもっ

が、事例では、決定的な時聞の ロスをしていることが多い。

したがって、 現在の火災における煙の危険性 ・そのスピード

から、少しでもオカシイと思ったら、 即座に周囲に知らせ、

避難すること、たとえ後亥IJ 些細なボヤだったとしてもいい 、

という考え方も安全側の手早い対応として妥当性をもっ。し

かし、下関大丸のように、ショーケース用コードのくすぶり

を火災と誤認し、「火事だ‘ 」という 叫びとともに予想外のパニ

ックを惹き起こした例もあり、常に最善の策とはいえない。

以上にみるごとく J 迅速かつ適確な。状況把握はいうべく

して難しい。各種の感知 ・監視 ・通報装置の活用により、遠

隔地点の状況把握がどこまで可能か今後に残されているが、

もしこれに成功するなら、防災マニュアルの完備 ・誘導指示

の自動化( テープ等による) といった準備が有効に働くこと

は一応考えられる 。防災避難システムについては、最近いく

つも開発されつつあるが、人聞の介在があるだけに 問題は残

る。

昔から、避難誘導の| 祭のリーダーの役割はきわめて重要で・

あると指摘されている 。 ただ、従業員がリーダーたり得べき

訓練の必要性には問題はないし、移動が激しいといった条件

はあるにしても 、その根本は責任感の問題になる 。最近の事

例の多くは会社側の無責任という点をク ローズア ップしてい

る。

また 、間組本社ビルの場合、消防訓練ではエレベー タを使

わないことにな っていたが実際には、常用エレベータを用い

た者が全避難者の26% もあり、そのうち63% の人達が ホいつ

も使っているハ近くにあった。、早〈逃げられる H を理由にし

ており、さらに消防訓練そのものについても) 大いに役立 つ

図 - 2 悶組本社ビJ レ出火階 ( 9階) 延焼状，兄

特別避難階段 A.
特別避難階段目

( ススが一杯ついている )

技術本部建築設計部

プログラマ一室

一一 →F 且

2 3  



たか 6 % 、、、部分的に役立った" 34% という結果である。訓練

のあり方について問題を投げかけているというべきであろう 。

これらの基礎になるものとして、非常時の人閉め心理や行動

住 1

の究明が切望される 。

3  区 画 の 徹 底 を

従来の事故は、工事中など機能の一部停止状態で発生した

ものが多かったが、間組本社ビル火災は、平常の施設状況で

生じた高層ビル火災の例として注目される。

この場合、 図ー 2 のように、コア部分を挟んだ反対側へは

延焼せず、この種平面の有効性が評価された 。しか し煙の流

入は防ぎ得ず、室内は汚染されていた。さらに特別避難階段

B 、ならびにその前室に煙の侵入 ・滞留が認められている 。

それで、避難ゾーンごと( つまり、居室・廊下・エレベータ

ーホールなど) に防煙区画を考慮し、同時に防煙扉にするこ

とが要請されている 。火災は 9 階で発生したが、幸いにも空

調システムが地階一 9 階、 10階、 11階一19階と 3 分割されて

おり、 10階スラブに貫通していなかったので、上階への延焼

は防止された 。この事例から、コ ンク リート壁・スラブによ

る区画が有効であり、高層ビルの安全確保に重要な役割をも

つことが改めて確認された 。

ただ、爆発という特異な原因によるものではあったが、 A

L C 版接合部のズレなどによる弱電ケーフールシャフトへの熱

と煙の侵入があり、ケーブノレの焼損とともに、スラブ貫通部

を通じて上階へ煙が侵入した。そのため緊急連絡用ケーブル

が一部不通になった 。上述の諸点から水平垂直各区画の徹底

が要求されるとともに、緊急用ケーフ守ルの保護について、設

計時改めて考慮する必要が感じられた 。竪穴区画不備による

事故として、千日デパートビル、北九州八幡病院、 前述の池

袋朝日会館などがあるが、間組本社ビルの場合を勘案すると、

下駄履ア パート、複合用途 ビルでは、直通階段のみでなく

より 一歩進んだ竪穴区画の徹底が望まれよう。

4  他 人 の 自 の 活 用

建築物の検査について、ボイラ破裂事故に関する第三者検

注 2

査制度成立の歴史を参考に、考えてみたい。

陸用ボイラの圧力増に伴う破裂事故は 1900年まで増加の一

途をたどった 。アメリカの場合、 1866年保険事業として検査

が始まり( 第三者の専門家) 、これを受けたボイラが破裂しな

いという成果が得られた 。 これに対し、「破裂があればユーザ

ーの被害は大きく、メ ーカーの信用失遂もあり、年 1 - 2 回

の検査よりも、最も詳しい当事者の自主管理が最上だ」との

執助な反対があったが、次第に全米各地で第三者検査の法的

2 4  
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強制が拡がり、 図 - 3 に見るごとく、破裂事故は激減してい

った。 この問、第三者機関としてはボイラ保険検査会社が中

心であ った。

ボイラは機械であり、建築とは違うという考え方もあるが、

少なくとも検査ということについては同一に考え得るのでは

ないか。建築主 ・設計者による検査でなく、第三者機関を成

立させ、これを受けたものは保険料を下げ、指示された改善

に対しては融資を行うなど一応検討する価値はあると考えら

れる 。

5  安 全 は 買 わ ね ば な ら な い

防火対策は、いずれもおカネのかかることばかりである 。

たとえば細かい例をみても、カスの爆発に対して安全装置や

爆発防止システムの開発が進められ、さらに全電化方式への

転換が提唱されているがそのメリ ッ トも大きいけれどもコス

ト高になることは避けられない。 また、ある病院管理者の意

見では、難燃繊維カーテンはドライクリーニングを必要とし、

その経費面で採用しがたいといった例もあり、さらに阪神三

宮駅の事例から、空調フィ ルターの不燃化を計ると交換に際

して簡単に焼却できず、その処理ルートが確立されていない

等の問題がある。

しかしなカ、ら、今日の都市におけるわれわれのくらしを、

そのメリッ卜を享受しながらより安全に続けようとするなら

おカネをかけさるを得ない笑情にある 。一- -安全もまた買わ

ねばならない 。

注 1 その試みの端緒として舟橋園男「防災意織と非常時め心理J 建築と社会 1974年 12

月号を参聞いただければ幸いである.

注 2 石谷清幹 r工学概論」機械工学大系53、コロナ社

注 3 建設省 「朝日会館火災および! 日l組本社ピル爆破火災調査委只会調査報告瞥J 昭和

50年 6 月的資料を利用させていただいた.

( あ だ ち た カ し 大 問 糊 工学部建築工叫

ふなはしくに お 同 上 助 教 佼 /



消 防 法 の 相 違 点 と 問 題 点建 築 基 準 法 と 日本建築協会法規委員会

当協会の法規委員会としては 、昭 和 ＵＰｾ 手度においてこれら両 ｪ 去の類似の規

定の相違点と問題点を各委員から持ち寄って織鎗を重ねてきた。「無窓の居

室と無窓階 J f 排煙設備I 非常用の照明装置と縁導灯I 非常用の進入口 J f _jJ IJ

棟」の項目ごとに分けて、それぞれ建築基準法、消防法の相違点を示し 、

法規委員としての意見を付けて登理したのが、以下の褒である 。読者の皆

さまに少しでもお役に立てば幸いである 。( 法規委員会)

かなりの部分について重復 した規制が行われτ いる 。 とくに、近年建築物

の高層化、複合用途、新工法、 新材料の出現等によ って両法は一層相互関

係を密接にしながら改正をし、また改正されようとしている 。建築を計画

する側の立場から見れば、これら両j去の類似の規定を熟知し、頭の 中で整

理することは相当困難なものである 。

建築防災についての法規としては、主として建築基準法と消防法があり、

これらの両法の規定はお互いに補いあうように設けられているもので、い

わば車の両輸という べき ものであるが、それぞれの法制定の主旨あるいは

観点は当然異なったものと思われる 。 したがって、その規定する内容も相

違するものであるが〆防災砂という準終局的な目的は同一であるために、

無窓の居室と 無窓階その 1

見意

i去

ｾ＠

廿

防

内

消

条 項

i去

容

準基築

内

建

条 項

主主基法上、無窓の居室に対する規定は、主とし
無: 容階とは、消防法地行令第 10条第 1 : m第 5 号の規定( 消火線の

規則 5 の 2 1設置基準 ) 中、自治省令で定める避難上文は消火活動上有効な関口

令 10ー 1- 5換気上の無窓居室

窓その他の日目口音11の換気に有効な部分の面積が当該居室の床面

(1)  i去28- 2  

て避難を谷易にするための精進規制lあるいは設備

の設置規制lであり、消防法では、消火活動と避難
音11を有しない階をいうとし、規則第 5 粂の 2 で次のように定めてい

般 の20分の l 未満のもの

(2)  保光上の無窓居室
を目的とした消防用設備等の設笹規制 である。そ

る。
令 111

令 116の 2
の目的の相呉から、規定の内容が異なるのは当然

(1)  11階以上の階にあっては、直径50cm以上の同が内接することが

できる関口苦11の而桜の合計が当該階の床面積の30分 の 1 をこえる

採光に有効な苦11分の合計而績が当該居室の床面絞の20分の l 未

であり、これを否定するものではないが、設備の

中には、建築工事の当初から計画し、施工しなけ

旧日I のもの

(3) 排煙上の無: ぞ居室 階( 普通階という) 以外の階
令 116の 2

ればならないものがあり、経済的( 工事予算) な

問題との係り合いが大きい 。 したがって、設計、

工事担当者としては当初の判断が誤れば、大変な

(2)  101，皆以下の| 滑にあっては、上記(1)の普通階としての条件のほか

に、直径 1 m 以上の円が内嬢することができる関口部又は幅が75

開放できる部分( 天井又は天井から下方80cm以内の距離にある

部分に限る 。) の面秘の合計が当該居室の床面械の50分 の l 未満の

令 1280)

3 の 2

結来を招くものであるので、設計、計聞の段階て¥

cm 以上、高さが 1. 2 m以上の関口部を 2 ヶ所以上有しない場合の

中該 階

もの

(4)  避難上の無窓居室令 11 1

容易にこれをチエンクできるよう、できれば消防

法か建基法か、いずれか一方で、向精神 が活かさ

なお、それぞれの IJ 日ロ部について、さらに次の条件を付加l して
: 容その他のIJfl 口部が、直接外気に接する避皆陸上有効な構造のも

のではないか、又は直接外気に接する避難上有効な構造のもので

れるようなものの定義づけを行い運用されたいも

のである。

消防法の改正て¥無窓階に対する定義も新たに

いる 。

① 床面から IJ 日ロ部の下端までの高さは、 1. 2 m以内であること

② 1; 日ロ苦11は道又は道に通ずる幅員が 1 ｭ 以上の通路その他のｾＡ也

その大きさが直径 1 m 以上の円が内桜することができず 、かつ、

その幅及び高さがそれぞれ75cm未満及び1. 2 m未満のもの

(5)  用途上の然窓居室

温温度調皇室を必要とする作業を行なう作業室その他用途上やむ

に面しているものであること( 11階以上の階にある関口部について

は除< 0 )

令 128の

3 の 2

具体化はされたようであるが、これでも、なお開

ロ音11の構造条件若手については明確に判断されるも

のではない。

③ |封1口音11は、佑子その他の内部から容易に避難する こ とを妨げる

構造を有しないも のであり、かつ 、外部から開放し又は容易にf I 直

を符ない居室て¥法第 28条第 1 項本文の規定に迎合しないもの

かいすることにより、進入できるものであること
※ 以上、無慾居室の位別をあげたが、具体的な規制lは次のとおりで

ある 。

※ 以上、無窓階については、地階及び11階以上の高層階と同じよう

に、消Ｚ Ｇ Ｚｾをはじめ消防用設備等の設置基準が普通路の場合に比

べて、きびしく規制されている。

換気設備 ・… … … ー.... .. .(1)  

主 要椛造音11を耐火、不燃化… (2) +( 4)

直通階段・…・…・・・ ・・…ー(2)

排煙設備 ・・・・・・ ... .. .....(3) 

非常用の!照明装置 ・ー・ ・(2)

令 20の2

i去350) 3  

令 120 ー 1

令 126の 2

令 1260 ) 4  

内装11111限 ・ e ・・ 0 ・・ e ・…ー … (3) て酬床 面秘が50m' をこえるもの及び(5)
令 129- 5  

以上のほか、集団規定の法第43条に基づく敷地と道路との関係に

ついて条例によ り制限の付加ができる。

無窓の居室を有する建築物 ・(2) +( 3)

i圭:43

令 144の 5
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以 その 2 排煙設備

条 項

見

令 126の 2

令 1260) 2

ただし書

建 築 基 準 法

内 容

| 排煙設備を必要とする建築物又は居室|

1  . 延べ面績が500m' をこえる次の特殊建築物

(1)  劇場、映函館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場その他これら

に類するもの

(2)  病院、ホテル、旅館、下宿、共同住宅、寄街舎、養老院、児童

福祉施設等

(3)  博物館、美術館、図書館、ポーリング場、スキー場、スケート |規則29

条 項

令 28

場、水泳場、スポーツの練習場

(4)  百貨底、マーケ ッ ト、展示場、キ ャバレー、カフェ一、ナイト

クラブ、パ一 、舞踏場、遊技場、公衆浴場、待合、料理広、飲食

庖、床面積が10 m' をこえる物販庖告i I i

2 . 階数が 3 以上で延べ面積が 500 m' をこえる建築物

ただし、建築物の高さ 31 m以下の苦11分にある居室 て¥床面積

100m'以内ごとに間仕切j 壁、天井筒から 50cm以上下方に突き出した

垂れ壁、その他これらと同等以上に煙の流動を妨げるがJ カのある

もので、不燃材料で造り又はおおわれたもの ( 以下「防煙壁」とい

う。) によ って区画されたものを除〈 。

3. 窓その他の開放できる部分の面殺の合計が当該居室の床面積の

合未満である居室 ( 排煙上の無窓居室)

4 . 延べ商械が1000m' をこえる建築物の居室 で、その床而紛が 200

m' をこえるもの ( 建築物の高さ 31 m以下の部分にある居室で、床

Eii tr1 100 m'以内ごとに防煙壁で区画されたものを除く 。)

| 排煙設備の設置を要しない建築物文はその部分|

1. 病院、ホテル、旅館、下街、共同住宅、苦手宿舎、養老院、県童

福祉施設等の特殊建築物のうち、耐火構造の床若しくは壁又は甲

種防火戸若しくは乙種防火戸で区画された部分で、その床面積が

100m'以内のもの

2. 学校又は体育館

3. 階段の部分、昇降機の昇降路 ( 当該昇降機の釆降のための来日牟

ロビーの部分を含む。) その他これらに類する部分

4 . 機械製作工場、不燃性の物品を保管する倉庫その他これらに類

する用途に供する建築物で、主要構造部が不燃材料で造られたも

の、その他これらと同等以上に火災の発生のおそれの少ない憐造

のもの

告示第33号 1 1.. . .___. . .  __ ｟ｾｾＮＮ｟ＮＮｾｾ Ｎ ＮＮ＠ ｾｾ｟ Ｎ＠ _ _ . . . .  ｟ｾＮ＠ ｾ ＮＮｉ＠
- 小 I  I排煙設備 を設けた建築物又は建築物の部分と同等以上の効力が|

(昭47) I  ｉＧＺＧＭＭＺＭＭＺＺｾＭＺＭＺＺ＠ -_".--- - - -- -- I  

目| あると認める件 |  

1  . 階数が 2 以下で延べ節税が 200 m'以下の住宅又は床面似の合計

i肖 防 j去

ｾ 堂 ー
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意

1. 消防法令で排煙設備の設置義務が生じたもの

にあっても、建基法令による排煙設備を設置し

たものについては、消防法上の排煙設備の設置

を要しないこととされているが、建設省告示で

は、さらに不燃性ガス消火設備または粉末消火

設備を設けた部分には排煙設備を設置しないこ

とができることとされている 。消防法令上では

不燃性ガス ( 二酸化炭素) 消火設備等を設註し

ていても、俳優設備の設置免除はないが、これ

らの統一的見解を示してもらいたい 。

なお、建設省告では、不燃性ガス消火設備、

粉末消火設備に限られているが、その他の7 ) < . 1噴

霧消火設備、ハロゲン化物消火設備、 r包消火設

備を設置した場合についても同様の取り扱いは

できないのか。

2 . 消防法令上の排煙設備に関する技術基準が具

体的に示されていないので、法令上これが構造、

性能等技術基準を明定されたい 。 また、設置対

象物についても、同法令共通的に統ー をはから

れたい。
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2. 劇場、映函館等の床面般が200m'以上の舞台音11

3 . キャバレー、カフェ一、遊技場等、百貨庖、 7 ーケ ッ ト、物販

応宮市等、車両の停卓場等、自動車車庫、駐車場等の床面積が1000

mP以上の地| 猪又は無窓| 渚

| 排煙設備を設置しないことができる場合|

上記防火対象物の部分の屋根又は外壁に排煙上有効な関口部がある

場合において、当該関口部の而械の合計が、当該防火対象物の部分

の床面積に対し、上記| 坊火対象物のうち、 2 のものにあっては 100

分の l 以上、 3 のものにあ っては 200 分の l 以上である場合

|建築基準法令と消防法令との関連|

1I?:l 46 .  4 .  9 消防子第 54号 「消防法地行令の一部を改正する政令

の施行について」消防庁次長通達

建築基準法施行令第 126条の 2 の規定により、火災の初期! の段階で

の避難の用に供することを主たる目的とする排煙設備の設訟が義務

づけられ、そのm造については、同政令第 126条の 3の規定によるこ

ととされた 。 これらの規定は消防法施行令第 28粂の排煙設備の設置

対象物及び技術上の基準に関する規定より 一般的には強化されてい

るので、今後、消防法令に基づく排煙設備の設世対象物について、

建築基準法令の排煙設備が設置された場合には、その排煙設備は消

防法令に基づく排建設備でもあるものとして運用するので、特定行

政庁と十分に調主主を図られたいこと、ただし、設置対象物について、

建築基準法施行令第 126 粂の 2 第 1 項の規定においては、階数が 3

以上で延べ面積が 500 rげをこえる建築物又は延べ面積が1000m' をこ

える建築物の居室 であ って、その床面続が 200 rげをこえるもののう

ち、建築物の高さ 31m以下の部分にあるもので、床面積 100 m'以内

ごとに防煙壁で区画されたものには 、排煙設備の設置を嬰しないこ

ととされているが、 i両日方法施行令第 28条第 l 項に規定する防火対象

物の部分に該当する場合には、同条の規定に基づく排煙設備を設立f

しなければならないものであること
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建 築 基 準 ;去

内 容

が 200m' 以下の長屋の住戸の居室 で、当該居室の床面積の20分の

1 以上の換気上有効な窓その他の関口音11を有するもの

2. 法第27条第 2 項第 2 号に該当する危険物の貯蔵場若しくは処理

場、自動車車庫、通信機械室 、繊維工場そ の他これらに類する建築

物又は建築物の部分て¥法令の規定に基づき、不燃性カ' ス又は粉

末消火設1nuを設けたもの

3. 高さ 31m以下の建築物の部分 ( 法別表第一( い) 欄にぬげる用途

に供する特殊建築物の主 たる用途に供する部分で地階に有するも

の を除< 0) で室 ( 居室 を除く、次号において同じ 。) にあ っては 、

次のイ又はロに、居室にあ っては、次のハ又はニに該当するも の

イ. 壁及び天井 ( 天井のない場合においては屋様、以下問じ 。) の室

内に面する部分の仕上げを不燃材料又は$ 不燃材料でし、かつ、

屋外に面する関口音11以外の|持l ロ部のうち、居室又は笠難の用に供

する部分に閉するものは 、令第 112 条第 14項に規定する精進の甲

極限J 火戸又は乙種防火戸を、それ以外のものは戸又は鼠をそれぞ

れ設けたもの

ロ. 床面積が 100 m' 未満で、令第 126 粂の 2 第 1 項に掲げる防煙壁

により区画されたもの

ハ. 床面積 100 m'以内ごとに耐火構造の床若しくは壁又は令第 112

条首H 4項に規定する 精進の甲種防火 戸若しくは乙股防火戸によ っ

て区画され、かつ、壁及び天井の室内に面する音11分の仕上げを不

燃材料又は地不燃材料でしたもの

ニ. 床面積が 100 m' 以下で壁及び天井の室内に面する部分の仕上げ

を不燃材料でし、かつ、その下地を不燃材料で造 ったもの

4. 高さ 31mをこえる建築物の床面桜 100 m' 以下の釜又は居室で、

耐火構造の床若しくは壁又は令第 112 条第 14墳に規定する精進の

甲種防火戸若しくは 乙極 防火戸で区画され、かつ、ｾ及び天井の

室内に商する部分の仕上げを不燃材料又は準不燃材料でしたもの

※ 以上のほか、 構造基準の緩和措置の告示として、告示第30号、第

31号、第32号があり、いずれも、昭47. 1 .31付で示達されている。
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そ の 3∞ 非 常 用 の 照 明 装 置 と 誘 導 灯

建 築 基 準 j去

，廿ｾ＠

令 126の 4 I  I非常用の照明装置 を必要とするもの 1

1. 法別表第 1 ( ぃ) 欄 ( ー) 項から( 四) 項までに掲げる用途に供する

特殊建築物の居室

2 . 階数が 3 以上で延べ面積が 500 rげをこえる建築物の居室

3. 令第 116 条の 2 第 1項 第 1 号に該当する窓その他の関口部を有

しない居室( 採光上の無窓居室)

4. 延べ面積が1000rげをこえる建築物の居室

5.  1  - 4 に該当する居室から地上に通ずる廊下、階段、その他の

通路( 採光上有効に開放された屋外階段、廊下は除 <. l

6.  1  - 5 に類する建築物の部分 規則 28の 2

令;:fL||非常用の照明装置 仰 と し な い も の |

1.  1 戸建の住宅又は長屋若しくは共同住宅の住戸

2 . 病院の病室、下宿の宿泊室又は寄宿舎の寝室その他これらに類

する居室

3. 学校又は体育館

告示第35号 I .... _  _  __ .. .  _  __  _  .  _ .  _  _  .  .  .. _ .  _  

I  I非常用の照明装置 を設 けた居室等と 同等以上の効力があると認 |

(昭47) ｉｉ Ｇ Ｚ ＧｾＢ ＧＭ Ｚ＠ . ... . ..- - - - - .  - - - . _ . _. - .... .  - 1  

目| める件 |  

1 . 避難階に存する居室等にあ っては、当該居室等の各部分から屋

外への出入口のーに至る歩行距離が20m以下であり、かつ、避難

上支障がないこと |令26

2. 避費量階の直下階又は直上階に存する居室等にあっては、当該居|規則28の 3

室等から避難階における屋外への出口又は令第 123 条第 2 項に規

定する屋外に設ける避難階段に通ずる出入口に至る歩行距離が20

m 以下であり、かつ、避難上支障がないこと

令 126の 5 1 1. 照明は直接照明とし、床面において 1 ルクス以上の照度を確保

すること

2 .  ! 照明器具のうち主要な部分は、不燃材料で造り又はおおうこと

3. 予備電源を設けること

4. 昭45. 12. 28建設省告示第 1830号非常用の照明装置の構造基準を

定める件に定める構造基準に適合するものであること

告示第 1830 1 予備電源は、自動充電装置、時限充電装置を有する蓄電池で、充

号 (昭45) 1  mを行なうことなく 30分間継続して点灯させることができるもの

i肖 防 i去

何 年

廿

意 見

一

物

一

一

象

一

一

対

一

一

火

一

一

防

一

内

二

る

一

一

す

一

一

要

一

一

を

一

灯

一

置

一

導

一

設

一

誘

一

の

一

口

一

灯

一

難

一

導

一

避

一

誘

一

-

F

B

E

E

F

a

E

ル

唱

E

A

特定防火対象物は全部、非特定防火対象物の場合は地階、無窓

階、 11階以上の部分

2 . 通路誘導灯

向 上

3. 客席誘導灯

劇場等防火対象物、被合用途防火対象物、地下街の部分で劇場

等の用途に供される部分

|誘導灯の設置 を要しない防火対象物の部分|

1. 避難口誘導灯については、防火対象物のうち、居室の各部分か

1  . 建基法による非常用の照明装置は、非常時の

場合のみ、点灯することとされているものであ

るが、誘導灯は常時点灯されていなければな ら

ない。

対象物別 によるその要否について検討された

いも のである。

2 . 誘導灯の設置対象物は、不特定多数の者を収

容する特定防火対象物には 設置を要することと

し、非特定対象物、つまり、特定の者のみが、

使用する防火対象物にあっては、設置の必婆性

が余りないと 思われるが、検討されたいもので

ある。

3 . 非常電源( 予備電源) および配線の方法等に

ら、主要な避難口を容易に見とおし、かつ、識別することができ | ついては、商法令共通するものとされたい。

るもので、そのーに至る歩行距離が避維階( 無窓階を除< l にあ

っては 20 m以下、避難階以外の 階 ( 地階及び無窓階を除 <.l にあ

っては 10m以下である場合

2. 通路誘導灯については、防火対象物ごと、避難階である場合と

避難階以外の階である場合とに区分し、それぞれ主要な避難口を

容易に見とおし、かつ、識別 できるもので、そのー に至る歩行距

離が20- 30 m以下である場合は 、その設置を省略することができ

る。

|構 造 |

1  . 避難口誘導灯は、避維口である旨を表示した緑色の灯火とし、

避難ロの上部にとりつけること。明るさは直線距総で与30 m離れた

ところから表示面の文字及び色彩が容易に識別 できるものである

こと

2. 通路誘導灯は、避難の方向を明示した緑色の灯火とし、階段又

は傾斜路並びに通路又は l廊下にあっては、各部分からー の誘導灯

まて' の歩行距艇が10m以下となるところ及び曲り角に設けること 。

明るさは誘導灯の直下から 0. 5 m 離れた床面で、計って、 1 ルクス

以上 ( 階段に設けるものにあ っては、 E昔前及び踊り場の中心線で

計 って l ルクス以上。) であること

ＳＮ 非常屯源は、帯ｾｉｬ池設備によるものとし、その容量 ｩ を当該設備

を有効に 20分間作動できる容量以上とすること
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その 4 非常用の進入口

条 項

令 126の 6

建 築 基 準 法

内 容

| 非常用 の進入口を設けなければならないもの|

建築物の高さ 31メートル以下の部分にある 3 階以上の階に設置す

ること

令 126の 6. I  I非常用の進入口を設けなくてもよいもの|

ただし: 書 |

令 1260) 7  

1. 非常用の昇降機を設世している場合

Ｒ Ｎ 道又は道に通ずる帽只 Ｔｭ 以上の通路その他のｾＡ也に面する各

階の外壁面に窓その他の関口部 ( 直径 1 m以上の同が内接するこ

とができるもの又はその幅及び高きが、それぞれ75cm以上及び

1. 2 m以上のもので、格子その他の屋外からの進入を妨げる構造

を有しないものに限る。) を当該壁面の長さ 10m以内ごとに設けて

いる場合

区豆亙

1. 進入口は、道又は道に通ずる幅只 4 m以上の通路その他の杢地

に面する各階の各壁面に設けること

2 . 進入口 の間隔は、 40m以下であること

3. 進入口の中日、高さ及び下端の床面からの高さが、それぞれ75冊

以上、 1. 2 m以上及ひ'80cm以下であること

4 . 進入口は、外部から開放し、又は破かいして 室内に進入できる

術造とすること

5. 進入口には、奥行 1 m以上、長さ 4 m以上のバルコニーを設け

ること

6 . 進入口又はその近くに、外部か ら見やすい方法で、赤色灯の襟

識を掲示し、及び非常用の進入口である旨を赤色で表示すること

7. 昭45. 12. 28建設省告示第 1831号非常用の進入口の構造基準を

定める件に定める構造基準に適合するものであること

条 項

規 則 5 の 2

i肖 防 3圭

内
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廿

意 見

直主主主j

消防法では非常用の進入口としての規定ではな

いが、非常用の進入口としても有効なものであり、

1.  11階以上の階にあ っては、直径50cm以上の円が内接することが| 構造基準についても、両法、おおむね同機のもの

できる大きさのものであること | であ って 問題はないと思われるが、なお、つぎの

2 .  10階以下の階にあっては、直径 1 m以上の円が内被することが | ことについて統ー をはかれないものであろ うか。

できる大きさのものであるか又はその閥及び日さがそれぞれ75cmI  1 . 道または道に通ずる幅員の統一、および遂と

以上及び 1. 2 m以 上の関口苦a I  するか、通路とするか、いずれかにしたら良い

3. 床面から関口部下端までの高さは、 1. 2 m以内であること |  のではないか。

4.  ｉ ｾ 日 ロ部は、道又は道に通ずる幅只 Ｑ m 以上の通路その他の空地 I 2. はめ殺し窓に対する取り扱いが不統ー である 。

に商しているものであること |  ガラスの厚みによって統一することはできない

5. 関口吾川、裕子その他の内部から容易に避錐することを妨げる| だろうか。

椛造を有しないものであり、かつ、外部から開放し又は容易に破

かいすることにより進入できるものであること



さ その 5 別棟扱いについて

建 築 基 準 法 i自

条 項 内 容 条 項

防

内

〉去

答

司E 見

令 117

| 避難階段等の規定について |

令 8 防火対象物が関口苦11のない耐火織造の床又は壁で区画されている | 両法令で、別僚とする規定に大きな絡差がある 。

令 126の 2

法別表第一( ぃ) 側( ー) 項から( 四) 項までに掲げる用途に供する特

殊建築物、階数が 3 以上である建築物、無窓の居室を有する階、延

べ而mが1000m' をこえる建築物に適用される廊下、避難階段及び出

入口に関する規定の適用の場合、建築物が関口部のない耐火構造の

床又は笠で区画されている場合においては、その区画された部分は

別の建築物とみなして、それぞれに適用する 。

| 排煙設備の規定について |

排煙設備の設置を要する建築物について、当該建築物が関口部の

ない耐火精進の床若しくは壁又は常時閉鎖式防火戸である甲種防火

戸若しくは 乙極防火戸若しくはその他の甲極防火戸若しくは乙種防

火戸で区画されている場合においては、その区画された部分は 、}j ll

の建築物とみなして、それぞれに 排 煙 設備 の規定を通用する 。

| 通 達 ( 昭 比 3 .  6)  I  

主要構造部を耐火椛造とした建築物の部分と 主要構造部の全部又

は一部を木造とした建築物の部分とが相按してー述になっている場

合( 上下に犠統する場合を除 C ) の取扱い

1  . 木造の部分と耐火構造の音11分とが相接する境界は耐火機造の壁

又は甲車E防火戸とすること

2. 木造の部分とその他の木造の部分とは、延焼防止上有効に 3 m

以上の距離を有し、かつ、お互いに防火上有効にｾ断されている

こと

上記の条件に適合する場合は、それぞれ別練の建築物として取扱

う・ことができる 。

ときは、その区画された部分は、それぞれ別の防火対象物とみなす。| 統ーをはかられたいものである。

| 昭50. 3.  5 消防安第26号消防庁安全救急課長通達|

建築物と建築物が波川町l下、地下述給路又は洞道により接続され

ている場合は、原則として l 棟として取り扱う 。 ただし、条件によ

り別陳として取り扱うことができる 。

1. 建築物と建築物が地階以外の階において、渡り廊下で接続され

る場合( 条件、省略)

2. 建築物と建築物が地下述給路 ( 天井部分が直接外気に常時開放

されているもの( いわゆるドライエ リア形式のもの) を除く 。) で

接続される場合( 条件、省略)

3 . 建築物と建築物が洞道で接続される場合( 条件 、省略)

ｩｬｬ 記述 ｭＩ ， ｾｩｩＧ ｜ 法と消防法のギャ ｹ プ について、法規委 ｮ よりアンケート

を求め、全般的な総理! を山本委只が行な った後、各項目ごとに、武 l' f}、渡

辺、後藤、汗f水、高木、永安の谷委只が型互理! しました。発表にあたっての

最終の務理について、大阪市消防局間中降夫委n、同建築局平林孝委只に

大変ご苦労をおかげしたことを、ここで、 iu記させていただきます。

昭和50年度日本建築協会法規委只会/ 市川宏 ・上原敏広 ・上田隆夫 小川

幸雄 魁柄1隆 明 梶 原 明 ・北山美代治 ・楠昭夫・小林得志 ・後藤光一 - 近

藤達夫 ・n'l 水和禰・竹口伝夫 ・回洲椴ー ・高木検 ・問中隆夫 ・永安照男

西川幸之輔 ・原田利教 ・平塚哲印J. 平林孝 初回車/J 生 ・武':-;' - Oll ・森tlf

山本純孝・ i皮辺甚官



勺建 築 基 準 法 の 立 場 か

- 建築基準法と消防法の相違点と問題点

正良吉田

もとくに大きな; ぷ斡を与えるから、既存の技術が尊重されなけ

ればならない事項であろう。

建築基準法においては、居室、廊下、 |若手止という避難経路を

主体にこの装置の設置を義務づけているが、この装置に期待す

る機能は、災害時の避望Ａｉｾ行動に支障をきたさない最低限の明る

さを確保することにあり、建築物内の一般的部分を設置対象と

している 。 この一般的部分には、 i通?;1・は照明装置等により明る

さは舵保されているので、ｾＱ］ＱｪＱ［用の照明装置は、通常照明が断

たれた場合に点灯すれば良いこととしている 。

非常用の照明装置に| 浪らず建築物の防災総設、設備の電気関

係については、予備電源と非常電線、耐熱電線と耐火電線のご

とく、両法を比較すれば細部について相異点が指適されており、

とくに屯気関係の各位規定め見直しが必要ではないかと考えて

おり、現に! 感知総については、共同研究に若手しているところ

である 。

4 . 非 常 用 の 照 明 装置 と誘導 灯 に つ い て

昭和45年の第 5 次法改正により新たに設けられた防災関係規

定の一つであり、法改正にあた っては、関係省庁とも十分志述

給制授が図られたものである 。技術基準は、消防隊による外部

からの消火、数助活動を予定して高さ 31メートルを境にしてそ

れ以下の 1; 皆にこの規定を適用することとしたものである 。高さ

31メートルを越える高層部については、外部からの消火、放助

活動は一般的に期待し! 1ft ｾ、ところから非 Ｇｬ ￮ ｾＧ 用のエレベーターに

よる内部からの活動が行えるよう体系化されている 。

なお、上記のとおり非常用の進入口は、消防隊の機械力によ

る消火、救助活動のための施設であり、一定規脱以上の道路等

に面する中層階を対象に細部にわたるl . l i N，が定められている 。

2 . 非 常 用 の 進 入 口 に つ い ては じ め に

建築基準法と消防法の関係については 、主として物的側面に

ついて建築基準法が、そして主として防火管理という人的側而

について消防法がそれぞれ分担しているが、しかし 、消防用設

備等についてはその特殊性から消防法による具体の技術基準に

よりカバーされているし、また、建築基準法第 12条の規定によ

る定期調査、定期検査のごとく、所有者等による防火を含む建

築物の管理に| 射する制度が設けられている等、相互に日月 |夫には

割り切れない部分があることは否定し得ない。

建築基準法は法の目的を達成するため、その第 Ｒ ｾ において

安全上、防火上、衛生上、避難上および消火上必要な規定を設

けているが、防火 ・避難 ・消火に係る事項については、消防法

における消火 ・救助に係る事項ときわめて密接な関係にあると

ころから、とくに十分な調援が要請されているわけであるが 、

連築基準法施行令第 117条および同第 126条の 2 における「別

棟」みなし規定は、個別の施設または設備の目的、機能に立脚

し、粂{ 牛を付して別の建築物とみなしている 。 その立 l床では、

たとえば上笠通路等により 2 以上の建築物を接続した場合の棟

の向平釈が重姿で、実際には行政運用に委ねられているが， とく

に矧皮が高い上笠通路による建築物の接続については、一定条

件( たとえば接続音11の防火区画、通路内の排煙設備、通路以外

の古11分からの延焼Iljj .Li: l'!'，' ili 等) をイ寸すことにより法第 2 1誌の規

定については、原則として別陳扱いとする方向で、検討を進め

ている 。

5 . 別 棟 扱 い について

建築基準法における排煙設備の主目的は、火災初期における

煙の拡散を防止し、避難上の安全性を係1米することにあり、。1

せて火災初期に妄空間上部から充満しだす燈等の熱分解生成物

を外部に排出することにより フラ y シュオーバーの時期を遅

らせ、 i壁紙上、防火上の効果をも確保するものである 。 なお、

昭和47年建設省告示第33号では 不燃 ｉ ｾｴ ガス消火設備等を設け

た危険物l ! ' i ' 庁長所等については、排煙設1i H l の設置を要しないと定

められているが、これは対象としている用途の建築物において

火災が発生した場合、密閉消火手法を J末期することが令型的で

あるところから、新鮮空気の供給に述なる恐れのある排煙設備

3 . 排 煙設備 に つ い て

本誌のこの企画をも参考に、今後とも建築物の合理的な防災対

策の雌立に努めたいと考えており、すでに防災施設の一部につ

いては、共同して研究することも若手している 。

1  . 無 窓 の 居 室 と 無 窓 階 に つ い て

居室については、建築基準法では防火、避難、消火および衛

生の観点から建築物の用途、規模等に対応して、窓、等の開口昔日

まさよし 建設省住宅局建築指持謀課長補佐)( よしだ

にかえて自動的な ii'i 火設備を代答的に評価したものである 。

なお、消防法上の排煙設備は、舞台苦11、地 1; 持、無窓階を主に

設置規定があるが、消防庁の通達により建築基準法による排煙

設備がある場合には、これを消防法令による排煙設備としても

取り扱うこととしている 。

排煙設備は、建築物の| 坊災設1/it! の中で、技術的にも経済的に

の設置が規定されているが、関係する採光、換気、排煙、非常

用の進入口の規定を重ね合わせてみてもすべての居室に防災上

有効な窓等の| 井j 口部の設置が確保されることとはな っていない。

これは主主築基準法で怯、者手、: 容の居室を祭止するのではなく、無

主主の居室がありうることを是認し、$ . l f . 宏、であるがために生ずる

デメリ ッ トを何らかの方法により解消する措置を講ぜしめるこ

ととしているからである。この無窓であるために生ずる居室の

広

畑

相

作

洋

時

¥

】

由

忍

有

印

Z
4

ω

~

テメリ y トを解消するに忌ーも密接な関係にある規定を根拠に無

窓の居室を定義しており、合理的な部分主義であると考えている 。
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う方向は、大きな支障さえなければ有効であろう。

また、消防法令による消防用設備等の設置義務および建築基

準法令による防火避難施設の設置義務の斉合性については、両

法令が少なくとも形式的には独立の法として歩き出して 4 半 世

紀を経過し、また、この問、多くの新しい設備 ・機器の開発が

あり、多くの工夫がこらされている今日 、われわれ行政を担当

する者としても原点に戻って、その連携のあり方についていわ

ゆるシステム的考察を深める必要があることを痛感している 。

消防庁としては、各種防災対策の総合性を 一層確保するため、

建設省の協力も得ながら、昭和49年度より建築物総合防災シス

テム研究会を設け、各種設備等のシステム化、その前提等につ

き検討をすすめている 。

なお、消防法、建築基準法を問わず、法の規定はあくまでも

建築物を安全に適切に利用し、利用させるに当たっての最小限

必要な水準であり、その水準以下であれば「違法行為」 となる

領域を定めている( にすぎない ) もので、真の安全性、適切性

については、法の規定とは別の次元で、個々に、より高い水準

で検討されることが必要であり、当然である 。 このような検討

のもとに決定された設備等の設置計画は必ずやはぽ 100 % 両法

令とも充足するものではないだろうか。不幸にして、従来の、

個々の建築物における現在までの防災対策は、大半はこのよう

な独自の検討にもとづかず、法令にいたずらに準拠するだけで

実施されているに過ぎないのではないだろうか。 関係者の、今

後におけるこの点での強力な実行を望むものである 。

消防J行政としても、前述のような検討、対応を可能な限りす

すめたいと考えており、各方面からのご協力もお願いする次第

避難設備等の消防用設備等に関する規定に加え、防火管理、カ

ーテン等の防炎措置等に関する比較的ソフトな規定にウエイト

を置いている 。 すなわち、消防法令は、個々の建築物のハード

の状況を与件として、それに対するソフトの付加要件をいかに

講じてゆくかといった立場、関係にあるという見方もあろう 。

消防法令上の具体の規定としても、たとえば、 (1)小区画の防火

区画を行った場合のスプリンクラー設備の緩和規定( 消防法施

行規則l 第13条関係上(2)一定構造の階段を設置した場合の避難器

具の緩和規定 ( 同規則第26条関係 ) 等がある 。 また、個々の建

築物において、その構造、形状、細部設計等が非常に優れ、ま

たは、規模等により防災上ほとんど問題のないような場合もあ

ろうが、このような事例における特例としては消防法施行令第

32条で、消防長または消防署長の権限において「防火対象物の

位置、構造及び設備の状況から判断して」法定の「基準によら

なくとも、火災の発生及ぴ延焼のおそれが著しく少なく、かつ、

火災等の災害による被害を最少限度に止めることができると認

めるとき 」 は一定の適用除外が許される 。 しかし、建設時は 一

定の水準であっても以降の保証が全くないような場合は、当然、

建築物内で発生する火災等の災害から人命 ・財産を守るため、

法令としては建築基準法令 ・消防法令が大きな役割を果たして

である 。

なお、最後に、 一棟 ・別練の取り扱い( 資料 1 ) 、無窓階の取

り扱い( 資料 2 .  1 、資料 2 . 2 ) 、誘導灯と非常用照明装置 ( 資

料 3 ) 、排煙設備の設置 ( 資料 4 ) に関し関係資料を附する 。

( 釘 〈む ら とし お 自治省消防庁安全救急課課長補佐 )

適用除外が認められない。

消防法令も、建築基準法令も、それなりの根拠と社会的必要

性に応じ、それぞれ現在のような規定が設けられるに至ってお

り、さらに、防災工学的中艮拠や各法令中の他の規定との関連を

ち密に整備すればするほど、特定の規定は複雑に、しかも、他

方の法令と独立の構成をとりがちな傾向になる。消防法令

も建築基準法令も過去の建築火災による惨事の教訓等をとり入

れその充実に努力を重ねてきたが、短期間に複雑化が進んだと

いう指摘は多し、。 したがって、防災工学的根拠は板拠として、

今や極力、 一般へ判りやすい周知徹底の方策が必要と考えてい

る。 この一 つの手段として、若干の問題は残っても、 一 つの基

準さえ満足すれば商法令とも満たすという事項を見出だすとい

いる 。

両法令の立法上の趣旨 ・目的、その規制上の分担関係、今日

の法令が整備されるまでの経緯その他により、社会通念上は同

ー の取り扱し、カ苦手子われるべきではないかと思われなが ら、異な

った定義または基準の適用が行われていたり、類似の設備等の

義務設置があって過剰投資が強いられているのではないかと思

われる事例が、両法令の関連においていくつか指摘されている 。

一棟・別棟の取り扱い、無窓、階の取り扱い、誘導灯と非常用

照明装置、排煙設備の設置等が本特集において指摘されている

が、確かにこれら規定に関しては従来より各方面から疑義や指

摘があったように聞いている 。

立法上の趣旨 ・目的に関する遠いとしては、建築基準法が建

築物の基本法的な法で防災規定のほかに建築物の日照、採光、

換気、防湿等居住性その他の規定を総合的に定めなければなら

ない法であるのに対し、消防法は火災の予防、警防、鎮圧のほ

か、危険物、救急等の防災規定を総合的に定める法である 。 こ

のため、たとえば、無窓階の取り扱いとして、建築行政上は、

採光上等の要請が消防行政上の要請とは独立して存在するし、

消防行政上は、建設時に外壁に 一定の大きさの関口昔日が造られ

ただけでは公設消防隊が火災発生11寺に確笑に利用できる十分な

保証はないといったこともあるので、ガラスの質 ・厚さ、はめ

殺しか開放可能か、破壊しなければならない場合の足場の有無、

消防車の接近の可能性等を考慮して、建設後の維持管理も念頭

にち密な規定が必要となる 。

防災規定に関する規制上の分担関係をごく大ざっぱにいうと、

建築基準法令は主として建築短体、建築設備 ( 消火設備等は除

<  ) 、内装等に関する比較的ハードな実態規定にウエイトを置い

ており、これに比べ、消防法令は主として消火設備、答報設備、

グ〉
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. 資料 1 一様・別様の取り扱い 1111111111111111111111111

r  消防用設備等の設置単位につ いて J

(剛拠， 50 年 3 Il 5 日 消 防 安 部 26 サj

ｾｾ週府県摘防 主 官部民あ て 柵防庁安全桔思想民/

線記のことに ついて、昭和38年 9 月21 日付自前 I勾予発

現 ｾ ＵＷ 号をもって通達したところであるが、 ｾￎ｝ 火対象物

:l1: 1互の接続方法について純々の態織が出現してきたこ

と等にかんがみ、今後この取扱いを下記のとおりにし

たので、二の FT竹下市町村に通知の上、よろしく御指

導躍!ii いたい。

言E

第 1 irilW用設備塁手の設近単位は、建築物である日I)j 火

対象物については、特 ｉ 立の規定 Ｈ ｬｾｉｊ 消防法他行令姉 Ｘ

条、 m 9 条、 m 9 条の 2 、第19条首12 J賞、第 27条 m 2

項) のない限り、機であり、敷地ではないこと。

第 2 建築物と建築物が波リ廊下 ( その他これらに ni

するものを含む。 以下問じ。) 、地下i卓給路 ( その他こ

れに類するものを含む。以下 同 じ。) 又は糊道 ( 倹気、

日産i J } 又は冷房の設備の風i 1 i 、給排水作、自己11 { 管等の配

管 ｾｩ 、電線対 ｬ その他これらに釘 ｩ するものを布設するた

めのものをいう . 以下同じ 。) により按絞されている場

合は、原則として ー械であること 。 ただし、次の各号

の l に該当する場合は別練として取扱ってきしっかえ

ないものであること。

1  建築物と ill 築物が地階以外的階において波り廊下

で接続されている場令で、次的( 1)から (3) までに適介し

ている場合

(1)  波り廊下は、通行又は運般の用途のみに供され、

かつ 、可燃料.物品等の存在Eその他通行上の支障が主い

状態にあるものであること。

(2)  渡り廊下の有効幅貝は、接絞される 一方又は双 I;

の建築物の主婆精進部が木造である場合は 3 .1 ートル

未満、その他の場合は 6 メートル未満であること .

(3) 接続される建築物相互間の距離は、 l 階にあって

は 6 メー トル、 2 階以上向階にあっては 10メートルを

趨えるものであること 。 ただし、次のアからウまでに

適合する場合は、この限りでな L 、。

7  接続される建築物の外明及び長級 ( 絞り廊下の接

続部分からそれぞれ 3 メートル以内の距離にある部分

に限る。ぷ; のイにおいて同じ。) については、次の間又

は( イ) によること 。

問 耐 火 綿 造 又 は 防 火 構 造 で 造 ら れ て い る こ と 。

( イ) 間以外的む町については、耐火構造若しくは防火

精進のへいその他これらにお1するもの文は閉鎖烈スプ

リン 7 ラーへ γ ドを用いるスプリン 7 ラー設備指しく

はドレンチャ ー設1lii て・延焼防止上有効に防護されてい

ること 。

イ アの外明及びl iHNには l羽口昔日を有しないこと 。 た

だし、 ilii :f I'14 平方メートル以内の関口苦11で El' tA防火戸

又は乙椛防火戸が段けられている場合にあっては、こ

の限りでな L 、。

ウ J皮り廊下については次の伺又は( イ)によること 。

問 吹 き 抜 け 等 の 院l版式であること 。

(イ) 伺以外のものについては次の A から C までに迎合

するものであること .

A  建 築 J，l;却i法施行令第 1 条第 3 号に規定する榊造画J

力上主要な部分を欽廿造、鉄筋コンクリート造又は欽

付鉄筋コンクリ ー ト造とし、その他の部分を不燃材料

文は準不燃材料で造ったも の であること 。

B  建 築 物の両端の接続苦11に設け られた出入口の部分

の而械はいずれも 4 平方メ ー トル以下であり、当該部

分には Ｇ Ｐ ＱＧ 純防火戸又は乙純 ｾＩｪ 火戸で、随時間くことが

できる自動閉鎖袋訟やi のもの又は煙感知総の作動と述

動して自動的に I!I -J告白する附巡のものを設けられている

こと ，

C  次の自然排姥用関口音11又は機械排煙設備が排煙上

有効な位置に、火災の際谷弘に接近できる位近から手

動で開放できるように又は煙感知l* f の作動と j'lii!i 1J して

開放するように目立けられていること 。 ただし、 I!l HJ'['¥'i

スプリンクラーへ y ドを用いるスプリンクラー設備

はドレンチャー設備が設けられているものにあっては

この限リでない。

a  自然排煙用開口昔日については、その蘭械の合計が

1 平方メート J レ以上であり、かつ、昼恨又は天井に設

けるものにあっては、 U立り廊下の弧i A の 3 分の l 以上

の中日で長さ Ｑ メ ー トル以上のもの、外 ｉＺｉｾ に設けるもの

にあっては、その両組'J に渡り廊下 町 3 分の l 以上の長

さで高さ 1 メー トル以上のものその他これらと同等以

上の排煙上有効な関口部を有するものであること 。

b  機械排煙設備にあっては、波リ廊下の内部の姥を

有効、かつ、安全に外部へ排除することができるもの

であり、電気で作動させるものにあ っては非常1lL il t. tが

附置されていること 。

2  建築物とま] l 築物が地下辿給路 ( 天井部分が直接外

気に常時開放されているもの ( いわゆるドライエリア

形式のもの ) を除〈 。 以下同じ 。) で接続されている場

合で、次の(1)から (8)までに迎合する場合

( 1 ) 接絞される建築物又はその部分 ( 地下辿給路カ吋喪

是正されている階の部分をいう . ) の主婆締造部は、耐火

除造であること.

(2)  地下述給路は、通行又 li 運搬の用 j金のみに供され、

かつ、可燃物品等の存置その他通行上支隊が主い状態

にあるものであること 。

(3)  地下述給路は、耐火付'ii 立とし、かつ、その天井及

びl:l 並 び lこ床の仕上げ材料及びその下地材料は、不燃

材料であること 。

(4)  地下i主総路の長さ ( 地下辿給路の接続する耐端 の

出入口に設けられた防火戸キ11互の I-: J1隔をいう。 ) は 6 メ

ートル以上であり、その中日只は 6 .1 ートル未満である

こと。ただし、双方の建築物の按絞音11に閉鎖骨j スプリ

ンクラ ーヘソドを用いるスプリンクラ ー設備又はドレ

ンチャ ー設備が延焼防止上有効な方法により設けられ

ている t晶子干は、この限りでない。

(5) 挫築物と地下 i主給路とは、当該地下述給路の両端

の出入口 の部分を除き、| 羽 n 膏11の ない耐火桃ili の床又

は峨で区画されていること .

(6)  (5)の出入口 の関 口 部の I図的は 4 平方メ ー トル以下

であること 。

(7)  ( 引の出入口には、' I ' N¥防火戸で随時間 〈ことがで

きる自動閉鎖装置付のもの又は随時閉鎖することがで

き、か つ、姥感知器の作動と i主動して閉鎖するも の が

設け られていること。

(8) 地下 ｪｕ ｉｦｾ各には、 Ｑ 、 ＨＳＩ 、イ、Ｈイ Ｉ 、 ｃ 、 Ｈ ｢ Ｉ により

耕一矧設備が設けられていること 。 ただし、閉鎖咋! スプ

リン7 ラーへ y ドを用いるスプリンクラ ー設備が設け

られている場合は、この限リでない.

3  ill 築物と建築物が洞道で緩和1されている場合で、

次の(1)から (5)までに適合する場合

(1)  ill 築物と澗遊とは、百ujj 立が筏絞されている部分の

1m口宮11並びに建築物内に設けられた点検故ぴ換気のた

めの IJH口苦11 ( 2 平方メ ー トル以下町むのに限る 。) を除

き、 Ｑｭ 口苦 ＱＱ のない耐火構造の床又はｉｬ ｬｾ で区間されてい

ること 。

(2)  洞道は耐火抑i造又は防火綿造とし、その内 11111の仕

上げ材料及びその下地材料は不燃材料であること 。

(3) 計画1i 1 i 内的風道、配管、配線等が怨築物内の由「火 f，'Ii

ｩ 立 の ｉ ＺＮｾ 又は床を貫通する場合は、当該 ｴｴ 通告 ＱＱ において、

当該風道、自己' 官、配線等と綱 i立Jえぴill 築物内の耐火憐

造の ｉ Ｚｉｾ 又は床とのすき間を不燃材料で埋めてあること 。

ただし、洞i 1 i の長さが20メー トルを超える場合にあっ

ては、この限りでない。

(4)  か1巡の両端の関口苦11 (建築物内に設けられている

ものに限る 。) には、可1純防火戸又は乙種防火戸 ( 閉口

部の而似が 2 平方メートル以上のものにあっては、自

動閉鎖装置付のものに限る . ) が設けられていること .

(5)  (4)の関口部で換気のため常時開放状態にあるもの

にあっては、防火ダン パーが設けられていること .

第 3 その他

1  この基準は昭和50年 4 月 1 日から運用されたいこ

と。

なお、既存の防火対象物でこの} ，l ; i I I ! に迎合しないもの

については、昭和 ＵＲ 年 Ｓ 月 Ｓ Ｑ 日を目途に、当該ｾ，ｬ［ ｩ 棋に

j血合するよう指導されたいこと 。

2  昭和38年 9 月21日付自 m丙子発第57号 「消防J 用設

備等の設省単位について」町通迷は廃止するものであ

ること .

- 資料 2 _  1  無窓階の取り扱い 11111111111111111111111111111

r無窓階の取り扱いに関する疑義について」

(昭和 50 年 6 月 日 目 摘 防 音 第 62 号1

大阪府生活環綾部長あて 柵防庁安全世.世盟民白書1

問 1 図の ように、 ー の階において関口部のない耐火

椛迭の慢で区画された部分が存し、当該部分における

有効な関口部の而似の合計と床商桜との比が30分の l

以下である場合には、当該部分を無窓階として取り扱

ってきしっかえないか.

日 口部 醐 比 が

」

2  鋭目IJ 第 5 条の 2 第 2 項第 4 号において「開口部は、

関口のため常時良好な状態に維持さ れているものであ

ること」とされたが、忠告li 等で図の如〈 開 口昔11の前而

に商品棚 、間仕切j 等が訟置さ れ る場合、当該院j 口部は

上言己規定に合致するものとして取リ扱ってきしっかえ

ないか. さしっかえないとすれば当該関口部と間仕切

との間隔 ( x メー トル ) 及び削仕切部分における通路

の幅 ( y メートル) 並びにこれら相互間の距雛 ( z メ

ートル ) 等について、それぞれどの程度とすべきか。

y  

答 1 設問 的 問ＱＱＺ士Ｑ［ｊ ｊＧＺ ， ｾ が消防法施行令耳 ￯Ｘ 条に規定す

る区画に該当する場合は、お見込み の とおり .

なお、耐火例造以外の椛造でr . J l仕切されたま品令、当該

Illl 仕切された部分割 l互に往来できる関口部を設けるよ

う桁持されたい。

2  ｾ立問の場合、原則として認められないが、次の条

件に迎合する場合又は避雛上これと同等以上に支障な

いと認められる湯合に限り、規則l 第 5 粂の 2 に規定す

る有効な関口部を有するものとして取り扱ってきしっ

かえない 。

(1)  商品棚等と外壁とのr ，:f ( 以下「外笠通路」という。)

の部分 li 、通行又は運織の用途のみに供され、かつ、

可燃物等ーが存置されてないことなど常時過行に支障の

ない状態にあること .

(2)  外 l笠通路の幅員 ( ｸ 部分 Ｉ 及び 附 ｻ士Ｑ［ｊ ｊｾ 辛の出入口

の中日只 ( y 部分) は、おおむね 1. 0メートル以上である

こと 。 この場合、 外 j: ，t 通路の幅員が場所によ り呉なる

場合は、その最小のものとする。

(3)  間仕切等の出入口と ー の外壁の関口部との 聞の 距

離 ( z 部分) はおおむね 10メートル以下であること。



之 . 資料 2 .2  無窓階の取り 扱いい山川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川川川11川川川11川川11川11川11川11川11

「勺i消商防i法圭の一部を改正する法律( 昭和49年 6 月 1 日j法圭

律 第6“4号) 等に関する賀疑応答について Jパ〔抄〕

(昭和 50 年 6 月 16 8  柵 防 安 田 65 引

再ｾ週府県川防 主 管部長あて 消防庁音全融忠陣居間罫/

無窓階関係

問 1 規 則 第 5 条の 2 ｾ再 Ｒ J質第 1 号において「床而か

ら開口部の下端までの高きは、 1. 2 m以内 J とあるが、

踏台を下記の条件でおき、踏台の床面から 1. 2 m以内と

した場合11 、有効な関口部とすることができるか。

(1) 不燃材料で造られ、かつ、堅悶な m造であること。

(2) 開口部が設けられている壁面とすき聞がなく、床

面に問定されていること 。

(3) 高さは概ね30cm以内、奥行は30cm以上、幅は関口

部の幅以上であること 。

答 鮫問の踏台が避難上支障ないように設けられてい

る場合に限り、有効な関口部と解してきしっかえない。

問 2 1  ［ 規則自ｾ 5 条の 2 第 2 J買第 2 号において r通

路その他 の空地 J に下記の部分を含むことができるか。

(1)  敷 地外 の空地( 公関等) の部分

(2)  道又は道に通ずる幅員 1 m 以上の通路に通ずる広

場 (建築物の屋上、傾斜地、階段状の部分等 )

(3) ｾ 地内 Ｑ m 以内の部分に樹木、へい、その他の工

作物があり、かつ、容易に除去できないものがある場

A  

"  

2  適法適絡であったものが 1 m 以上の空地を維持で

きなくなり、当該防火対象物の階が無窓階となった場

合、当該無窓階としての設備を設けなければならない

か。

答 1 (1)  園、地方公共団体等の管理する公関等将来

にわたって空地の状態が維持されることが確実なもの

に限り、規則l 第 5 条の 2 第 2 項 第 2 号の空地と解して

きしっかえない。

(2) 屋上、傾斜地、階段状の部分等で、避雛及び消火

柄EりJ が有効にできるものに限り認めてきしっかえない。

(3) 避難及び消火活動に支障があるものについては認、

められない.

2  お見込みのとおり 。

問 3 1  規則第 5 粂の 2 第 2 J 質第 3 号の開口部とし

て、下記の榊i立のものは認められるか。

(1)  はめごろしのガラス窓

(2) 屋内でロ， ? されている( 以下 r ? レセント十).J

という。) i ' Ji 白ガラス :ε

(3)  クレセント ｎｾ 入りガラス窓

(4)  クレセント付網入リガラス窓

(5)  煙感知総と述動により解錠した後、庄内外から下

でl閣肢できる粍i J : : ，. . . ヤ， : 9 ー付き l非i 口苦11

(6) 避 難階に設けられた屋内外から手動で芥易に開放

できる斡註シャ， ? ー付き関口部

‘ (7) 屋内外から手動により開放できる y ャッター( 軽

量シャ ツアーを除〈 。 以下向じ。) 付 き 関 口 部

(8) 屋内外から電動により開放できるシャ y ター

(9) 屋内から手動により、屋外からは水圧等によって

開放できるシャ ツアー

(10)  二 重ｾＮのうち下記のもの

7  屋内外から開放できるガラス戸

イ 避難階に設けられた屋内から手動で開放できる純

益 y ャ ッターとガラス戸

ウ 屋内外から手動により開放できるシャ ，:9 ー とガ

ラス戸

(IU  間仕切りを設けることにより 窓 内と関口部とが区

画された 椛造のもの

の
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出入口を適宜 ｉｾ 設けたもの

2  関口部に接近して設けられている広告物、看板、

日除、雨除等は、格子その他の内部から容易に illi 難す

ることを妨げる 桃造に含まれるか。

答 1 (1)  容易に破検することができる場合又は容易

に窓をはずすことができる場合は、認めてきしっかえ

ない。

(2)及び(3) 認め τ さしっかえない.

(4)  認められない。ただし、外部にバルコニ一、屋上

広場等破駿作業のできる足場が設けられているものに

限り認、めてきしっかえない。

(5)  非常' ，Ii 原付きのものに限り認めてきしっかえなし 、

(6)  認めてきしっかえない。

(7) 認めてきしっかえない。

(8)  非常11L jl f. t付きのものに限り認めてきしっかえない。

(9)  認めてきしっかえない.

(10)  ア、イ、ウいずれも認めてさしっかえない。

(11) 7  認めてきしっかえない。

イ 原目1) として認められない。ただし、関口部と 間仕

切の聞の通路の幅及び管理II 状況が? 首時通行上支院のな

い場合に限り認めてきしっかえない@

答 2 a生問の構造は、原則として避難することを妨げ

るものに該当する 。た だし、避縫上支障がないと 121め

られるものにあっては、この限リでない。

問 4 外幌市にバルコニ ー

等がある場合の1井l 口昔11の寸

法は、下記のど の部分によ

るか。

(1)  A の部分

(2)  B の部分

(3)  C の部分

(4)  A  B 及び C の 部 分

蓄 (3)によられたい。ただし、 A は 1 m 以上で、千す

リのおきは 1. 2 m以下の場合とする .

問 5 下記の関口部の場合、宥効寸法は、どの部分に

よるか。

(1)  突出し窓 ( 図 1 )  

(2)  回転窓 ( 図 2 )  

( 注) 8 は、最大関口角度

答 ( 1) 及ひ:( 2)いずれも A (l - cos 8) によられたい。

/許寸

'訟斗- 上

図 2

l古後無窓階となる場合、両方とも満足しなければなら

ないか.

答 原 HI) としてお見込みのとおり。ただし、設聞のよ

うな状況が明絡で、人命安全上特に支障ない場合には、

営業中無窓、防でなければさしっかえないものと解する。

問 9 次図のように既存の無窓階に該当する似j 火対象

物に増築をしたことにより、外比? の関口音11 ( いずれも

親1l 1) ti¥5 条町 2 ti¥2 J 1 j に迎合する。 ) の合計が床前f J ' t に

対して 30分の l を超える階となった場合、普通階と主

るか。

問 6 規 "I) ti¥5 条の 2 第 1 J![ii Ijf立において「白径50cm

以上町内が内接することができる関口音II J とあるが、

次の関口部は、当該院l 口ffll と同等以上の避錐効率を有

するものと認められるか。

下I ni 寸 |

1.0  m以上 " "  "  

(0.65 m以上)11 11  11 

上L _j LJ I

ト一一→

o  .45 m以 上

( 0.4  m以上)

答 お見込みのとおリ 。な お、当該l湖口部が存する部

分にバルコニ一等がある場介は、かっこ内の数値によ

ることカずで? きる。

間 7 ;;ャ γ ター付の関口部は、一般に有効な開口部

と認められないとのことであるが、そうすると令別表

第一の 防火対象物で小規似なものまで消火設備、事幸報

設 ｦｾｩｬ が義務設置となり、令日 Ｑ Ｉ 表ｴ￭｜ 1  Ｈ Ｑ ｾ ｊＱｪで無人の小規

絞合服などの場合、消火設備を設 lli しても有効消火が

できないと思料されるので、次に該当する場合は、有

到j な関口部とみなしてよいか。

(1) 出入口等に使用されるi j (，(事t jii :，...ヤ ツタ一等) で

金てこ等でこねあげることによリ符易に外部から開放

できるもの

(2)  迎維について々I琶の必要のない令日1) 表第一 の防火

対象物で外引が石綿スレート等で内情がなく外部から

作品13 にMi 撲できる部分

答 (1) シャ ，? ーは町、I l リとして 12. められないが、屋

外より消防隊が特係な 工具を !tI いることなく符易に開

放できるむのにあっては 、有効な 1:，l l lffll と認めてきし

っかえない。

(2)  関口晋 Ｑ Ｑ と ，［ｴｾ， められな ｌ 、。しかしながら、無人の

小鋭校合時等で、 il' j 火目τi iJi1J 上支怖のむいものについて

は、 ｩ￬Ｇ￭ｾＩｪ 用 ｩ￼ｩＱｾ Ｑ￮等の設 ｴ ｩＱに瓜 ｬ し令ｴ￭｜ ＳＲ 条の縦覧 Ｒ を適用

してきしっかえない。

問 8 パチンコ 府で、 Ｑ Ｑ， Ｇｾｲｬ ｬ は ｈｾ 入口等の日 ＮＱ LI 部 がj控

鎌上有効に Ｓ Ｐ 分の Ｑ 以上あるが、 ＱｾＮｬｦｪｬｩｩ 査は無人となリ

上記避難上有効な関口古1111閉鎖され (: ffi :，:: シャツアー)

無窓となる 。 こ のように ＧＺ ｾｾ・ＱＡ ＧＩＧ無慾階でない ｌ のが Ｑ ＺＱＩ

答 お見込みのとおり 。 ただし、増築部が飛を附成す

る等十分なス ペ ー ス があり、かつ、既存部分から当該

坪 ｬｾ 苦 ￟ への出入口の関口膏 Ｑ Ｑ が十分である場合に限る。

( 問 3(11) 参1m)

問 10 1次依のある 14;令、階ごとに |羽口音11の而似を n定

するのか、 IJfl r I 部を令討したものが、当該床而紛の 30

分の l 以上であれば普通階としてよいか。

答 階ごとに有効な俳l 口部を合計して判断された L 、。

なお、吹J止のある上階の場合 I立、床が存する部分にあ

るl別口部( 床而からその下端までの高さが 1.2 m 以下

となるもの) に限られるので念のため。

問 11 無: 窓際の取被いについて 、今回の改正で( 規則

第 5 条の 2 ) l既存の日:)j 火対象物で無窓階として判定さ

れ、その後変更していない防火対象物の取扱いについ

て。

(1) 特定日:)j 火対象物について現行法準に適合させる 。

(2) 特定防火対象物以外の防火対象物については i盛期

しない。

答 (1) お見込みのとおリ 。

(2)  消火昔話、 ｪ 也蛾昔話 ｕｊ止ひＧ令第 ＳＴ 粂の消防 ｾｦｦｬ 設備等に

ついては迎)J :止する。



. 資料 3 誘導灯と非常用照明装置 1111111111111111111

「消防法施行令の一部を改正する政令の施行について J

〔抄〕

( 附 相 刑 判19 fI 出防=f 部 川1

1 ¥陥迫府県知l"lt ゐて 柿 ｾＩｪｬｩ Ｇ :;人民j

ｩｬＧ￭ ｾＩ￮ 法他行令の 一 部を改正する政令Ｈ昭和 ＴＵ 年政令自 Ｑ

348号 ) が昭和45年 12月26 日付けで公布され、昭和46年

1 月 1 日から他行ーされた。

今固め改正は、昭和45年 6 月 1 日公布された怨築4，1; i事

法の 一部を改正する法律( 昭和45年法律第 109号 ) 及び

これにf ' I " 、昭和45年 12月 2 日に公布された建築 J ，I; 準法

施行令の一昔11を改正する政令 ( 昭和45年政令第333号 )

により、一定の ?'ii 府立I ! ; 築物/ 止ぴ地下街においては、機

械換気設備等の11111御及び作動状態の1坑視は中央TI=理常

において行なうこと並びに 一 定のｾ Ｇ ｲ，｝ｾ主ｉｬ築物において

は非常用エレベーターを ｾＦｬ 丘することが義務づけられ

たことにかんがみ、これら| 刻辿する ' p買について消防

法胞行令を盤側i したものである。

ついては、下記の事項にご留意 のうえ、その運用につ

いて治憾の主いよう格段の配慮をされるとともに、抗

告・下市町村に対し、よろしく J昔話事されるようお願いす

る。

なお、中央u: 理常、非常用エレベータ一等の設置につ

いては、別 if. ( 通達その 2 ) のとおり挫設省は特定行

政庁に対して消防機関との訓黙を図るよう指導されて

いるので、抗告・下市町村の 1削;)j 機関においても特定行

政庁と十分に溺絡を図るようあわせて桁導されたい。

gC 

3  建築基部法令と消防法令との| 刻 i主

(2)  階段における非常用円照 明袋出と通路誘持灯

ｩｬｬｾｩ 主総法随行令白ｩＧ｜ 126 条の 4 のJ ; I L 定により非常用の

照明装置の設置の義務づけが行なわれたが、このうち

階段に設ける! 照明装置については、当該照明装置が同

政令第 126 粂の 5 に規定する J主単に迎合するとともに

消防法施行令 tl"l 26条第 2 J] ' cU止びil'i ll)i 法地行規則t f ; 28条

の Ｓ に規定する Ｉ， ｾￌｖ｜ に迎合する場合には、消防法令に

定める通路誘導灯であり、建築地ｩ｜ｉｬ法令に定める非 Ｑ［ｾ

用的照 明装置でもあるものとして取り倣うものである

こと 。
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( 開 制 的 4119 日 柵防子前川)

得冊迫府県知，'''， て 市防庁次長

げWj 法随行令のー苦11を改正する政令 ( 昭和45年政令第

348号 ) が昭和 45年 12月26 日付けで公布され、昭和46年

1 月 1 日からぬi行された。

今回の改正は、昭和45年 6 月 1 日に公布された ill 築)，1;

準法の一部を改正する法律( 昭和45年法律第109号 ) 及

びこれに1 ' 1 ' い昭和45年 12月 2 日に公布された挫築基準

法施行令の一部を改正する政令 ( 昭和45年政令第 333

号) により、 一定の高層強築物放ぴ地下街においては、

機械換気設備等の制御及び作 ifr) J 状態のwf a . 机は中央竹理rr

R主において行なうこと並ぴに 一定の高層建築物におい

ては非，，Ｚ［ｾＮ朋エレベーターを設 ｴ ｩＧ，Ｇすることが義務づけら

れたことにかんがみ、これら閃i坐する iJ H買に ついては

ｩｬＧ￭ｾＩｪ 法地行令を務備したものである。

ついては、下記の事項にご留: u :ーのうえ、その運用につ

いて泣憾のないよう格段の配I置をされるとともに、 ft

管下市町村に対し、よろしく術将されるようお願いす

る.

なお、 中央包・理室、非常用エレベータ一等の設置につ

いては、 ))IJ 添 ( 通達そ の 2 ) のとおり建設省は特定行

政庁に対して iMJ i 機関と の湖特を図るよう 指導されて

いるので、 l'tu; 下市町村の 消防機関においても特定行

政庁と十分に調態を図るようあわせて指導されたい。

He 

3  建築基部法令と消防法令との| 刻i主

(1) 排煙設備

建 築 基iV¥法純i行 令 第 126 条の 2 の規定により火災の初j

JYI の段階での避維の周に供することを主たる目的とす

る排煙設備の設誼が義務づけられ、その緋造について

は同政令書1126条の3の規定によることとされた。これ

らの規定は、ｩｙ￭ ｾＩ￮ｩ 去地行令ｴｦ［ ＲＸ 条の排煙設備の設置対

象物ＦＮぴ 技 術上の基準に ｼ 刻するｾｊ￬定より 一 般的には強

化されているので、今後、 il'i 防法令に基づく排煙設liil

の設 ｴｬｬ 対象物について、主ｉｬｾＩ左準法令の排煙鮫備が設

置された場合には、その排姥設備は消防法令に基づく

排姥設flii でもあるものとして巡用するので特定行政庁

と卜分に調務を図られたいこしただし、設置対象物

について、 ill 築 基i¥l l 法施行令罫1126 粂の 2 tf; 1 J1i の規

定においては、階数が 3 以 上 で延べ而f l ' 1が 500 m' をこ

える処築物又は延べ而Ht が 1，000 Iげをこえる ill 築物の

居ネであって、その床面村[ が 200 m' をこえるもののう

ち往築物の日さ 31m以下の部分にある L ので床間的

100 m' 以内ごとに防煙吸で区画されたものには、排煙

設備の設也を要しないこととされているが、消防法施

行令第28条第 1 項に規定する防火対象物の苦11分に該当

する場合には、同条の規定に) ，1 ; づく排煙設備を設世し

なければならないものであるので注意. されたいこと。

なお、 ｩｬＧ￭ｾＩｪ 法令の排煙設備については、消火柄Ａｉ ＨＯｊ 上必

聖書なI必訟であることから、その目的に越したJ ' JI 燃設備

の設世対象物の務骨 ｬｩ 及び技術上 の ｊ ， ｾ ｩ 棋の 強化を図る べ

く検討 中であること.

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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アンケート

建築防災行政

オ ー ナ ー

ビル管理者

主錆十者

施工管理者

行 政 者
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・オーナーから

遡及規定を め ぐっ て

阪急百貸庖取締役 高地 滑

千日ビル、熊本大洋デパートの火災 目f.-放 という大惨事の教訓により、

航督官庁である消防庁およひ建設行がそれぞれの立場に立ち防災対策を

主目とした 法改正に. i . f f i まれる気持はわれわれ百貨病人といたしましては

充分理解できます。しかしながらあまりにも現状を無視した建築基準法

の改正および遡及問題. を無条件 lこ受け入れるわけにはまいりません。

この問題が報ぜられますと、行 1，' ( 1 ; 1 ; 業界といたしましては事の. f f i 大性

に対応すべ〈百貨病協会会只庖のうち社長級24名で防災対策特別委只会

を組織し、昭和49年 1 月にはその下に専門験による防災対策専門委只会

を設 i丘、この大問題に取り くんで まい 1) ました。全国より選ばれた専門

委只は速く南から北からの遠隔者もまじえて実に30回以上にもおよぶ会

議をいたし、その IHj 自治省、建設省の係官と法改正の解釈、またまた技

術法準などにつき: i I 見交換をし、私達7刊号底11!IJ の意見を申し上げてまい

りましたが、皆さんもご存知のi I f l り、あまりにも大問題のため第72同会

より今77国会までiili 絞 5 回の継続得議となリ、いかにこ の法案の内容が

絞維で現状に受け入れられないかという 一端を物語って おり、今なお結

論が出ていないありさまであります。

しかしながら、われわれ百貨底業界が一部マスコミが取りあげておら

れるような何がなんでも反対という態度を取っておるのではございませ

ん。防災という大問題が今ほど大きく百貨庖に取りあげられたことはな

か ったのでありますが、今全国の各庖が必死にこの 問題に取 りくんでお

ります。それはいかにして二重投資にならず最少の投資で最高の効来を

あげるべきかをそれぞれの立場で考えております。この防災問題につき

ましても、片や自治省、片や建設省と野球で申しあげますと投手 2 名が

同時に捕手に向かつて投球しているようなもので、受ける方の捕手は実

に闘 っております。私達は投手 1 名、捕手 1 名というルールで野球をや

りたいのです。いいかえれば自治省も建設省も共通問題は両者でよく話

し合い、その後私達に行政指導をしてほしいということであります。

一例として私達の希望意見を申しますと、百貨庖に関する法令改正に

| 謝する委員会または審議会等には百貨庖には百貨庖としての特殊iJHl1が

ありますので学識経験者の一員に百貨庖の実状に明るい人を委員として

参加させていただき、積極的に百1' i : 庖防災対策に意見をのべ最善をつく

したいと思います。私達が知る範囲では百貨庖の 日常警備または保安施

設にあまりご理解のない人達で作られた改正案は一度きめられてもまた

近い将来改正すべき運命にあるといえます。 またこのたびのように函ー

の技術基準の遡及適用ということはお役所のお考えよりはるかに大工事

でありまして、去る 49年夏の1時点で百貨庖協会会貝庖125社、 230庖舗の

所要資金は 252 憶と試算され、その後建設当局の譲歩案が示されたとは

いえ、消防法の適用を合算すればぽう大な工事費となることは明らかで、

先場閉鎖一一解体一一取をＱ，ＧＭＭ改修一一復 旧、さ らに工 ｚ ｊｾ が夜間休日に

なるため、経費地をさらに考えねばなりません 。しかし先述のように金が

かかるから反対とは 一言 も申しておりません。 この膨大な工事費は百 1'i:

庖企業経営の限度を越え、今のような経済情勢下における総設に対する

投資額としては一考も 二考も要する問題であり、当該企業にとり、その

存否に関する重大問題であります。 しからぱ百貨庖は何を考えておるの

か紙面の都合で結論を急ぎますと、私達は建物の形状、構造のi t . ! いを問

わず、あらゆる建物に防災上普遍的な適応性を持つスプリンクラーの設

置が百貨庖では最優先すべきであると考えております。 これは私達も経

験した第二次大戦下における専京空襲の際、一部百 i ' i : 庖で笑証されてお

ります。

最後に今度の建基法遡及問題につきましては現在下記団体と連携し問

題解決に努力いたしております。

全園地下商庖会迎合会( 会長 ・並木良人) 、日本チェーンストア協会( 会

長 ・中内功 ) 、日本ショッピングセンター協会( 会長 ・江戸英雄)

( こうち きよし )
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- ビルメンテナンスから

Too Muc h Securi t y is not 

Securi t y 

住商ビル管理側代表取締役社長 青 井 義 臣

建築防災に関する法がどういう過程を経て制定されるのか、その詳細

はつまびらかにしないが、わが国の建築防災の法規は消防行政とともに

非常に優れており、世界の模範と言われている。しかるに昭和47年 5 月、

大阪市の千日テ・パートビル、ついで48年 11月、熊本市の大洋デノマー卜ビ

ルで死者 100 名を超える大惨事が起こったのはどういうわけであろうか。

思うにこれらは関係法規とか、耐火構造、避難の設備等に欠陥があった

というよりは、平素のビルメンテナンス面の保全管理 ・保安管理・機能

管理の商に不十分な点があり、あるいは怠慢があり、組織的な訓練、設

備・器具の活用等に未熟な面があり、それらが複合して惨事を起こした

のではないかとも思われる。

×  ×  

人間は不完全であり、完墜に義務を履行することは難しく、ちょっと

の油 断、不注意の ため惨事を起こすのであるか ら、その人間の不完全性

を補うために法規を整え、設備を改善し、行政指導を厚くして災害防止

に努力して今日に至ったものであろフ 。 ところが上記二大惨事が続発し

たために世論がにわかに高まり、人命尊重の見地からさらに法規、設備

の改正充実を立法府、行政当局が企図され、今、種々の論議を呼んでい

るわけである。ビルメンテナンスの面からいうと、まず管理者の平素の

教育、訓練、保守、点検、組織作りの充実、ピル内の人々、出入りの人

々をも加えた総合的な啓蒙運動、避難訓練、防災上の心構えのキャ ンペ

イン等を官民一体となって繰り返し実地し、それでもなお危険が感じら

れるとき、法の改正に踏み切 っても遅きに失したことにはならなか った

のではないかと思われる 。

×  ×  

先年( 1972年) 、北米合衆国およびカナダのビルディングを多数見学した

が、その初めに当たって、ロスアンゼルスの We s t Coast  Uni v er s it y で

ビル見学のオリエンテーションを受講した 。 その中の防災上の安全性確

保の講義で 'T oo Much  Secur i t y is  not  Securi t y' ということを学ん

だ。非1s" に含蓄に富んだ言葉てゆ未だに私の脳裏にやきつけられている 。

これは法とか設備には限界があることを誇るとともに、人聞の営みは天

地自然がそうであるように毎日、毎月、毎年繰り返し繰り返し一 つのこ

とを着実に実践するところに安全とか平安が確保されることを教えてい

るように恩われる 。

消防法、建築基準法はもちろん、各会社、各団体の「消防計画」一つ

をとってみてもそれを熟読し、 7 スターしている人が何人あろうか。「消

防計画」をその計画通り実施し、毎日の保守、管理、教育、訓練を忠実

に繰り返し笑行していれば単一の建物であれ、後合の建物であれ、大半

の災害は防げると 思 う。

上記のような点から防災行政への要望一一ビルメンテナンスの立場か

ら一一ーとしてつぎの点を お! J ! いしたい 。

1 . 防災管理の責任を単に防火管理者に任さ ず、最高責任者が常に関心

を持ち、いやしくも災害を惹起することのないように当該会社、団体の

最高責任者に対する行政指導の強化をお願いしたい 。

2. 災害の発生および延焼のおそれが著しく少ないと認められる場合( 消

防法施行令第32条) や、内部の燃焼材料の量等について当局の専門的知

識で判定され、特例基準の拡大解釈等により立法精神の目的が当該ビル

に適法に施行されるように配慮をお願いしたい。

3. 民間企業においては経済面も重大関心事である 。ゆえに法、設備の

改正充実と経済面とは表裏一体の関係にあることを常に認識していただ

き、最少の費用で最大の効率があがるような防災行政を切 望してやみま

せん。( 1976年 3 月22 日)

( あおい よしおみ )

. ，宣旨十者から

建築防災行政について要望する

清水和殉設計事務所所長 清 水 和 輔

1. 建築防災法規の競合を整理することと行政の窓口を一本にすること

建築防災に関する法的規制は、現在建築基準法と消防法の 2 法が主と

なっておることは周知の通りであります。

建築物の高層化、地下化、巨大化、複雑化につれて、建築設備も当然

巨大化、複雑化、精密化を加えており、そのことはピル利用者にと って

は利益と利便を地していることは間違いのないことながら、同時にまた

その利益の増大に反比例して、災筈時の危険も増大しておるわけで、そ

の証拠はここ数年来各地で起きたピル火災等の実例に明らかな通りであ

ります。

当然のことながら、建築基準法と消防法は、これらのピル災害の経験

の後を追うようにして、法改正を重ねておるわけでありますが、立法の

根拠の差から生じるものと思われますが、両法の問に防災規程について

いくつかの相違点があります。

設計者の立場からは、建築物の防災に関しては、すべてを建基法一本

の中で示されることが望ましく、したがって建築確認から竣工検査まで

すべてが、建築設備については防災設備も含めて、建築行政の中で行い

得るように改善されることを希望するのでありますが、さしあたっては

両法の相違点を修正統ーされることを望みます。

2. 防災設備は網. 主重量から重点強化の方向へ

「建築防災」は、建築物自体の安全を確保することのほかに、それを

利用する人間の生命、財産の安全、さらに非常の際の、人聞の避難と救

助を篠保するために、建築の構造と設備を規制しようとするもので、当

然それらの規程は複雑になります。

科学技術の進歩は、逆に建築の災害をも大きくする事実からすると、

これに対処する「安全確保」のためにはますます高価な投資を伴うこと

もまたまぬがれることはできません 。

一方では建築に対する考え方がますます経済活動としての建築、つま

り企業採算の上に立つ利益追求の道具としての建築計画が当然、とされる

世相の中て¥他方では公共団体等の必ずしも建築の係算に捉われる必要

がない場合は、乏しい財政の中て¥実態にはほど遠い補助金や起債を頼

りに、ギリギりの予算の枠内で主主てねばならないような状態の中で、「安

全のために金を惜しむな」とする建築防災の規程の加 重は、設計の立場

の者には相当な重荷となっていることは否めません。

すなわち防災についての規程は、当然のことながら大規模な建築物の、

大きな災害に対処する立場から発想され、それが一般建築の防災規程に

適用されていることから、かつあらゆる角度から各種の防災施設を網羅

する傾向にあるために、中小の建物にと っては過重だと感じるものが少

なからずあるのであります。

とくに保守管理の担当者が常住できない程度の建築物には、機構が複

雑デリケートで高価な防災設備に頼ることをやめて、単純明快な設備を

重点化することが必要と思います。すなわち防災の実効をあげることと、

建築主の負担を考えると、設備の網羅主義から、重点強化の方向へ再検

討をしてもらいたいと考えます。

3. 法規制 を超えて防災段備を設ける渇合

行政の立場から「良い建物」をつくるための指導に、防災設備を法規

制以上に設置することを要求される場合があります。 設計者は、予算配

分上だけでなく、「良い建物」への考え方の上からも、そのような指導に

困惑を感じつつ、それに従わざるを得ない結果になることが多いようで

す。

この種の配慮は、元来建物の位置、用途、規模、設計内容等によって、

設計者が判断して定めるべきものであるというたてまえの上で、行政の

指導をお願いしたいと思います。 ( しみず かずや )
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・設計施工管理者から ・行政の立場から

建 築 防 災 行 政 に お も う 一安全管理に関心を 建 築 防 災 行 政 に つ い て

附大林組設計部設計課長 藤 縄 正 俊

大きな火災が報道されるたびに、職業柄、防災規制がまた厳しくなる

のではとい った思いが脳裡をかすめる 。防災行政のありかたについての

反省と批判は、今までに幾度も建築関係誌の紙上を賑わしてはいるが、

明解な方策は一向に案出できかねるとみえて、またもや本誌の企画に取

り上げられ、防災の門外漢にまで執筆のお鉢が廻 ってくることになる 。

人命と財産の保護という大事を扱うからには、万人の安心し納得する立

法 ・行政の方法が打ち出されてもと思えるのだが、今までの行きがかり、

建築経済、行政体It，i lなどとのからみがあ って、似本的な改革は行わずに

建築基準法や消防法の規定改正強化だけでこの絞維な現代に対応しよう

としているのが、どうも笑悩らしく思えてしかたがない 。 ごく最・近まで、

各村裕や地区て。は消防団を組成して自らの力で災筈に対していたことを

思うと、ゃれ立法だ行政だとい った問題提起は現代都市のコミュニティ

欠如を現しているともいえそうだ。 ビルの高層化や複合化 ・有毒ガスを

発する有機質建材使用などが原因なのか、防災設備の機械化が進み、防

災活動や設備制御も専門家にまかせるとい った風潮にな っている 。「ぽ〈

逃げる人、きみ消す人」 とい った現代人気質には、各人の用心が防災の

基本 fごと説いても、陳腐な精神論と受け取られるのがオチかも知れない 。

日頃設計に従事しているわけだが、施工現場でよく耳にする事柄を本

題の主旨にそ ってまとめてみると、大聖書して 三点になる 。

防災の細かい規4呈が逐次、継続的に官報などに記，1在されても、忙しい

日々の業務内ではとてもフォローしかねる 。 その上 、図解でもないと技

術規定を難解で細述な法律文からは読みとりにくい。すなわち、火災だ

けに限 らず、すべての規定設定・改正の公布に簡便化をはか つてほしい 。

第二に、行政庁や担当指導官が変わると、同じ規定の解釈が違う 。 こと

に防災に関するものに多い。確認申請を済ませて以後、竣工検査までの

時間経過中に、規定強化の指導を受け、無理解な施主からは追加予算を

認めてもらえず、しぶしぶ自腹を切るケースもある 。特定行政庁の内規

が公開される傾向にあるのは大変結構なことではあるが、行政指導開始

時点をも l明石在にしてほしい。第三 は、上述の内容とも量級するのだが、

施工者は良い建物を安い価格で速く安全に、かつ施主によろこばれるよ

うに挫てることを主眼としているわけで、防災設備I関連工事の煩雑さは、

工事上7 イナスの方向に働くので、どフしても法の最低限度にとどめた

い心情になるし、池袋や台風に対しての構造耐力上の安全性に理解を示

す地主 も、防火や防煙f昔置にはあまり好意的な見方をしてもらえない 。

建築防災に関する諸規定の椛成が、定性的にも定量的にも未だ体系化さ

れていない点が多い上に、寿命の長い建造物を扱う法令にしては、目ま

ぐるしく移り変わるとい ったことも、一般社会で建築防災の概念なり機

椛なりが、充分に理解されていない原因にな っているようだ。 多くの死

傷者を出した最近のビル火災の惨事を繰り返さないためにも、社会が防

災に対して正しい認識を持つように方向づけてほしい、とい ったところ

で7ある ，

終わりに私見を述べ させていただ くと、建物の安全性能は、構造 ・設

備i ・避難，施設とい った物的条件によ ってのみ定まるのではなく、それら

の使い方 維持管理の仕方によることは、最近のビル火災が実証してい

る。すなわち、法令規定の強化や行政庁体制の拡充でも って大災害対策

を試みても、自ずと限界があり、労多くして J} J 少ない結果に |泊る 。 この

際、観点を変えて、市民の生活、相会活動のほとんどすべてが行われて

いる環境として、建築物をとらえれば、その環境の箆11tHや安全性の石lt保

は、市民自らの手にゆだねるべきであり、建築物の安全性についてのな

織や知織の向上には、各行政庁なり政府なりがあらゆる機会をとらえて

指導にあたり、市民一 人ひとりが、自分の健康管理と同 じレベルで安全

信Ｚ Ｚ ｾに関心をもつようになればどうだろうか 。 そうなれば、一つひとつ

の ビルの利用者や管理者の防災に対する認識やモラルも、高t話される の

ではないだろうか。 ( ふじな わ まさ とし )

大阪市建築指導部長 三品 哲夫

建築基準法の防災規定を遡及適用するという問題が論義されている中

て¥それによって改修監備が完了したビルにはその旨の証明を、あるい

は飲食庖の衛生状態表示のように防災設備の位度によ って等級を一般市

民に表示するようにしたらという提案が出たことがある 。 なるほど行政

庁が再三勧奨指導しても既存ビルの防災改修の笑現が錐しい現状では安jJ

栄的な促進策のーっといえるかも知れないが、どうしてもこれに踏み切

れない感じを今でも私は持 っている 。それは 、正直にい って基準法上満

点の建築物でも現在の建築計画や施工の笑態と維持管酒! や利用状況から

みて事故発生のおそれがないと保証できないからである 。

このことは確かに法自身あるいは行政自体の問題であると同時に、ま

た法以前の人聞の建築に対する考え方の問題であると私は思う 。 まず法

そのものについていうならば、今の建築基準法の中で最も難解とされて

いるのが防災規定であ って、 一 流の建築技術者のみならず行政 fW) におい

てもその解釈適用に苦労をしている有様で、少なくとも法の目的とする

「最低の技術基準」とはいい得ないといわれている 。およそ法律として

はス ッキリとしたフォームをなしていないし、内容においてもその適用

に当た って生きものである べ き建築物を全体的に見ることよりも部分的

にスタティ ッ クにその適否が云々されるという笑II f f i は率直に認めるべき

であろう 。 しかし、相次ぐ火災事例の結果改正が重ねられこうな ったと

いうことは、建築防災という基準法の目的上設も基本的に重要な ZI.i-mに

ついて法または行政が工学と人間 ( 建築技術者を含め ) とをあまり信用

できないために、防災上必姿と恩われるようなあらゆる制限規定を並べ

たてたのだとはいえないだろうか。

消防法の消防J 設備j規定を遡及適用させる改正が施行されてその期限が

迫 ってきている現在、これが酪に過ぎるとか消防法行政と建築基準法行

政との二重性を調整すべしとの声をよく聞くし、行政{ 目1) としても全くこ

れを否定するものではないが、これについても私は上記と同様の理由が

巧えられると思 っている 。つまり、消防法と基準法とはそれぞれの分野

があるという型〈つは別にして 消防法は予防と消火の立場からは、建

物を管理する人聞を信用しきれないと同時に建物本体の安全性について

も信頼を置きにくいからだという見方もできるのではないだろうか 。

極言するならば、今の怨築防災に関する不安は関係するも の相互の不

信感によ ってっくり出されたものとい うことになるが、しからばど うし

てこの慈循環を断ち切 ったらよいのだろうか。 まず、近代都市における

建築物への異常な機能要求の傾向一一 大空間または地下連続空間での大

規桜物品販売機能、飲食娯楽用途の混在機能、高層空間での就寝居 ft 機

能などーーに対して、建築計画上の思想の大転換を図るとともに防災工

学のシステム化を急ぐべき時期に来ていること 。つぎに、建築術造と訟

官mに依存し過ぎる ( あるいは全〈認識を欠いている) ピル管理姿勢から

煙と人の流れを十分に認識した平素からの人を主とした管理体制への切

り換えと、建物のわずかな欠陥 ( 天井裏の壁穴、感知器の故障など ) が

大事故につなが った経験にかんがみて施設の点検の履行が急務であるこ

と、等が挙げられよう 。

これらは法規以前の問題でもあり、かつ、法規以後の問題でもある 。

また、これに関係なしに法規を論ずることも不可能である 。建築防災に

l刻する法および行政の改普と盤骨ii が建築界におけるこれらの点について

の基本的な取り組みの中でなされない| 浪り、恐るべき建築火災事故の発

生は防止できないであろう 。( 51. 3. )  ( みし な てつ お)



建築基準法改正( 案) にお

ける遡及適用について

吉 田 正 良

1. 改 正 ( 案) の 審議 経 過

既存の特殊建築物等に対し 一 定の| 坊火 iliiiiff 地 設 等 の 設 世 を 義 務づ

ける、いわゆる遡及適用の級定とｬＮＺ ￬￶ｊ 片系 ｊ 也践における日 ［ｪｦｾＩμ ￭ｉ ｾ の ｴ￬ｬｬ

設とを主たる内谷とする建築 ｊ ， ｾｩｖ 法改正 Ｈｾ 長 Ｉ は、昭和 ＴＹ 年 Ｓ 月、第

72図通常凶会に提出され、その後、 2 年以上も経過したが、依然と

して凶会において継続務議条件にな って お り 、 未 だ 改 正( 尖 ) は 成 立

す る に 亙 っていない 。 そこでまず改正( 奈川、 |王| 会に提出されてから

の得議終過を取りまとめてみたい 。

.昭49. 1 ， 28 ｩｬｬｾ＠ 得議会終 111

ｲｬｩ 街地 ｦ 筑波 の 快 Ｑｾｩｪ の 促進 の ため の ｽｪ 策に ｬ 却する答 ＱＱＱ 一 法制 の

務備答申について ( 第一次)

「既存の (il'(lo
l
i等に対して防災 lニ必袋な lりj 火遊鮒純ii 12のぷi丘

を義務づけることに ついてJ にl則する答申

3 ， 8  閣議決定

3 ， 11 第 ＷＲ 凪国会にｴＺｾ楽

3 ， 26 衆議院処， ｾｦｩｕ 会 に付託

5 ， 24 得議質疑. f ' i 村111 委l-i (1' 1  )  

5 ， 29 控設委 ｊｾ 会 ｴＧ ｬｈ ｾ 以下 の 現地悦ｦ， ｴ ( 大阪怖111 、ミナ ミの地下

iFi) 

〔第73回、おi ¥741凶 ( ｾ、ずれも臨時会 Ｉ を総て、者 ｜ Ｗ ＵＱｲＧｬｬｬ＼｛ 会Ｈ ｩｉＱ￭

'出会 ) に継続併議〕

・昭50，6 ， 18 衆議院，幻!iui 委以会での審議 'i ' m.r，' ，m) { ( 向上 )[:J 二0 1:) 、

柴回 Ｈ 共 Ｉ 、 ｾｴｬｬｬｬｪ Ｈ 公 Ｉ 、波辺 Ｈ 1( )のお委μ

6  .  23 委員長以下の現地税妓 ( 大阪怖 l目、締法の地下街)

6 .  25 委只長以下 の 現地祝祭 Ｈ 京 ｊｩＨ 点 Ｎｾｉ Ｎ Ｊ 償問、が、谷地下街、日 ＡＡＨｉ

問題に l県l し南 町ドf; およひ'代rf 山のU:宅地)

型事態談会

6.  27 ｊＳ ｬ ・ ｉｾ 懇談 会

〔第76回l1i 1会 ( 臨時会) に縦続得議〕

10.  29 ｾＧ ｉＧ ［ 悠談会

日本一行1'(1，1，協会、日本チ ェーン 協会、日本シ ヨンピン グセ ン

ター協会および全 llill 也下閉山会i辿イ子会の各代表による隙↑ lYの

聴取

11 ， 12  連事会

11.  20 ｊＡｬ ｬ ・ ｉｾ 長以下 の 現地悦お Ｈ 特殊法人日本消防検定協会における

スプリンクラーの作動実験悦奴 )

ｊｉｬｬ Ｇｉｾ［ 型 ｴ 談会

12. 3  ' I l ' i 議質疑者中村( 社) 、断的(J U 各委以

12. 5  参与人芯見聴取

田辺義三( 東京 "'1行布11桜1lii ｽｾｪｩｬｬ＠ ｾ＠ f告持部以 上 高野公 9) ( M A  

ｕｍ 市処築研究所長 Ｉ 、 ｢ｾ Ｎ 型 ｊＧｉｉｉ ｉ ーＨ Ｊ京大学名 詐 教 ｦＺ［Ｚ Ｉ ＮｊｉＺ 十

i"t l.jj( ｾＧｾ Ｈ 弁議ｼ てＩ 、似 ｭ 久 一 日 Ｑ｜ Ｈ 経済， Ｑ ＱＧ，論家 Ｉ 、入 ｩ ｊｈ ｉｩ Ｎ ( 徽浜 llil

i 工大学教佼 ) 、凶村町I( 術浜市技官i) 、'1' 村h;;oiH日本1' 1然村協

会 ｾＧｈｦｩ 里 ｉｉ 目 ｬ ル Ｉ

12.  9  委l - i 長以下の現地悦祭 ( 銀座松hl における消火以( ｾｬ ｾｲ および ｹ

セ y タ一作動状況J Eびに三平11'-' ヤ'Y ター技術6Jf 究所における

kli の挙動およびシ ヤ， 7 ーの作動: : l f ! 段の悦祭 )

旦I( .tl'; 慾談会

12 ， 10 得議質疑す? 北側 ( 公) 、J I: 上( 社) の各委員

〔第77回l司会 (iI1i協会) に徽続得議〕

以上のとおりたびたびの事談、現地視察が行われ、また、参巧ー人

の意見聴取も終わ っているので 、改正( 炎) の早期成立が待たれてい

るが 、 今回会においては、国会全体カ、災状な・ ｊ Ｚ［［ＺＡｾ に当聞しており、

政正( 笑 ) の笑質審議は行われていないが、国会審議を通じて明らか

にされた遡 j止適用をめぐる問題点の指摘と政府側の見解について記

すこととしたい 。

2 . 遡 及 適 用

遡 j止適用に| 刻する m定 は 、 改 正( 楽 ) 第86粂の 2 により、本" 当 rJ.l. 肢

の特殊建築物等を対象に 1) ilii ｾｉｉ 地［ｉ生、 Ｒ Ｉ 非常用のＡ照明袋也、 Ｓ Ｉ J I" 'i; ¥' 

朋のl 1 t 入口、 4) 防火区聞の 4 J ' f i 目について政令で定める規定を| 徐き

遡 及 適 用 す る こ と と な っているが 遡 j立適用をめぐる z論議は、大要

つ ぎ の 4 点にまとめることカどできる 。

① 総合的な建築防災のあり Jj 一一ー とくに消防法による越! J 止適用 と

の| 剥係

② 遡 及 適 用 規 定 の 11)1 俗化

③ 改正 Ｈ 案 Ｉｾｩ ＸＶ 条の Ｒ に ｭ 定するいわゆる代作柄造の与え万と ｊￆ

用 方 針

④ 遡及適用による改修工 ｾ ｊ Ｇ［Ｇ こ対する財政、全融問泣

以下に上記のうち技術的・ ｲｾ ｊｽ ｩ である①ー③についてそれぞれｊＧｦｩ目

別に論議を捺思してみることとする 。

① に 関 す る 問 題 点 の 提 起 と し て は 、 建 築 基 準 法 お よ び 消 防 法 に よ

る，建築防災に来たすべき役将IJ分 j11.、とくに消防法によるスプリンク

ラー設備の遡 l立適用によリ怨築物の火災対策は万全でーは な い か と い

う立見があり、，定築 JJ; ｩ ｬＧ ｾ 法によるｼ幼火避難施設の遡 ｪ 止｀用の是非に

ついて多くの論議がなされた 。

これに対しては、徳築物の火災対策については、大きくは、防火、

ｩｬｬ 以 Ａｾｉ 具 ｬ 係をはじめ往築の物的 ＱＱＱＱＱＱ 師については主として往築基市法が、

また、建築物の| 坊火管理耐については消防法がそれぞれ主として分

抑l して全体としての体系化が図られていること 。 しかし、消火、政

J l 1 J という商については、物的 fWll ( i j についても設備等の特殊性かられ

体的なｾｊ￬Ｎ定の多くは消防法によりえｊＮｉＮ定されていることを前徒に、ス

プ リ ン ク ラ ー 論 議 が 民1mされた 。 MJYI 消火に対するスプリンクラー

設11mの有効性については、等しくその機能カ、高< iWliHi されたが、体

王 手論的評価論が Ｍ ｩｾＱＱ で展開され、きわめて効果が向い設備であるな

災害対策 ( とくに遡 j止適用について ) は 、 それのみ、すなわち

スプリンクラー設備の遡 j立適用で) E りるのではないかという立凡が

出された 。 これに対しては、建築物の火災対策は、 一段 似 の 地 設 あ

るいは設備に頼るという安全弁なしのシス: テムでは、人命のみを対

象とした故低限の安全性の確保すら困鮒な場合が生ずることが強調

され、防災十昔世は重合されてこそそのレベルを係似しうることが強

調された 。 とくにスプリンクラー設備と j世襲11施設等との| 主JJ 主につい

ては、スプリンクラー設備l等自動消火設備をも ってしても消火が険1

ｾｉｉ である火災、たとえばＧ， ＱＲ 気シャフト内、空調等ｉＡｦ ｬ｜ｪ 芭内の火災、カ

ス燦発による出火、あるいは燃焼等については、スプリンクラー設

備等の消火設備のみによ ったのでは、火災の拡大あるいは燈の fJ.t 1放

という事態を招〈恐れがあること、また、たとえば階段の i賢jfr ある

いは階段内等、たて火音 ＱＱ 分の ｉ ｾ ｈ 火については、必ずしもスプリンク

ラー設備等が有効であるかどうかは疑問もあり、その他、唯一の c&

1m! を車i).( リにするのでは、そのハード l而、ソフト 1mの fl'U支には自ずか

ら限界があり、しかも災害時における人間の子 iJIII し難い行動をも巧

l在、すれば、火災が発生した場合、消火設備さ年による消火とは別に 、

処築物内にいる人々の人命の安全を峨保するために、 i盛正な機能を

よｾたす避難施設等がどうしても必要であることが説明された 。

②の遡及適用規定の明雄化については、特殊建築物等については、

避苦H地設のうち特別避難階段の規定、| 坊火区画のうちたて火区画に

| 刻する規定と非常用の照明装itt および非常用の進入口の 4 項目に| 浪

り逃! J . 止適用したいとの A 与え方が明らかにされた 。 この 4 項 目 に 限 定

した) J ; 本的考え方は、遡 l止適用する規定は人命の安全の総保を図る

ということに目的を限定し、かつ、既存建築物の笑態、建築災 i ! HJ f

究 の 成 果 な ど か ら 説 明 さ れ た が 、 とくに 1耐火建築物の火災では、火

也 築 と付 金/ 1976年 5111;. 3 9



災時 、階段、エスカレータ一等のいわゆるたて穴部分からの火災の、

とくに煙等の急速な伝 I備が、出火階の上階にいる人々の安全を一挙

にうはう恐れがーとくに古くから存する避難施設等の水準が低い建

築物にあ っ てはー著しいところから、避 ｾＡｧ 施設である階段を中心 ｬ こ

たて穴区画の性能ア γ プを図ることの必要性が強制された 。火災 l侍

に発生することが予想される煙等の人命への ［ｪＡｾ 卒中の恐ろしさについ

ては、ほとんど認識がー欽していたと判断されるが、たて穴区画を

めぐる論議で最大のものは、煙感知1総と連動する白閉式 !I方火シャ ッ

ターの安全性の問題であ った。

煙感知器と連動して自動的に閉鎖する防火シャ ッターは、火災発

生後、出火点近傍のものは、相当早期に閉鎖するところから、シャ

y ターの閉鎖がかえ って避鍛行動の妨げとなり、 パ ニ ック状態に陥

れるのではないかという指摘がなされた 。 この指摘は、出火後、い

かなるタイミングでたて穴を閉 ｾｪＧｩ することが最も防火、避難上有効

かという問題提起でもあるが、これに対しては、建築物で火災が発

生した場合、消火とともに最も重要な事項は、出火階から上階への

火焼の，jrj 響を遮断することにあることが説明された 。 もちろん、上

階への火煙の )jfj 響を遮断したために、出火| 滑にいる人々の避難が著

しく妨げられたのでは、それはi直正な| 坊火対策でありえないが、通

常、出火階では火災感知が他の階より早期lに行われ、避難行動がと

られやすく、出火源に近い位世にあるものから順次、燈感知総によ

り| 坊火シャ ッターが閉鎖しても、避難行動は出火源からより速い illi

ｾＡｾ施設を利用して行うことが可能である 。 もちろんこのことは、防

火シャ ッ ターが閉鎖するまでの聞に、出火階にいる人々の ｩｬｬ￮ｾ Ａ ｾ が完

了することを保障していることにはならないが、そのためにくぐり

ーの規定が設けられ、二れにより何らかの理由で避難階段入口に遅

れて到新した人に対する措置が講ぜられていることが説明された 。

地下街に i刻する遡及適用条項については、地下街において火災が

発生した場合、地下道が惟ーの避銚ルートであるところから、地下

道そのものの定全性を確保するための規定、すなわち地下道の内装

制限、排煙設 ｦｾｬｬ 、非常用のｾＨ｜明装置、階段への歩行距離と末端の階

段IPb¥の規定と、庖告ili 等からの火災の; ; 診響を地下道部分へ及ぼさない

ため、月! ? 官i I i 等と地下道との|切火区画の規定に| 以り遡及適用したいと

の考え方が示されている 。

以上記したとおり、遡及適用の考え方は、人命の安全確保に目的

を限定しているとはし、え、現行法による基準を充足している建築物

と、仮に上記による遡及適用規定どおりに改修した建築物との火災

に対する安全の レベルを比較すれば、そこに差異があることは否定

できないので、とくに遡及適用の対象として A 号えられている建築物

の維持管理、とくに火災に限定すれば防火管理についての特段の配

l握、と努力によ って物的措置による防災性能を補充することが望まれ

るわけである 。

③の代替構造の考え方と運用方針についても議論に多くの時聞が

費やされたが、その論点はつぎの 3 点に要約することができる 。第

Ｑ 点は、建 ｾｈ Ａｩ準法はｻ悶々具体 の 施設等についてそれぞれ技術基準

が定められているのであるから、代替構造というものがあり得ない

のではないかということ、第 2 点は、代替構造の運用方針について

であり 、第 3 点は代替構造とは具体的にどのような構造があり得る

のかということ 。

第 1 点については、建築基準法の技術基準の表現とも係り合うギ

項であり. イ! 司々具体の施設等についての技術基準がすべて' 性能基却と

として表現されているとすれば、代替桃造ということは理論的には

性能レベルを引き下げない| 浪り不可能となる 。 しかしながら、建築

基準法の技術基準は、相当者rs分において仕線香基準として表現され

4 0  

ているものがあり、これに該当するものについては性能評価方式が

硲立しさえすれば、代替構造は現行法第38条的な性能同等評価の取

り扱いをすることが可能となる 。

そのほか、代替構造については、現行建築基準法の火災に対する

各規定をよりシステムとして明石確化し、システムを構成する各ファ

クターを定量的に評価する方式を附j 発することにより、たとえば火

災が発生した場合における火煙の拡大、伝 l陥の状況を時系列で予 ifl1J

し、| 坊火避難施設等の性能を人的条件に対応させて定めることが可

能になれば、必ずしも狭義の目的別の対応に限らない代替構造も可

能となろう 。 このような方式を奴用するために必要な研究等は着実

に進歩しており、煙の拡散を予測するための計算方法、避難に要す

る時前 ｬ を計ｾＮーする方法なども提案されており、一部ではすでに実用

に供されているので、この方面の研究がより一層促進される必要性

カf ある 。

第 2 点の、運用方針については 、既存建築物に現行法を一律に適

用したのでは、物理的に改修が不可能な場合とか、きわめて過大な

経済的負担を課す場合も考えられるところから、個々の建築物の状

況に適し、かつ、所要の避難上の性能を確保することができる構造

方法については、代替構造として積極的に認めてゆきたいとの方針

が説明されており、また、ある参考人の方は、新築の場合には、と

かく法令の規定に適合することが至上と考え勝ちであり、法令の基

準が有している拘束性が、代替構造に関する規定がおかれることに

より、かえって設計者等による防災に対する認識の向上や技術開発

意欲の向上にも役立つ有益な規定であるとの意見も述べられた。

第 3 点の具体的な代替構造については、いくつかの例示によりそ

の方向が示されている 。避難施設の代替構造としては、他の建築物

への避雛絡の設置、収納式の屋外階段の設置等があげられており、

非常用の照明装置については、通常の{ 苧屯対策用の自家発屯装置の

主たる配線、分電盤等に耐火処理を施すことにより代替構造とする

方法、非常用の進入口については、外壁面の窓等の|井! 日部の間隔が

10メートル以上の場合で、あ っても、その大きさ等を評価することに

より代替構造として認める方法等々があげられているが、そのほか

にも個々の建築物をモデルにして代替構造については継続的に研究

が進められており、法令の規定どおりの改修が困難な場合、代替梢

造によりその障害を排除し、防災性能の向上を図る措置は、今後の

研究、開発にまつところも少なくなし、。 ほとんどの場合可能で、あろ

うとみーえられる 。

3 . 改正( 案) による遡及適用と建築防災の今後

改正( 築 ) の国会における審議状況は冒頭に記したような状況にあ

り、今後、どのような経過を辿るかきわめて予測し難し、状況にある 。

熊本大洋デパート火災から約 3 年半、幸いにして同じような大事

故こそその後は発生していないが、建築基準法と消防法が、既存建

築物の防災対策という新たな目標に向けて卓の両輪としてスター卜

してからすでに 3 年以上が経過してしま っている 。消防法による遡

及適用については、その循予期間がすでに 1 年をお! っているものも

ある状況にある 。建築防災工学の進歩は、近年、著しいものがある

が、しかし対象を耐火建築物の火災に限 ってみれば、その歴史は必

ずしも長いものではない。 したが って、細部にわたる技術的な問題

については、すべてが明石産にされているとは言い得ない点があるこ

とは事実であるが、人命の安全に| 長jする対策は、最良の方法が確立

されるまで放置されてよかろうはずはなく、その時点における技術

を適格に評価し、体系化してゆくところに意義があるのではなかろ

うか。

( よ しだ まさよ し 控設省住宅局建築術導課課長補佐 )
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改 正 消 防 法 の 遡 及 規 定 早 見 表

近 年 、 産 業 経 済 の 発 展 と 科 学 技 術 の 進 歩 に 伴 い そ 及 適 用 消 防 用 設 備 等 と そ 及 適 用 時 期 の 一覧 表

建 築 精 進 の 様 式 と 使 用 さ れ る 建 築 材 料 な ら び に

生 活 様 式 と 生 活 用 品 に 新 し い も の が と り 入 れ ら

れ る 結 果 、 火 災 の 原 因 お よ び 火 災 の 態 様 も 複 雑

多 様 化 す る こ と と な り 、 火 災 時 に お け る 消 火 お

よ び 避 維 を 困 総 と す る 事171Jが庁i大している。

先 年 、 大 阪 市 に お い て は 千 日 デパート ビル火

災 ( 昭47. 5 . 死 者 118 名 ) が 発 生 し 、 また、

48年 2 月 に は 熊 本 市 に お い て 大 洋 デ パ ー ト 火 災

( 死者 103 名 ) が 発 生 す る な ど 、 い わ ゆ る 不 特

定 多 数 の 者 を 収 容 す る 施 設 に お け る 火 災 が 続 発

していることは未だ記憶に新しいところである。

ゆ え に 、 こ う し た 火 災 事 故 に 対 処 し 、 火 災 時 の

徹 底 し た 人 命の 安 全 を は か る た め 、 消 防 法 、 な

ら び に 建 築 基 準 法 の 改 正 が し ば し ば 行 わ れ 、 そ

れぞれ、防火、 illU陸、防災設備に |刻す る 規 制 の

強 化 が は か ら れ て き て い る 。なかんずく 、一 昨

年の消防法令の- ，阜の改正で、既存の特定防火

対 象 物 ( 百 貨 底 、 地 下 街 、 旅 館 、 ホ テ ル 、 病 院

等のほか、絞合用途防火対象物) については、

安 全 を 保 障 す る 地 殻 に 不 備 な 点 が 多 い こ と か ら 、

消 防 法 第 17条 の二 第 2 項 第 4 号 、 第 17条 の三百1

2 項 第 4 号 お よ び 同 法 附sIJ ( 以 上 、 昭49. 6  

1 付 法 律 第64号 に よ る 消 防 法 の 一 部 改 正 規 定 )

に 基づ き 、 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 、 そ の 他 の 消 防

用 設 備 等 の 設 置 を 義 務 づ け る と い う 法 令 の 遡 及

適 用 ( 所 要 消 防 用 設 備 等 の 設 世 も し くは 既設 消

防 用 設 備 等 の 改 修 ) が な さ れ た 。 改 正 内 容 の 説

明 は 省 略 し 、 遡 及 適 用 事 項 を一 覧表にまとめ、

掲 載 し 参 考 に 資 す る こ と と す る 。

( 大板市消防局予防部 田中 隆夫)

消防用設備 既 そ 及 適 用 の 消 防 用 設 備 等

等の釘l類
;両 選 誘 非 同 漏 警 自報

導
常

火 難 灯

警 設

唱E 動 知

誘 報

特定防火 器 器 導

報

火 火 設

標
器

対象物の別

具 具 議 具 備 災 器 災 備

(ー) イ
省 目白 A  A  A  A  B  E  

項 ロ

(斗
イ

省 自色 A  A  A  A  B  E  
項 ロ

巨三1 イ
省 略 A  A  A  A  B  E  

項 ロ

(岡

百 jおl止ぴ延1000

A  A  A  A  B  E  
以上の小売庖釧l

項

7 ーケ ッ ト

A  A  A  A  B  E  物山 ｦｗ￭ｾ ｬ ｬ￬ 、展示場

出

イ 省 国各 A  A  A  A  B  C  
項

(六) イ

5包 聞各 A  A  A  B  

C  

ロ A  

E  項 J 、

(刈

イ 省 目白 A  A  A  A  B  E  
項

Eぬ
イ 省 田骨

A  hd A  A  

A  

D  E  
項

D  D  

ω  
i世 下 i封

従い来る同。1頁又は( 凶項対あ象物り。として設置してきて

の
1 部改修の要

防火対象物の取扱いに ※  I也こ iE ス知lで

ついては 50. 4.  15消

官そ 2 毛 下と ) プ 器(

，ｾＦ→ ｸ＠ 街の リを究

防安第41号、消紡予第
ーそj直一 に改 ン ｦｩｾ ，:  

- mま つ修

ラ7 設すニ=ミ
41 号 消 防 庁 謀 長 通 達

政令史、 で

、、1;1

「令別表第一に掲げる
て l るの

故 三主産

‘ ヨ鼠

&4L こと改iF. 
防火対象物の取り扱い 正一 起 一二

について」により、そ

べ 技
装制j 雫d宅

ili にに

ン術 しつよ

れぞれ防火対象物の笑 シ Jt; h正'止 - ている

態に応じ明確に判断す

j レ押さ

E常主(  理1  

いて )

ビグ〉 るは

ること 。
J レ改 部品

に正
分 3さこi. 

つで に五

し、
すと寸ニそー

L 手

て41

る改 感ま

揖? ーケ ァト、物版的舗については、延べ1. 000m' .;ミ1悼のものに限る. 次点において同じ.

日目 50 . 12. 1現在

49 .  6 .  1消 防 法 の 改 正 に よ る そ 及 適 用 の 消 防 用 設 備 等

屋 ス 設 水 設 屋 動 設 ;両 指t 連 連 非 設 無 補

内 プ

噴

外 カ
結

結

常

備
;;-

;両 ;両 ;両 防 煙

散
コ 線 助

火 ン 霧 備 火 防

水

送 ノ

栓 ク 栓 ポ 用 設 セ 通 設

設 フ

i商

設 ン 設
水

ン

備 l 備 火 等 備 プ 備 水 備 備 管 ト備 信 備

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  施行期日( 左側記号)

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  
A  36. 4.  1  

B  42. 1.  1  

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  
C  46. 4.  1  

F  F  F  F  F  F  F  F  F  F  
D  49. 6.  1  

E  50. 12. 1  

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  
F  52. 4  

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  
G  54 .  4.  1  

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  総行期日

法令の改正により、改正

G  G  G  G  G  G  G  G  G  G  
規定を適用することとな

F  F  F  F  F  F  F  F  F  F  

る年月日で、左側に示す、

それぞれ上記地行期日は

F  F  F  F  F  F  F  F  F  F  F  当該年月 日までに、技術

上の基準に適合させるよ

上記設備の設置又は改修については、 50 . 7.  10消防安第77号消防
う設置又は改修をしなけ

庁安全救急謀長通達「既存防火対象物に対する消防用設備等の技術
ればならないものである。

上の特 ｦＹｬｊｾｩ 事の適用について」により、特例措置が講じられている 。
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そ及適用特定防火対象物とそ及適用消防用設備等設置基準表

い、令訪¥別 問、3鹿¥野、物ー¥消の湖別¥周樋¥設顕設、2備tE等基 の準

屋 内 消 火 栓 段 備
スプリンクラ ー設 備 令 12 条 例40

令 11 条 例34

延 面 積 地階の積神階階M宮2床ム札以窓面上k  

舞 台 部 の

地 階 を 除 延 面 積

延 面 積 庄 面 積 そ の 他

〈階数が M' 以 上

床 面 積上 11 以 上 の
建但、 平 家

M' 以 上
M' 以

ちの を除〈

M' 以上 M' 以 上
条 例 規 制

百貨底、( 延面積が 150 

珪

全 階 に

個) 700 地直f
地、ム、 4 -

1000M'巨人上町小5t (1400 )  ( 300 )  階 火
6000 

項

除を続造

設 lli 
10以 下 1000

庖 舗 を 含 む ) ( 2100)  ( 450)  

〈グ〉

絞 合 用 途 防 火 対 象 ※ 1000 

階も (→頂部分に

関 数 の
ついて上、地向.  

※ 1  

イ
物( ート凶(J0ィ(吋ω ( 2000)  ヵeて' ム 、4以 If. J  上

項
I買イが混在するもの ( 3000)  

5  階 300

以 5 そ の 他 500

上 階

ω  150 

の以

(J) 
地 下 街 も上

( 300)  グ】グ〉 1000 

( 地 下 道 を 含 む ) 部

項
( 450)  

た 分

だを

ィ 劇芸場. 映画覧館、 i由
500 100 

しー I也、ム、 4 以 I也、ム . 1000

H  場 、 観 場 ‘ 0  全 階 に

上 の 階 300

(1000 )  ( 200)  
耐 O

6000 4  - 10以 下

項 火 M'

そ の 他 の 階
設 立1

ロ 公 会 堂 、 集 会 場
(1500)  ( 300)  

又 ご 500 

1500 

はと

キャノ〈レ一、カ 7

700 150 

不に

同 イ ェ一、ナイトクラブ 燃 防
I也、ム、 4 - 業 2

(1400 )  ( 300 )  

期造火区

同 上 同 上

項 口 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ

( 2100)  ( 450)  

10以 下 1000

一. /レ

のも函す

イ 待 合 、 料 理l苫等 700 150 

グ3る
I也、ム、 1000

信i で?も

摂 3

(1400 )  ( 300)  
グ〉

間] 上 向 上
4  - 10以 下

項
( 2100)  ( 450)  

5 1;1 1500 

ロ 飲食活

階 除

以〈

700 150 

上

個) マーケ y ト、物品 グ〉
I也、ム、 4 -

(1400 )  ( 300)  

部分

同 上 向 上

項 販 売l苫舗、展示場
10以 下 1000

( 2100)  (450)  

σ3 

床面l

700 150 
I也、ム、 1000

国 旅 館 、 ホ テ ル 、 宿 f1t 

イ
(1400 )  ( 300)  σ3 同 上 向 上

4  - 10以 下

項 泊 所

( 2100)  ( 450)  
合計

1500 

IJ'ミ

ィ 病産所院 、 診 療 所 、 助

700 150 
。 I也、ム、 1000

同

。

口 福援祉古、車更生、救I r i
( 1400)  ( 300)  

M'  
同 上 同 上

4  - 10以 下

2量 殺 等 以

項
下

ハ 校幼稚園設、 百 製 学

( 2100)  ( 450)  
σ3 

1500 

、 養 学 校 も

σ3 

700 150 
地、ム、 1000

(j由 トルコ浴場、サウ
又

イ ナ 浴 場 な ど

(1400 )  ( 300)  

1;1 

l司 上 向 上 4  - 10以 下

項
( 2100)  ( 450)  1500 

援は 大 阪 市 火 災 予 防 粂 例 で

I也下、ムとは意、味それぞれの地階、ム窓階、 4 - 10以 下 と は 4 階 以 上10階

以 の階用すを する

備 規 制
議 1 特設定 途の床特面定i貨の合計3000以 上 の と き 、 特 定 用 途 の 存 す る 階 に

(  )は耐 火 文 は 簡 耐 建 築 物
すili る 用 i主が存する地、ム窓際で床面積が1000以 上 に 設

で内装制限したもの.

置 上る(仁.のj  1寺定用途が存する 4 - 10以 下 の 階 で 床 面 積 が1500以上に

設置 例 頂 の 部 分 は 1000以 上)

(  ) は耐火建築物で内装制
※ 2 二 以 階 の う ち 、I也上、ム、も 4 以上の階に i主する吹抜部分を共有

考
限 し た も の.

す る 床 而 般の剖7 1000以 の の に 設 置

※ 3 二 以 上 町 階 の ち、 I也上、ム、も 4 以 上 の 階 に 達 す る 吹 抜 部 分 を 共 有

す る 床 而 般 の 計 1500以 の の に 設 置

ωは 施 行 期 日 が52. 4.  1  ( B) は施行l t I l 日が54 . 4  .  1  

屋 外 消 火

動 力 消 防プ

消 防 用 水 排 煙 段 備

連 結 散 水

連 結 送 水

非 常 コ ン ム線通信

水 噴 霧 消 火 段 備 等 令 13 条 例41 ポ ン 段 備 セ ン ト 補 助 役 備

を 令 19

令 20

令 27 令 28
令 28の 2

管 令29

令 29の 2 令 29の 3

駐 ニ 具 発 鍛 通
援 床 で 昆 1  2  

地 、 ム 窓

地 階 の 床 l 地階を 地 階 を 除

"11 0  降 'ili i E fJ 出 商 は 内

階 で 床 面

前ti' i の 合 除 〈 階 数 〈階教が

のO 機 機 場 機 カ 術 三 r肖 敷 の 高 計 が 700 が 7 以 上 11以 上 の

用 M' 等 骨量
ヵe ( 。 火 地他さ

繍 1000M'

M' 以 上 で の も の もの

に 上以

グ〉 変 ポ 1i[ - 0  栓 面 的 が

以 上

あ る 地 階 2. J也階を

供す の 機械

圧 イ で 。 階 。 又 績 も 三

地階て. 司ム-)(::窓i  

の 部 分 除 〈 階 数

官E ラ 床 。 又 M' t主 が の 十 が 5 以 上

る部 装 そ 面 。 は 以 昆
側 頂 部 分

で 延 而 fft

部 分 遺 グ〉 室 !t1 キ 一 上 外 万あメ

の 床 面 積

6000M' 以

う，)，1こ 他
色 ミ ロ グ〉 r宵 M' つ |

1000 M'  

上 の も の

で 誼 よ 乾 五 ワ こ も 火 以てト

以 上

、司E
れ 俊一 。 >  

階 的 栓 上 は ル

駐 ら 室

MO  2  

ト グ) 1こ 要 あ五を 延 面 積 延 蘭 積 延面H t 延 面4責 延面H t

車
lj1 

そ 以 床 世 設 り干こ

グ〉 両 割1 グ】 以 上 商 自E lli M'.え 1000M'  700M'  1000M'  1000M'  1000M'  

用 を す 他 上
グ〉 4責 ;t.t 一 以

主主 る
事， σ、

変
グ〉 象 階 上 か 以 上 以 上 以 上 以上 以 上

供 事 m 五t 部 1iL dロk  
物 又 の つ

す さ
ヌ' →1  グ〉 分 設 計

σ、
はも

舞 台 部 床

地 1  2  地

る せ

，凡

火 {晶

)  

二 円 延 階 階

'"' 
面 H't 

部 る {蕗 気 設 又 IJ' 階 に 蘭
グ〉 地 地 を

分 構
ヵe

を 世 1主 の 設 械

200M'  

床 階 階 除

グ〉
1tg  t  

設 イ士 発 耐 階 床 ｬｬｩ ｾ
以 上

面 を を 〈

床而

σ、
世 用 'il[ 火 グ〉 面 地 fi'i 除 除 階

も さ す 設 m 部 被 上

ｉ 也 、ムｾ
グ3 〈 数

積 グ〉 れ る {繭 築 分 の 階

階 床 而 積

iロk  階 階
カず

ヵe
で て 部

グ〉 物 合 的

1000M'  

3十 2主 数 11 

し、
分 あ で つ 計 床

以上

ヵe カ，IJ '  以

地 車 る で る l立
し、

が 而 七 7  5  上

階 両 部i 部E 九 て tl'l 。 以 以
σ、

グ〉 分 床 分 。 代 面干 の 。 上 上 も

ヰE で 而 。 千幸 火 合 M'  町 で
σ、

階 容 床 4貰 設 。 自q
建 計 以 も 延

以
ムロ

面
ヵe 置 M'  

築 )
上 町 田 設

上 数 4白 以

，凡

物 が で 4自 il1 
.-'" 

グ〉 7うず カず 。 上 世 で 二 あ
ヵe

階 。 す は 万 る

I也、ム窓

，、

で 。 。 M'  
簡 る 一 五

階 床 面償

上也 千

l主 以 。 以 易 万 千

1000M'  

階 M'  

上 M'  上
画f 五 M'

グ〉 以

。 グ〉 以
グ〉 火 干 以

以 上

苦日 J 二

O  M2  

も 上 苦11 建 M' 上
分

σ、

グ〉 グ〉 分 築 以 内 む

以 部l 物 上 も σ3 

上
設 分 設 て- グ〉

溢 f柑 l主 聞 に

号"，.，. ，、 易 設

階 irl 。 耐 置

で
。 火

l孟 。 建

五 M'  築

。 以 物

。 上 で

M'  
1;1 

以 そ

上
グ〉 万

他 M'  

屋
σ3 以

上
話: 上

で 築

l立 物 そ

高大阪市火災予災条例で線制l
送水口を

附置した

スプリン

ク ラ 設

備 が あ れ

ば 不 要



防災システムに、
排煙i lトJッlプフイト 防煙ダンパー

空間 ダクト

電F磁喧弁

L..fiiii 

排煙ダクト

」 ゐ

h  

#ド 煙 4非 煙

相F ー
煙知 手動操作弁

慢

手

ト雪

煙 感
煙 感 器防

ト一一

ダ 煉動 ロ

知義 ロ

運 動 制 御 器 』

:)，: 

ト三

卜↑

戸
ト一一

作弁

エエ I

エヤーブレーキの原理を

な 採用したの税一キ

〈空気圧〉のすぐれた特長を生かしました

安全側に作動 経済性抜群

耐久1 ' 1・は、エヤーフ'レーキや 'I(fll ，j!'l副J ドアーて' 尖却さ 品1 ' t 、制度がきわめておく、工WI を大中i I I に1i'.; 紡します

れている泊りて-T
o

火 災 発 '1:11与、 )J がーにも、利引古li に から、コスト的lこもイf1' lJ て'丸そのうえ、簡必な t.Yii 1i から

似打 ｩ が生じた場介、ＡＧｉ動的に圧力ＮｾｾＨが、排出されて、
生まれる諸 H.'i'i の節約など、まさに、経済1"1:はfJ.d nて-1;，

安全I I ! リに作動するようlニな ってし、ま丸

作動がスムーズ

光州! と[ l iJII ，¥に1::1:7J :，¥;:.¥を1)1' 11 ¥して、作機日誌をスムース'

に、 しかも、倒尖に何回i} j させますユ 笠 公11: を手，m] して

し、ますから、屯減、 Jl'iiJ 7Jil (，( が jM! ; 断されても大丈夫。もち

ろん、非常発電設備も不要です二

自動復帰が容易

ＡＧｉ Ｑｗｊ Ｑ ｜ｩ Ｇｨ￥ 作 文，Ｈ［ＱＮ、ｩｬｊ ｬｊ 術 ｊｾＺｴ で ｏｬ ｪ ｬｪｩＮにおこなえま丸した

が って、t i : : ml 杉t l t . には、いままて"のように 1(11例な {十業が

ｌ 、 っ き ｌ 、ともなわＧ､Ｚｾ、ようになリました 。

保守・点検が簡単

rl'央民税制l御三iに設包' されたj止! Ii}ji! il J i ; 卸協のスイ '/ チ

傑作だけで: 弁機総の刊$ 状況カt 表ddl で政認でき

ます主 こi L により、ひとりて、しかも、担l 時 I:l Jに完ぺ きも

点 検が毎日 でもおこなうことができます二

故障、誤動作を追放

作動部に、笠公圧シリングを{ 止 111していますから、述到J

ｩｉｬ ｬ ｊ￭［制 ｊｾｾ には、 Ｇ［ι 公式にみら ｩｬ るト ｕｾ￭ Ｇ Ｇ､ Ｚ Ｇ ， ｬｌＺＮ｜ Ｑ 己 ｉｾ 告を剥 ｩ み

込ませて ｌ 、ません 。 つまり、故ド ｦｊ や ｾｾｈ￮ ｽｪ ｗ をひきおこす

生 ｾ ｪｊ， Ｑ カ ｴ 取り| 徐かれているのです。

才

認定番号 BCJ. DCS(S. T) . 6

空気圧による方式を、防災システムに採用したのはナ

プコが日本で放初です。 パイオニアの誇りと、税を依

〈特長を有するナプコ独自の防火防煙、排煙システム

のうち、この度「煙 ・熱感知器述動防火戸自動閉鎖機

構J が、日本雄築センターによる防災性能評定に合格

し、業界初j めての' 空気圧による防災システムとして認

定されました 。

ナブコ防災システムは、

防煙、排煙に威力を発揮

突然おこるビル火災 。 Ili 今グ〉往築資材をはじめ繊斜i

製品などは、イicti;li スや肢を多11i :に党 '1二させる危険が

多いたけに、級宇iペコ行i失は、悲惨さわまりないものに

な っ てし法七ご存じのように、ＴＮｬｬｕＵｾ， ｾｩｬＧ 法や消防法は、

一 定 以J- ，のビルには、いくつかの防災ぷ怖を義務づけ

てし法七ナブコ総合防災システムカt 万 が一に備えて、

24時 1:11フルに I tードしてしゅのもそのためて約七 ナ プ コ

総イ汁リJ 災システムは、火災発生と| 司 11;¥'にJ 1' 1;¥'1 1がひらく

|切火 r i
でi J 1j ' i ; : ; i J 1j l i i ' tを封鎖する→ンヤ ッターが降りる

ＷＱ と光でｾＢＧｩ ［Ｇ［ｕＧ こ ｊ 先導する 。 文ＧｪＧーで ， Ｇ ＺＧｉｴば、時 ｉ ｈｬが

かかるように忠われるかもし i しません玖尖際の作動は、

瞬時につぎからつき'へと j主動し、制i 1? をl t X: 小限にくし、

とめます九 ナ ブ コ 総 合 防 災 y ステム、その 裟あ! の数は、

ｊ 也事長Ｉ，ｾｩｉＧ法、消防法に定められた法規を、すべて満足

させる J，立小限の純抑| でよ生日| されていますから、イーJ l の

. . . . . 1. からみましでも、まったくムダがありません。

...nC1'. 未 来 建 … ひ ろ げ る

日本エヤーブレーキ株式会社

本 社神戸市葺合区御幸通 7 丁目 l 番12号 (三宮ビル函館)

干651 TEL (078)  251 - 8080  

東京事務所 東京都港区海岸 l 丁目 9番目号 ( 国際浜松町ビル)

干105 TEL (03)  437- 1261 

京ごJ I l 命 ・お! 日l' 、合 わ せ は

東日本/ 東京ドアーエンジン 側 T E L ( 03) 59 1- 6411 

西日本/ ナブコドアーエンジン側 T E L ( 06) 532- 5841 

九 州/ オ リ エ ン ト 産 難 附 TEL( 092) 781- 7561

4 3  



松下電工のトータル防災システム

44 

松下電工では、 火災の早期

発見から安全避難までで、の一連

|rル……ス万肌一テ弘ム

施工される建物の規模. 構造

に合わせて、理想の防災シス

テムが設計できる品種豊富な

防災設備をお届けしています二

- お問い合わせは、

〔干571J 大阪府門真市松下

電工・防災機器営業部 P R係

官 (06) 908- 1131へ。

麗麗覇華麗謹i 観護費露髄翻

災害カBら命を守る防災システム

闇

カジノン火災報知設備・出火室表示

システム ・カ ジノン紡排煙殴備・

防災センヲ ー・ E雪導灯 ・遜厳E需導

シス テム・非常用照明器具 ・直流

電源段備 ・自 家発電鈴備・漏電火災

警報器・避援は しご ・バルコ ニー

避舵ロ・不燃建材・防犯機器・防

爆器具・感電防止繊器ほか



?II.. d #l ' J  1  

緊急事態発生. ゲ

この時こそ信頼された偉力を発揮する

モリイの総合防災システム

見易く、扱い易く研究されつくした

防災監視盤

@ 森 井 電 業 株 式 会 社

電話06 (443) 8381  (大代表) ・(443)8386 (夜間専用)

よｾ

邑 業手重 目

本 社 干108 東 京 都 港 区 三 回 2 - 1 9 - 1 2

電 話 東 京 03 (451) 9  6  1  1  代 表

東 京 支 庖 〒140 東 京 都 品 川 区 南 品 川 4 ー 1 - 3  

電 話 東京 03 (474) 3 2 2 1 大代表

福 岡 支 底 干810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 2 - 2  0  

電 話 福 岡 092 (751)  6  9  6  6代 表

名古屋営業所 〒453 名 古 屋 市 中 村 区 長 戸井 町 3 - 4  1  

電 話 名 古 屋 052 (451) 7 4 4 5 代表

広 島 営 業 所 〒730 広 島 市 大 州 2 - 1  1 ー 7

電 話 広 島0822 (83)  6  0  0  1代 表

仙 台 営 業 所 干980 仙台市国分間J l - 8 - 14第 2 協立ピル

電 話 仙 台 0222(22) 7022 ・(23) 8040

札 幌 営 業 所 干060 札 幌 市 中 央 区 南 三 条 西 8 - 4  

電 話 札 幌 011 (251)  6  4  8  4  

監 視 制 御 装 置 制 御 盤

R C C システム (電算機応用装置 ) . M U 型 動 力 制 御 盤

ピ ル 設 備 総 合 監 視 制 御 装 置 ・コントロールセ ンター

簡 易 形 監 視 制 御 盤 ・各 種 自 立 抑 制 御 盤

各 種 入 出 力 変 換 装 置 ・ そ のイ也

防 災 総 合 管 理 鍵 ・高 低 圧 受 配 電 盤

搬 送 監 視 制 御 装 置 ・ 分 電 盤 ・ 端子盟主

計 画 ・設 計 ・製 作

4 5  



防煙・防火は 臨A瓜

てや. .  .  .  .  .  

備κノ

コムなし 完全不燃構造

. 防 煙 、 防 火 シ ャ ッ タ ー の 構 造

ー

. 耐 火 用 30介 加 熱 後 の 遮 煙 性 能 試験 ( s - 50 .  12 .  2  )  

( 財 ) 建 材 試 験 セ ン タ 一 試 験 結 果

通 気 量

m'/mi n. m'  

「 オ マ タ 」 の ゆ た か な 経 験 と 、 確 か な 技 術 か ら

生 れ た 、 完 全 不 燃 構 造 の 防 煙 防 火 シ ャ ッ ターは、

数 多 く の 施 工 実 績 を あ げ て 参 り ま し た 。

さらに今回は、 J 1  S  A  1311 - 1975  i 建 築 用 防

火 戸 の 防 火 試 験」 に 従 っ て ス ラ ッ ト表面に 耐 火30

分 加 熱 を し 、 通 気 試 験 を 行 な っ た結果、 H{ 秀 な 成

品責を 正文ゲコました 。

こ の 試 験 結 果 が 示 す と お り 、 耐 火30分 加 熱 後 の

通 気 量 に お い て 、建 設 省 告 示 の 規 定 に 十 分 な 余 裕

を 以 っ て 適 合 し た こ と に な り 、 業 界 で 初 め て 完 全

不 燃 構 造 の 防 煙 シ ャ ッ タ ー の 高 性 能 が 証 明 さ れ ま

5 つ の 特 長

5kg / m'  

0. 27 

0.24 

① 完 全 不 燃 構 造 の 製品 で す 。

② い ず れ の 方向 か ら 加 熱 さ れ て も 通 気 量 に変 化 が

あ り ま せ ん 。

③ 性 能 が い つ ま で も 変 り ま せ ん 。

④ 長 期 間 使 用 し て も 遮 煙 材 の 摩 粍 、 脱 離 の 心 配 が

なく 、維 持 管 理 が 簡 単 で す 。

⑤ 強 度 の 点 で も 安 心 で す 。

十ｾ .J'1冥シ' y . 'I_I 9 -工 業 献 武 自 主

本主1: . 工 場 見[ J ;'; I'iI I北 区 点川 端11 - 4 - 1 干 1 1 4

.，正J 丹 ( 03)  893 - 5211 ( {.¥::ヨ是)

大 阪 支 '11; 大 阪 市北 区 此花町 Ｒ Ｍ Ｕ Ｑ Ｈ ｾＩＵ 新興 ピ ｬ レ Ｉ

した o ｾ ｾ ｉ 治 Ｈ Ｐ Ｖ Ｉ 353 ー 7377 (代 表 ) 〒 5 3 0
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新法令にもとづく公認製品・・・・・・・.

防

煙

防

火

ン

ヤ

煙感知器連動による防災機構・・・・.

フ

収納型屋外避難階段・・

フ

ツ

タ

ア

イ

フ

口

シ

ス

テ

ム

イ

ノ¥

ド

( 言 加 問 合 せ 資 料 ご 請 求¥

は下記へご一報願いま す。 ノ

ラ イ ヘ ー ド 施 工 例

建 築 防 災 の 総 合 メ ー カ ー

東洋シャッター株式会社 ttRT話2ZZ;?と官 官三;;r

横 浜 ・水 戸 ・盛 岡 ・富 山 ・浜 松 ・岡 崎 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・姫 路 ・広 島 ・福 岡 ・宮 崎 他 全 国 主 要 地
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kg/m
2

時¥煙の

漏気量O.2m
3

/min.  m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

/min.  m
2  

( 業界No. l ) を記録しました。

ｾ ・幽醤幽幽幽掴圃Ｎ

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開問機を使用しております。

御 一報次第カタログお送りし ます。

近年¥ビル火災でのいだましいJ 義I1注者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャ、ッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えた" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 rli 淀 川 医 111 I11北 3 丁 目 2 得 4 J;)- '1正治06(301 ) 3656- 9 営 業 所 機 浜 ・ 大 宮 ・静 岡 ・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 I(.f 枚 ) j rl im佐 川 j止1 丁目 7 { 番 地 屯 訴0720(57)4535- 9  

東京 工 場 川由， ｾｩ rI i  "リJ; (i x. lJi ) L r点 3 丁目 1 1 5 9 番地 '，l1iii Tj ({¥:) 044 (411)  6325 

名 古 屋 支 庖 名 山 li rli 小川 IX . 北江田T 2 丁目 1 2  "l I H也 '，!1.;，f;({ ¥:) 052 (361)  7441  

九州支庖 ・工 場 制阿保有I Mm; 紅1M田I大' j -: f中日;('j': 明事1' 984- 4  '，I1J，号 09293 ( 8 )  4661  

北 陸 ・京 都 ・神 戸 ・ 高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・ 宮 崎

鹿 児 島 ・ 佐 賀 ・ 長 崎



ビ ル 火 災 か ら 人 命 と 財 産 を 守 る

文 化 の 防 火 ・ 防 煙 シ ス テ ム

ム一
一
ア
一一ス一シ一

一

・

-

モ一レ一セ一
. た て 穴 区 画 に は

防煙シャッターを設置 することが

義務づけられました。

建 築 基 準 法 で は 、 エ レ ベ ー タ ー ・ エ ス カ レ ー

タ 一 、 階 段 ま わ り な ど の た て 穴 区 画 や 地 下 街

の 広 舗 な ど に は 、 煙 感 知 器 に よ り 自 動 的 に 閉

鎖 す る 遮 煙 性 能 を 有 す る 防 煙 シャ ッ タ 一 等 の

設 置 が 義 務 づ け ら れ ま し た。

、、
、

、
、

、
、

、
、

、
、
、

ど

セレコン

(防災連動制御盤)

| ど こ ま で も 安 心 を 追 究 し ま し た .

ピ ル 火 災 で一 番恐 ろ し い の は 煙 で す 。

水 平 区 画 で 毎 秒 l ー 1. 5 m 、 た て 穴 区 画 で 毎 秒

3  - 5  m 、 さ ら に エ ア コ ン 使 用 時 に は 毎 秒 10 m 

以 上 の ス ピ ー ド で 暴 れ ま わ る 猛 煙 を い か に シ

ャ ッ ト ア ウ ト す る か一一一ー よ り よ い 都 市環 境 づ

く り を め ざ す 当 社 は 、 防 災 機 構 の 研 究 に 取 り

組 み 、 新 基 準 ( 昭 和4 9年 実 施 の 圧 力 差 2 k<;t / m'  

の 通 気 量 ) O.  2  m'  /  m'  - m i  n を は る か に 上 ま わ る

遮 煙 性 能 を も っ 防 煙 シ ャ ッ タ ー は も と よ り 防

吐竺ーク
(燥感知器)

火 ・ 防 煙 シ ス テ ム ( セ レ モ ・ シ ス テ ム ) を 開

発 し ま し た 。

ま さ に 安 心 を 追 求 し た 技 術 と 誠 意 の 結 品 で す 。

都 市と住まいの安 ｊｾ｜ を つ く る

文化シＢ�ｾター



高層ビルからマイホームまでの

住宅関連金物建材総合商社

営 業 品 目

建 築 金 物

建 具 金 物

インテリア金物

ア ル ミ サ ッ シ

ストアフロント

防 災 シ ス テ ム

防
グ{<く〈

機 舌否

ーー皐ー・

級 ド ア
同Eコ3  

門扉・フェンス

化 成 品 新 建 材

. 各種資料を用意いた してお りま す。 ご入裂 の 際 はご諮 求 下 さ い 。

50 

.4 

I 、

＿ｾｾ合物株ぎに曾枇

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 綿屋町 6 番 地

電 話 (06) 779- 1581大代 表

郵便番号 543- 91  

テレ ックス 527- 8939 

J I [ 点: 1 < fll 電話 ( 03)875- 6 111 )<代 テ レ ，タス 265- 5364

札 院 主 fll 世話 ( 0 11 )631- 1571代器 テ レ ，タス 933- 419

仙 計 立 山 電話 ( 0222) 94- 3271代 . & テ レ .， クス 853- 3 13

t .  t! i bi :k m 旬開 ( 052) 66 1- 9541代 表 テ レ y タス 446- 3725

k. ¥ 11町 立 応 電話 ( 092) 522- 5881代 器 テレ y タス 723- 347

神指 川官 難 所 電路 ( 0462) 75- 1121代 経

京大 阪 世議所 11[ 脂 ( 06)723- 2131代 表

高 松 官 軍 所 世 話 ( 0878) 34 - 7761代 盟主 テ レ y クス 5822- 390

広 砧 官 業 所 電 話 ( 0822 )55- 2711 代 表

沖 縄 官 接 所 電路 ( 0988 )68- 5  8  7  8  



画 '11

おきさください。

川重防災の「経験談」

川重防災の消火 システムは、世界的

権威 NAT I ONAL F I RE  C ODE S  

に準拠、圏内消防法、損害保険料率

算定会規則に適合する信頼性の高い

シス テムです。特許、実用新案を多

数獲得した 30年余の経験を、ぜひお

役立てください 。場所特性による的

確なシステムづくりの豊富な実例な

どお話しすることは沢山あります。

お気軽にご連絡ください。

防 災 × 消 火 設 備

本 社 東 京 都 新 宿 区 市 谷 本 村 町 3 4 番 地 ( ヴ方ーグ ピル ) 福岡出張所 福岡市博多区上呉服町10- 1  ( 川崎霊エ・福岡営業所内)

干812 f t  0  9  2  - 2  7  1  - 8  5  5  2  ( 直 )

明 石 工 場 兵 庫 県明 石 市 川崎 町 1 - 1  ( 川崎 重 工 ・ 明 石 工 場 内 )

〒673 f t  0  7  8  - 9  2  2  - 5  7  5  7  (代)

〒162 f t  0  3  - 2  6  7  - 3  4  1  1 附

大阪営難所 大阪市東淀川 区山 口町T325番町 1 (星和 地所新大阪駅前 ピノレ)

干533 f t  0  6  - 3  2  3  - 8  8  1  1 附

川| 霊防災の取扱製自 防災システム・消防用 、各種産業用呼吸器・医療及び各種研究用ガス配管設備

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替町 1 - 12 日生ビ ル f t  (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

5 1  



防災主要メーカー営業案内欄

名 称、
H昌a、

業 種 目 所 在 地 電 言言

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 此 花 町2-51 (第 5 新興ピル ) 06-353-7377 - 9  

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業

防 災 シ ャ ッ タ 一 等 本 社 ・工 場 東 京 都 北 区 東 回 端 1 - 4  - 1  03四 893-5211 (イ-t)

株式会社大阪支庖

与 野 工 場 埼 玉 県 与 野 市 下 落 合 6 4 6 0488-33-2131(代)

本 社 東京都新宿区市谷本村町34番 地 03-267 -3411 ( 代)

川重防災工業株式会社 1向 火
Et2LFλ  L  

大 阪 営 業 所 大阪市東淀川区山口町325- 1 06-323-8811 ( 代)

福 岡 出 張 所 福 岡 市 博 多 区 上 呉 服 町10- 1  092-271-8552(代 )

本 社 伊 丹 市 伊 丹雲 正 の 下 2 3 7 番 地 0727-82-8561(代 )

高圧瓦斯工業株式会社 各 種 消 火 設 備 東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4 丁目 7 番 3 号 03-265-7651 (代)

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁目 11番 地 052-915-0801(代)

避 難 設 {術 本 社 東京都千代田区神田小川町2-2天下堂ビル 03-291-4141(代 )

斉 田 産 業 株 式 会 社

防 勢ド 煙 a又I C  

イ出j 札 幌 営 業 所 札 幌 市 西 区 八 軒三 条西1丁目久保田ビル 011-641-4161 ( 代 )

東 洋 シ ャ ッ タ ー

防 災 シ ャ ッ タ 一 等

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 間 替 町 1 - 12 日本生命ビル 06-943-6571 

避 難 設 保5

株式会社

総 合 防 災 y ス テ ム

東 京 本 社 東 京 都中央区銀座 7 - 15- 17富国ピル 03-543事 3145

日 本 エ ア ー ブ レ ー キ
本 社 ・工 場 神 戸 市 野 合 区 脇 浜 海 岸 通 1 - 46 078-231-4141  (1-t )  

株式会社

総 合 防 災 シ ス テ ム

東 京 事 務 所 東京都港区海岸1-9-18国際浜松町ピル 03-437- 1261(代 )

株式会社
大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 回 川 北 3 丁目 2 番 4 号 06-301-3656 - 9  

防 災 シ ャ ッ タ 一 等

日本シャツター製作所
大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 旋 回 近 1 丁目 7 番 地 0720- 57 -4535 - 9  

文 化 シ ャ ッ タ ー
本 社 東京都板橋区志村 3 - 26- 4  03-967 -2111 

株式会社

防 災 シ ャ ッ タ 一 等

大 阪 支 広 大 阪 市北 区紅侮町16 06-358-7001 

松 下 電 工 株 式 会 社 総 合 防 災 シ ス テ ム 本 社 大 阪 府 門 真 di I坊災機器営業部 06- 908-1131 

党 知 感 知 骨量

排 煙 設 イnll

松 本 金 物 株 式 会 社 避 難 設 イnIi 本 社 大阪市天王寺区上綿屋町 6 番 地 06-779-1581(大代)

避 難 誘 導 設 備

| 坊 犯 1ノ ス ア
J..，. 

森 井 電 業 株 式 会 社 総 合 防 災 シ ス テ ム 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 玉 江 町 1- 17(正宗ビル) 06-443-8381(大代)
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大阪消防機具同業組合有志組合員名簿

T 530 大 阪 市北 区神 明町 5 4  電話 06 - 364 - 5662 

名 称
件邑同

業 種 目 所 在 t也 電 言言

自立すJ 火 災 報 知 設 備

言秀 導 n  設 イ桁

06- 704- 2114 

青 木 防 災 株 式 会 社 避 鍛 設 イ府 大阪市平野区喜連西 5 丁目 3 番38号

I肖 火 栓 設 イ桁
06- 704- 2115 

放 送 設 イ桁

避 告任 設 1n1l 本 社 大阪市東区安土町 2 - 12 トヤ 7 ビル 06- 262- 1551 

株式会社 赤 尾

総 合 防 災 用 品 支 庖 東京 ・名古屋 ・福岡 ・札幌

消 火 設 {桁

A  B  C  防 災 本 社 大阪市此花区春日出北 1 丁目 9 - 9 06- 463- 2525 

j壁 難 設 1Rll 

自 動 火 災 報 知 設 備
本 庖 東 大 阪 市 友 井 3 丁目 2 番 8 号 06- 722- 7660 

非 常 用 放 送 設 備

大 阪 消 防 設 備 社 支 広 大阪府箕面市芝204番地 0727- 23- 3806 

避 日佐 設 イ脂

I向 火 設 1Ril 
支 庖 大阪市生野区小路 3 丁目 9 番地 06- 753- 0901 

t時 |坊 ホ ス

株式会社 近 商 本 社 大阪市西区新町通 4 - 41 06- 532- 6071 

I時 火 キ圭 器 具

消 防 施 設 工 事 本 社 大阪市東淀川区12里町720 06- 328- 2640 

総合防災電設株式会社

屯 気 配 線 工 事 校山営業所 愛媛県松山市北久米町653 0899- 75- 2442 

株式会社
火 災 報 知 設 備

浪 速 防 災 工 業 所

本 社 尼 崎 市 西 難 波 町 4 丁目 3 番 6 号 06- 401- 4893 

施 工 ・修 理 ・点 検

株式会社
消 火 栓 設 備 器 具 本 社 大阪市西区締本町 5 番地 06- 581- 2821 

r ， 
ン ア ン 商 会

防 災 保 守 点 検 工 場 滋賀県高島郡新旭町深構914 0740- 25- 3310 

消 火 ・ 避 難 設 備

富 士 産 業 株 式 会 社 大阪市浪速区元町 4 丁目 2 3  6 番地 06- 649- 1201附 - 5

設 計 ・施 工 ・保 守

総 合 防 災 設 備 工 事

株式会社 マトイ商会 大阪府守口市金田町 3 丁目 241 - 15 06- 901- 9049 

保 守 ・ 管 理 ・点 検

t自 火 設 イ府 本 社 大 阪 市 北 区12島町25番地 06- 371- 7775 

株式会社 マ ル ナ カ

総 合 防 災 y ス テ ム 支 庖 東 京 神 戸 06- 372- 3277 

5 3  



いることがわかります。 また、ふつう座金はポ

J レトの種類に関係なく機械的性質が一種類のた

め、火災温度指椋として、調査がやりやすいと

思われます。 この結果をみてつぎのように考え

ました 。

「高力ポ J レトを用いている建物の場合、高カ

ポ J レトの座金の硬さを調べるのが火災時最高到

達温度の推定に最も有力なものとなるのではな

いか、これによ っ て建物内の最高到達 ｩｾ ］ ＺＢ 度分布

が明石在になるのではないか」

しかし、この方法は消火のための水をまとも

に受けた場合など、すべての状態に対応できな

いものですが、補助的手段を加えて 、 より完成

度の高い方法にしたいと思 っています。 つぎに、

同時に行 った笑験で F l l T 高カポ l レトについて

核合苦11のポ l レト軸力がどの程度火災時になくな

るかを調べました。 この結果を、 図 - 6 に示し

ます。図よりわかりますように 加 熱温度が300' C

をこすと軸力の低下が顕著になり、

400・C で残留軸カが約60%

450'Cで残留軸力が約30%

500・C で残留輸力が約20%

となり、図ー 5 と図 - 6 を合わせることによ っ

て座金硬さがわかれば、残留軸力の推定ができ

るわけです。また、その他 の被害も、 5 541材

めような部材も、図 - 1 に示される熱i問中の強

さ、降伏点などをみれば、 400"C - 600"C の問ぐ

らいで、構造的な問題を 生じることが考えられ

ますが、このことは実際の被害調査ともかなり

良い相関を示すのではないかと考えております。

( わきやま こう ぞう 大阪大学工学部建築工学科・助教授)

な要素は火災時の椛造物各音11の最高歪IJ j 童混皮で

あるのではないかと考えられます。 すなわち、

構造物各部の最高到達温度の分布をとらえるこ

とができれば、自にみえぬ締造的被害をも含め

て被害の程度を推定できるのではな いかと考え

るわけです 。 しかしこの混度とその分布をとら

えるというのは生やさしいことではないことは、

たしかです 。 たとえば、 5 S  41材や S M50材の

場合には、加熱中には 図 一 1 に示すように侃度

が300"C をこえると強度低下がみられるものの、

熱履歴後においては、ほとんど機械的性質の変

化がなく、火災後の調査では、問題点はクリー

プなどによる残留変形座屈などが、その加熱温

度の履歴を示しているのです。 ところが 、高カ

ポルトのように熱処理 ( 焼入れ、焼戻し ) をほ

どこしたものの場合には、強さ、降伏点、硬さ

など機械的性質の低下が顕著にみとめられます。

その数例を 図 - 3 、加熱出度と商カポ l レトの強

き、 図 - 4 、加 熱 温度と硬さの関係などにより

示します。これらの結果は高カボルトを 加熱し 、

最高温度て・約一 時間保 った後、非常にゆるやか

に冷却した場合のもので、最高温度カィ400' C を越

えるとその機械的性質が低下するさまを示して

います。 この場合、機械的性質低下を始める 1足

度は、当然なことですが高カボルト製造時の焼

戻し温度と強い 相関を 示しております。

つぎに、おなじような実験を座金について行

った結果得られた水温度と硬さの関係H を図 - 5

に示します。 この図でわかるように、座金の場

合にはもとの硬さが、 HR  C40程度と硬いため

にその低下も著しく、 300・C を越えると低下して

一

λ

y

-

レ

一

¥

国

司

/

一
一

E

J

¥

仮

4

3

ボ

ア

造

¥

ム

一
2

力

一

/

構

¥

一

吉
岡

一

×

一

〉
』

一

¥

/

一

災

γ

¥

/

ム
一

火

広三

私は、 一昨年火災をうけた鉄骨建物の復| 臼に

ついて、調査しましたが、このような分野の研

究があまり発表されておらず、綿密な復旧計画

を立てるのに、被害の定量的把握の方法にかな

りの困難を感じました。

火災による建物の構造的な被害にはつぎのよ

うなものが考えられます。

1 . 繁材約被害

1. 1 強き降伏点、硬さなど機械的性質の劣化

1. 2 熱膨張、収縮による欠陥や残留応力の発生

2 . 郵材的被害

2. 1 機械的性質の劣化

2.2 クリープ伸び、絡み

2. 3 座屈

3 .  < < 造物的被害

3.1 平而的、立体的、変形

3.2 残留応力

3.3 部分的、全体的崩綾

これらの被害は、ほとんどのものが火災の高

熱によるもので、これらの被害のも っ とも重要
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図- 3 軒樋算定図表

(WIJ )  点以 ( b  地域 Ｉにて ｢ｈｊｾｉＨ ｬ ｩ ｨＧＱ A  = 60m、こう配 1= 1 % の場介、

自活s長D = 10.5cmとなリ、そのときの ifiU阜 V =0. 84m/sec、

iilU;l Q =0. 0024 m・/sec である。

。07r‘射訓。

O.05 t 3似掬

0.031'冊。

.:t t w曲

1 8ω 

量 0.01す 6，.
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。冊31
2ω

1 1鈎

。∞21

l曽

o ω 1I ω  

+ 拘

O.OC焔ム ‘003 

開 I u c ' /mi n 

図- 4 谷樋算定図表

(191]) 大阪 ( a  地 域) にて bl fl{ 1( li  h'1  A  =  200m、ニ う配 1= 0.5% の場合、

Ｑｩｬｬｩｾｩ ，｜＠ B=  300mmと主リ、そ の とき のifrU生V= 0.85 1ll /sec 、 ｾￆ｛［ ，， Ｚｑ］

0.01"γ /sec である。
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。制305

九 答総 の 水 深 ( m )

D 径 ( m )

g  重 力 の力日 i創立 ( g =

9. 8
M

/ s e c )  

[ι  降 雨訟

寸 を 与 え れ ば

α  . 左足似d岡山

r h 各総 の 水 深「

I  ｾ＠ .  "..." ｾＧｖ＠ I の 除l係 式
L D ・笠 樋 の 径 一J

が' * まる 。 これ を 図 表化 した

ものが、 図 - 5 である。

こ れ を 図 表化 した もの が 、

図 - 3 ， 図 - 4 である 。

② 竪 樋 ( 円形断 商 )

Q  = i A ……… (1)  

Q， = α v=α c . . i ' [ gh 

= 2. 66α /ii. . . . . . . . . .(2)  

c 径 、筒 長 に 関 する

--l-I;' 数 ('bi ・の hlll 拍、 ｩ 必 ｩ ｊＡｾ、

会，( i包の上井等を考慮、して、

C  = 0 . 6 とする。)

実 施 に 当 た っ て は 常 に 、 設

計 、 材 料 、 施 工 の 3 項 目 に つ

い て の 充 分 な 検 討 が 必 要 で あ

樋廻りの納 り

2 3  

建物の雨水排水計画

挫 物 の 雨 水排 水 計 闘 を 行 う に あ た っては 、

そ の地 械 の 雨訟 を知 ることが北本となる。

こ こ で は 全 国 を 3 ブ ロ ンクに大別 し て 表 に

したのが、 図 ー 1 、 図 - 2 である 。
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E  

る が 下 記 に 一 般 的 な 注 f ! : .. j'; 

(1) 

墳 を ぬ げると 、

① 納 り は 自 然 に 逆 ら わ ず 単 純

化 を 第 ー と す る 。

② 設 計 は 多 少 の 余 裕 を み て お

く 。 こ れ は 計 算上 の 雨 祉 の ほ

かに、 ｪ 瓜述、 風 圧、樋の Ｉ ｦ ｾ［ Ｑ 犬、

勾 配、材 質 、 ごみ等によって、

水 が 絞 維 な 動 き を す る た め で

図 - 2

① !I汗 樋 お よ び 谷 組

ｑ ， をｆＺ ｉ ｈ ｊＺ ｩ ｊｦ ､ ｊＺ 、 ｑＲ をＧｬＧ ｩｬｬｩ をｩｊＡｾれる Ｗ ＮｫＮ ｩ ｉ ｊ Ｚ とお

けば? 、

Ql  = i AP 

雨量の算定式

。。

。ω

ある。

③ 箆樋は、 !I汗樋、 谷樋の* - を

一 度 桝 に 受 け て 流 れ を 強 え 、

気泡を ｼ 徐いてから皇針通にｩｊＡｾす

よ うにする。溢水を| 幼ぐため

に も桝 は で き る だ け 深 〈 設 計

一( 1)

(2)  

する。

④谷樋はi J ! [ 訟が多〈荷量も大きい 。 ま た 熱

膨 脹 も 受 け や す い の で 、 支 持 方 法 、 継 手 等

は 充 分 耐 久 力 の あ る 材 料 、 方 法 を 選 ぶ。 /高

とし 口は桃 造苦11材 を illi け て 配 置 す る 。

⑤ パ ラ ペ ッ トは必ず ダ ブ ル 配筋 とし 、壁 I

は 150 mm以」二と す る 。 コ ン ク リート 打 継 IUI

は れl' さえ而よ り高くし、 外 勾自己をつける。

⑤ ド レ イ ン の 型 は 種 々 あ る の で-II)] 水 j習が後:

治するように鍔の広いものをi i ! i ぷ。 受 JDl は、

排 水 不 良 を な く す た め 低 自 に 設 置 し 、 A区休

コンク リー ト と 一 体打 ち と す る 。

， b  ，附

( 縫織)

l! ω f長 。

円形竪樋算定図表

④配色Ｚ釘 ｬ のＱＧＱＧ［且Ｈ床、 ｉ Ｚ ，ｾＩ

むすび

J 8 

。∞

図 - 5

1  1  100 J R 

仏 = ーαv=一α一一一一 J完了

K  K  m+  J A 

100 f 万

v=一一一τ J 充ア

m+  J R  

L  降 雨 量 ( m /  s ec )  

A  屋似 而ぢi ( m
2

)  

P  :  i1rE下 係 数 ( ρ = 1 安 全側 )

K 安 全 係 数 ( k = 1. 5 )

雨水耕* - ? 十四は、設計、材料、総工、経

済 性 等 の 総 合計 画て" ある。したがって 単 純

イヒ こそカヘ トラブルをなくし、母11' 持包一週! を

し や す く す る 。 し か し な が ら 万 一 耐 水 等 の

よj'. 放 の あ っ た 場 合 で も 、 そ の 場 |民りの対策ー

は illi け、 i依! 立的に調貨を行い、そのj点凶を仰:

かめ係災な中IIi 修 を 行 う よ う に 努 め る べ き で

ある 。 そ の た め に は 当 時 の 地 工 記 録 が 参 巧

になり、 制i { 1草 の 記 鉢 が 今 後 の 資 料 と な る の

で あ る か ら 、 地 工 記 録 は ぜ ひ と も 保 管 す る

よ う に し た い も の で あ る 。

金 属 板 の

α : 樋 の 断 面柏 ( m
2

)  

v 流速 ( m/ s ec )

R 流水 断面 ;fi' i / i l'iJill ( m )  

1 勾配

m 粗u支係数 ( m = 0 . 15

とき)

④ 半 円 形 樋 ( 樋 径 を D とする 。)

α = π Dち/ 8 R = D/ 4  

@ 角 形樋 ( 樋中日を B 、 同 さ を H として)

α = B H  R = BH/  ( 2 H+ B )  

その他

下 記 のZj'. 墳 は 、直 接 的 に は 雨 水 設備 とい

えな い が 、 iMi * - を行 いや す い の で 注 意 を 裂

する箇所である。

① E  .  P  .  J 部 分 ( 床 ・壁)

② P C a版 の 目 地 昔11分 ( 床 、 壁 ) 、

③ 増築予定昔11分 、 屋 上制 作 物

H は 一 定値 を与える。

以 上 の関 係より 、(1)式 = ( 2)式と お くこと

lこよ り、

[  降 雨 註

つ を与えれば、

A 屋 似 商 問

参巧文献( l HHI : 鮮と防水 中川' 1' A: 汗 nl ' ) 1!;1; 

大阪府 ｩｬｬ 築 Ｑ Ｚ 会 ｩｬｬｾ 1:'-' リーズ(1)

側大林剖l主1 ¥築工事資料

ｋｋ 大林組本 ｊｪ Ｑ ｩ ｉｬｬｴ ， ｬ ｉ れ旦 ｾ Ｎｴｦｬｾ ， ｬ 企，ｈＭ ［ｮ Ｎｦｬ ｈ ，ｾ

組築と社会/ 1976年 5 )1吋 5 5  

たけし( は しむと

｛ｾ＠ 槌の勾自己

] の 酬 式 が 求 め ら れ る。

ｂ 税帥，， ｜ ＨｦｾＩ



施 工 材 料 の 頁
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ラスの問題

日本建築協会建材委員会

( 担当 山田幸一)

概要

こ こ で ラ ス と い う の は 金属 性 材 料 を 主体

と す る す べ て の 左 官下 地 を 含 み 、 主 と し て

セメントモルタノレの下 地 として 使 用 される

ものである。

1975年 11 月 に 改 訂 さ れ た J A  S  S  ( 日本

総 築 学 会 建 築 工 事 機 準 仕 様 岱 ) で は 、 そ の

よ う な 下地 を、

(1)  メ タ ル ラ ス 下 地 ( J A  S  S  15 ・2 ・5 )  

(2)  紙 を 裏 打 ち し た 溶 接 金 網 下地 ( 同 15 ・

2 ・6 )  

(3)  ワ イ ヤ ラ ス 下地 ( 同 15 ・2 ・7 )  

(4)  波 形 鉄 板 ラ ス 下地 ( 同 15 ・2 ・8 )  

の 4 砲 に 分 類 し 、 な お そ の う ち メ タ ノ レ ラ ス

と ワ イ ヤ ラ ス に 関 し て は 、 そ れ ぞ れ J 1  S  

A  5505 - 1965  (1972確 認) ・J 1  S  A  

5504 ー1962 (1965確 認 ) と し て 工 業 規 格 が

定 め ら れ て い る 。 ま た そ れ ぞ れ の J 1  S で 、

メ タ ル ラ ス は 平 ラ ス ・コ プ ラ ス ・波 形 ラ ス

お よ び リ プ ラ ス の 4 種 類 に 、 ワ イ ヤ ラ ス は 、

その Ｗ 移 Ｔ 犬によって、ひしｊｦｾラス ・ 甲 背 Ｓ ラス

お よ び丸 形 ラ ス の 3 磁 類 に 区 分 さ れ 、 い ず

れも |坊 鈴 処 理 ( 亜 鉛 メ ッ キ ) し た も の と 無

処 迎 の ものとがある。

ラ ス は 取 り扱 い の 容 易 な こ と と 安価 なこ

とから 、 戦中 ・戦 後 の 鉄 材 不 足 の一 時 JtJ l を

除 き 、 戦 前 か ら 現 在 ま で 最 も 広 〈 使 用 さ れ

て い る 下 地 で あ る 。 し か し 従 来 の ラ ス に は 、

(1)  金 属 一 般 の 性 質 と し て 伸 縮が大きく、

そ の た め に 塗 壁 に ひ び 割 れ を 生 じ る 。

(2) 鈴 び や す く 耐 久性に欠ける。

という 2 大 欠 点 が あ っ た 。 極 端 な比 較 を す

れば、法隆寺のゴニ壁が約 1，300年 間 、ともか

く 原 形 を 保 っ て い るの は 木 舞 下 地 で あ っ た

か ら で 、 も し そ こ に ラ ス 下地 セ メ ン トモ ル

タ J レ塗 が使 用 さ れ て お れ ば 、 お そ ら く そ の

% の 寿 命 も 危 な か っ たのではないかと忠、わ

れる 。

そ の よ う な 欠 点 を 判 官 う た め に 、 単 な る 平

ラ ス の ほ か に い ろ い ろ な 工 夫 を こ ら し た 上

記 の よ う な 分 類 が で き て く る わ け で あ る が

袈はモノレタノレとの核 活 を よ く し て ひ ぴ1!111れ

を 生 ぜ し め な い こ と 、 お よ び耐 久 性 を 持 た

せ る こ と に 尽 き る 。 そ の 具 体 的方 法 と し て

は、 ラスの 山 ( モノレタノレの 付 着 す る 厚 み )

を 大 き く す る こ と 、 ラ ス の 裏側11へもモノレタ

J レ を ま わ り や す く す る こ と 、 お よ び ラ ス そ
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の も の に 防 鈴処 理 を 施 す こ と が 考 え ら れ 、

な お ひ び 割 れ の 危 険 が最 も 多 い ラ ス の 継 目

部 分 の 取 り 扱 い に 細 心 の 注 意 を 払 っ て い る 。

以 下 J A S S の 順 序 に 従 っ て 各 種 ラ ス の 得

失 と 最近 の傾 向 に つ い て 説 明 する。

(1) メタルラス

メ タル ラ ス は 熱 問 ま た は冷 間 圧 延 鋼板 お

よ び 鋼 帯 を 使 用 し 、 干I;'"l.且引 仰 切 断 法 に よ り

製 造 し た も の で 、 裏 面 に 防 水 被 膜 ( 通 常 は

アスフアノレトフェルトのような防水紙、 最

近 は 塩 ビ シ ー ト も 用 い ら れ て い る ) を 併 用

す る の が 原 則 である。 J 1  S で は 訟 も 単 純

な 平 ラ ス で0.45kg/ m
2

以 上 の 塁 lIi の も の を

使 用 す る こ と に し て い る が 、 現 実 に も も っ

と軽 い製 品 も市 版 されているようである。

従 来 こ の 種 の ラ ス の最 大 の 欠 陥 は モ ル タ

ル の付 厚の少ないこと、袈商へモ/ レタ/ レの

ま わ りに く い こ と 、 お よ び 継 目 が 単 に 重 ね

を と る だ け で 他 に 処 置 の 施 し よ う の な か っ

た こ と で あ っ た。 そ の た め に コ ブ . i皮形お

よ び り ブ と い っ た タ イ プ が 考 案 さ れ て き た

のであるが、 何 分 に も ラ ス そ の も の の 厚 み

が薄し、ために後 ｾ Ｓ 舵 ｾｩ のものに比し充分

な 効 果 を ltJ l待 し 鮒 い よ う で あ る 。 材 料の 選

定 に あ た っ て は It J J 水被膜とラスの Ii¥l 隙 が 大

き く と れ る も の と す る こ と が 一 つ め 苅 限 で 、

な お 施 工 に 際 し て は 継 目 を で き る だ け 野 線

. 胴 縁 な ど の 位世 に あ わ せ る こ と が 肝 要 で

ある。

し か し メ タ J レラスならて' はの手1]. 点 も ま た

認 め て お か な け れ ば な ら な い 。 そ れ は 製 造

工 程 上 、 ポ ケ ッ ト( モノレタノレのひ っ かかり )

を作 り や す く 、 ワ イ ヤ ラ ス な ど 鉄 線 を 用 い

る もの に比 しモルタノレがと りに く く 、 し た

が っ て モ ル タ ノ レ の ロ ス も 少 な い 。 ま たイ寸厚

は1¥方火勿J 来 の う え か ら は 厚 い 方 が よ い に き

きま っ て い る が 、 必 要 以 上 に 厚 く す る こ と

は 乾 燥 期 間 や ひ び 割 れ 対 策 上 か え っ て 7 イ

ナ ス に な る こ と も あ る の で 、 必 要 松fs ; 限の

イ 寸 厚 を 硲 保 す る だ け な ら 通 常 の メ タ ル ラ ス

で 充 分 そ の 用 を 来 た す 。 そ の よ う な 点 に 注

目すれば、 価 格 は あ ら ゆ る ラ ス の 中 で一般

に廉 〈 、 か つ 左 官材料・ 手 !日1の 面 で も 有利

な だ け に 、 今 後 と も 普通 の 建 築 物 に 対 し て

は活 用 できるものである。

最 近 で は リ プ ラ ス タ イ プ て ¥ コ自己通はリプ

を 表 面 に 出 し て 使 用 す る の を 裂 向 け て R占り、

ラ ス 面 と 防 水 被 膜 面 と の l首l隔 を あ け る よ う

に し 、 な お 長 尺 物 を 使 用 し て 継 目 を で き る

だ け 少 な くす るよ うに 工 夫 し た も の も あ る。

ま た 、 ポ ケ ッ ト を う ま く 利 用 す る こ と に よ

り 、 プ ラ ス タ ー マ シ ン に よ る 吹 付 け も 可 能

である 。

(2) 紙を裏打ちした溶接金網下地

亜 鉛 鉄 線 ( 径1.6mm) を絡子状に溶按し、

小 判 形 の 穴 を あ け た ク ラ フ ト 紙 を は さ み 、

さ ら に 1¥潟 水 紙 で 裏 付 し た の が 椋 題 の ラ ス で

あ る 。 以 下 単 に 溶 接 金 網 と 呼 ぶ。

j容 核 金 網 の 特 徴 は 、 取 り 付 け に あ た り メ

タ ル ラ ス め よ う な 下地 板 ( パ ラ 板) を主要せず、

間 柱 に 直 接 ス テ ー プJ レ打 ちができること、

別 に!坊水 紙 を 必 要 としないこと、 お よ び 鉄

絞 め 装↑RII にまでモノレタノレのまわ りや す い こ

と で あ る 。 下 地 板 ・防 水 紙 の 件 に つ い て は

説 明 は 袈 し な い が 、 モ ル タ ノ レ の ま わ りや す

い こ と は 大 き い 利 点 で あ る 。 す な わ ち こ の

よ う に し て モ ル タ ル で 鉄 線 を 包 み 込 む こ と

に よ り 防 鈎 効 果 を 高 め る と と も に 、 モ ル タ

ノレ厚が20皿 程 度 と す る と 、 鉄 線 が ち ょ う ど

そ の 中心 に 納 ま る こ と に な り 、 ラ ス が l潤柱

に 直 接 取 り 付 け ら れ る こ と と 相{突 っ て 、 壁

自 体 の 強 度 も 非常 に 高 ま る 。 ま た 近 接 す る

ラ ス を カ ケ 継 ぎ ( 鉄線 を折 り 曲 げ て相 互 に

か ら み 合 わ せ る) す る こ と に よ り 、 ひ び 出l

れ の 少 な く な るこ と も 知 ら れ て い る 。

以 上の よ う な 点 か ら ラ ス と し て は 優 れ た

ものと思われるが、軒裂その他不箆形な ｦｬｾＱ

所 へ 張 り 付 け る 場 合 に ラ ス 自 体 の ロ ス が 大

き い こ と 、 ま た 金 網 の 自 が メ タ ノ レ ラ ス な ど

に上ヒして柑 1. < モノレタ J レ の ロ ス も 多 く な る お

そ れ が あ る 。 さ ら に 現 状 で は fi 出格 も 高 く つ

くことも否めなし、。もっとも 佃Ii 絡 に つ い て

は 、 下地 紋 . 1坊 水 紙 が 不 安 で あ る か ら 、 ト ー

タ J レ な 建 築 資 が そ れ ほ ど 上 詞 ー す る わ け で は

な か ろ う カ ヘ こ の 点 に つ い て メ ー カ ー 恨IJ か

ら の も う 少 し 詳 し い デ ー ター が ほ し いも の

で7ある 。

(3)  ワイヤラス

ワ イ ヤ ラ ス は 鉄 線 ( 径0.9mm- 2.0mm) を

網 状 に 編 ん だ も の で 、 メ タ ル ラ ス と 製 造 工

程 は 呉 な る が 、 要 す る に そ れ を 厚 く し た も

の と 考 え れ ば よ い 。 ひ し形 の 最 低でも 6 凹 、

丸 形 の 最 高 で は 30凹 の 厚 さ を 持 つ か ら 、 厚

い 被 複 を 必 要 と す る 場 合 に 都 合 が よ い 。

下 地 ・| 幼水紙などとの取り合わせはメタ

ノレラスに準じるが、厚いだけに番線( 径2.6

醐 以 上)に よ る 力 骨 を 必 要 と す る こ と は い う

ま で も な い 。 ま た メ タ J レ ラ ス の よ う な ポ ケ

ッ トが な い の で 、主主イ寸 けのときモノレタノレの

ロ ス が 幾 分 と も 多 く な る こ と は や む を 得 な

い。 I容桜金網に 比 し ラ ス の 袈11t1J にモノレタ J レ

の ま わ り に く い こ と も メ タ ル ラ ス と 同様 で

あるが、この欠点を 補 う た め に 甲 形 ・丸 形 な

ど の 変 形 が 考 案 き れ て い る わ け で 、 ま た 網

自 の一 部 を と く に 太 い 鉄 線 を 用 い る よ う な

工 夫 を し た も の も あ る 。

(4)  波形鉄板ラス下地

波 形 鉄 板 ラ ス に は 、 亜 鉛 メ y キ 波 形 鉄 板

にメタノレラスを溶接 ( 片而または両面 ) し

たものと、 同 鉄 板 そ の も の に 一 定 間 隔 に 穴

を あ け 、 ま た は 突 起 を つ け た も の と が あ る 。

鉄 板 を 野 縁 な ど に 直 接 釘 打 ( 鉄 骨 の 場 合 は

溶 接 ) し て 取 り 付 け る の で 、 下 地 板 や 防 水

紙 を 要 し な い こ と は 溶接 金 網 と 同 じ で あ る 。
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継目 に ひ びi'I '1れ の 発 生 し や す い こ と も 他 の

ラ ス と 同 様 で 、 左 右 は ひ と 山 重 ね 、 上 下 は 雨

仕 舞 を 考 慮 し て 上 の も の を 下へ 50mm以 上 重

ね る こ と と し て い る カ ヘ さ ら に そ れ ら の 苦11

分にメタノレラスの張り 納 し を す る こ と が 勧

め ら れ て い る 。 ま た 4 枚 重 ね と な る 音11分は、

そ の う ち 2 枚 を す み き り し て な じ ま せ る こ

と に な っ て い る 。 な お 波 形 鉄 板 に は 定 尺 物

と 長 尺 物 が あ り 、 な る べ く 継 目 を 少 な く す

る 意 味 か ら 、 長 尺 物 を 採 用 す る 方 が 有 利 金

ことはいうまで与もない。

こ の 極 の ラ ス は 波 形 鉄 板 の 上 に モ 1レタ J レ

を 主 主 る の で あ る か ら 、 他 胞 の ラ ス に 比 し そ

の主主厚が不務ー に な り や す い 。 こ の こ と は

モルタノレ仕上 げ の 後 に ひ びiUl J れ の 誘 因 と な

りか ね な い か ら 、 と く に 下 こ す り の 段 階 で

充 分 な 乾 燥期 1M] を 見 込 む こ と が 肝 要 で あ ろ

う 。 ま た 鉄 板 の 裏 面 で 結 稼 を 生 じ や す い の

で 、 そ の よ う な お そ れ の あ る 個 所 へ の 使 用

は 避 け た 方 が よ く 、 敢 え て 使 用 す る と き は

塗 装 な ど の 処 置 が 必 要 で あ る ( と く に 溶 接

点 に は 必 ず 塗 装 を 要 す る ) 。 し か し そ の よ う

な 欠 点 に も か か わ ら ず 、 鉄 板 を 張 り つ め て

い く だ け に 、 下地 と し て の 竪 ろ う 度 や 、 雨

水浸透に対する安全性は、各f . ;nラ ス の 中 で

最 も 信 頼 を お き 得 る の で は な い か と 思 わ れ

る。

ラ ス は 木 造 や 鉄 骨 造 を 被 援 す る の に 最 も

手 軽 な 材 料 と し て 、 従 来 か ら 内 ・外壁 と も

に 使 用 さ れ 、 将 来 も 容 易 に そ の 地 位 を ゆ ず

る こ と は な い で あ ろ う 。 ま た 最 近 は 鉄 骨 の

耐 火 被 視の 下地 としても 利 用 さ れ て い る こ

と は 周 知 で あ る 。 今 後 は さ ら に 新 し い 用 途

も開 発 さ れ る の で は な い か 。 た と え ば 、 ツ

ー パ イ フ ォ ー 工 法 の 耐 力 板 の 代 わ り に ラ ス

下地モノレタノレを採用することはできないも

のであろうか。 i辞接金網て・述べたようにモ

J レタ ル の 中 心 に ラ ス が 納 ま る よ う な 工 夫 が

な さ れ 、 ま た は 波 形 鉄 板 ラ ス の よ う に 竪 ろ

う!支 や 耐 水性 に 信 を お き 得 る も の で あ れ ば 、

そ の 可能 性 は な い と は い え ず 、 す で に 一 部

で そ の よ う な 研 究 も 始 ま っ て い る よ う に 聞

い て い る 。 も し こ れ が 笑 王 見 す れ ば 、 耐 火 ・

耐 水 を 兼 ね た 耐 力 壁 と し て 一 石 三 烏 く ら い

の効果はあろう。

し か し そ れ に つ け て も 、 ラ ス 永 年 の 宿 弊

と も い え る ひ び 割 れ と 腐 食 の 問 題 は ま だ 完

全 に 解 決 さ れ た と は し 、 え な い 。 メ ー カ ー 側

で は 前 項 ま で に 述 べ た よ う な い ろ い ろ の

lーはこらしてい るのて' あるカヘこのことを

製 品 の 品 質 の み に 求 め る こ と は 、 少 な く と

も 当 面 は 無 理 で あ ろ う 。 こ の 点 、 編 体 の わ，Yt

成 、友 官 工 事 の 焔 工 を 含 め た 建 築 全 体 と し

て の 取 り 組 み が 必 要 で あ る 。

将来の展望
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〈保存と緑化〉

神 戸 都 市 設 計資 料 研 究 会

赤 松 勉 ( 神戸市土木局公園紋地帯11純i設 課 ・造 悶 )

稲 毛 政f言 ( 神戸市住毛局住宅苦11建設J ! ・池 築 )

角本直樹 ( 神 戸 市 都 市 計 画 局 計 画 部 工 務 課 ・土木)

笹 原 和 喜 男 ( 神 戸 市 都 市 計 画 局 計 画 部 計 画 諜 ・建 築)

佐野正明 Ｈ 神 戸市開発局計図書 ｾ 土木)

西川 攻 ( 神 戸 市 都 市 計 画 局 計 岡 部 ・建築)

福 井 直 樹 ( 神 戸 市 土 木 局 公 関 紙I也郁施設i t I ! . 造園 )

増 J刻昌平IJ ( 神戸市住宅局住宅昔11他 殺 潔 ・主Ii 築)

村主i膏家 ( 神 戸 市 都 市 計 四 局 計 画 部 計 画 諜 ・土木)

!当然は一度破壊してしまうと復 旧に数十年 間要

するため計画に際しては充分な調査を行い、た

とえイニシャルコストが高くなっても、，悠設H寺

から 12' 山な紘が得られることや、維持管理が安

くつくことなど長い目で考える必要がある 。

しかし、やむを待ず緑をこわさなければならな

い時は、日ｦＡｬＺｾ • 7)<. . 土J;jj lの三つの条件を充分々

l革して紋化計画をたてるとともに 、緑化ひいて

は都市公観の向上につながる意識の瞥家につと

めなけれは‘ ならない。 ( 赤松 勉)

企企企企企企会企企企企企ｾ企ｦＺ￠ｩＺ￠企五￥￥￥Ｇ￠ｴ￠ｌ￥￥￥￥￥￥Ｇ￠ＱＺ￠ｩｬｩ以凶￥￥￥￥￥￥Ｇ￠ｴ￠ｌ￥￥￥￥

《樹 林 の 保 存〉

企鴨子ケ原団地( 神戸) と 砂タビオラ N . T . ( フィンランド )

お盤の上に控設された団地であるため、一度自然を倣耳目して

しまうとが1物 が 成H するのに数卜年援するので、新Pl 品・な樹木

保存計附にＩＡ＾づき主主築工 Ｇ Ｑ ｾ Ｑｊ Ｇ 行われた Ｎ

... 個 人 住 宅 ・西 宮 松 林 の 中に処てられた間級住宅で 車公 園 ・ 東 京 武蔵野の胤怖を伐した公聞としてあま

あるが、地盤が岩であるため巡 l胡計画は納えるよりも l既 リ核備されていなか っ たが、現イ Ｑ Ｚ で はむしろｾ誌な附木

存倒木の保存に illlJ. がおかれている . 姥江主時のコストは の魅力ある公園としてこの憾な公凶が当日まれている.

少し向くなるがれZ理コストを，与えればむしろをE くなる .

A 斜面緑地・多摩ニュ ー タ ウ ン 造成段階で計画的に A 保存緑地利用の緑道・泉北ニュータウン 斜面i紋 J也を 血公園 ・東 京 什からある広場中央の大きなけやきの

妓された斜耐ｾＡ｜ｯ ｫｊ 也である 。 荒涼として ＱＩ 日 発直後のニュー とリ込むように紙 ｩ 且を Ｓ Ｑ Ｇｾ ｬ￯ｩ し て似のボリュームある空 ｉｈｊ に 木を生かし、その下町ベンチはｾは木陰で、冬は日光を

タウンに 収かな紋として t'tl l1である 。 している 。 保存樹木と新. I ; J I . 制裁が無理な く調和している . 浴びながらいこえるように設計されている 。



《樹 木 の 保 存》
炉道 路・ 芦 屋

ｬｦｬｬｌ［ｾ 附近のｻ主定術的道路

は5e_ j J J j f . j : が少ないので i干

の 絵 林 を 近 断 中央 に か か

る も の 以 外 は 処 し て い る 。

木 町 似 本 ぎ り ぎ り ま て'舗

装しているが、 Y リー サ

- ? J レなどで{ 足必するこ

とが: 11まれる .

. Ai革路 ・スティーブオ、 イ ジ ( イ ギ リス) ニュータウ ンの 道

路 ｩｾｬＩ 分にかか っ てきた樹木を生かすため ｊｹ 泌をまげて、 ｊｪＨ ｬｊｴ

A 住 宅 ・芦 屋 小 山 い 1王 を 宅 地 と し て 造 成 し た が 道 路

と宅地のI l I J に 小 さ な ス ペ ー ス に 既 存 の 2 本 の 大 き な く す

の 木 を 伐 し て い る . 本にと って 充 分 な 空 間 と は い え な い

が こ の 木 に よ っ て 住 宅 勾 境 が 良 く な っ ている .

(I'j に む す くれた処1 ' 1 ¥をし て いる 本何 十I H認を充分のこし、

ｚＧ ｉ を ｾｉ ＼ って ｍ 物 の Ｇ Ｑ ＧＮ ＱＧ Ｑ に付する岡山也かうかがわれる 。

〈緑 化〉
砕六 甲 山・ 神 戸

(J..r: ・ IVI ifi 36年 、 右 J JU.て)

ｌｦｩｬ 立公国 ｬ 六Ｇ ＱＧ 山はもとからＪＧｾ

U か な 山 で あ っ たのではなく

則 的36年にノ、ゲ 山に 航 林 し て

J)L.(! ーの よ う な 妥 に な った の で

ある . Ui じは長JUI ，j J - 闘できれ

なけi L は? ならない.

車 高 倉 山・神戸 刈tT山は六' 1 ' 山系につながる山であ

っ たが、ニ ュー タウン内の向き 70 Mの団地内のホおらが山"

として al-l lhi されたいわば人工の山である 。 30年 間 刊 で 級

化 さ れ て い る 。

r  

.  

血 ポ ートアイラ ン ド・神戸 ポートアイランドは人工 Jみ

のため緑化について ｽ ｉ ｾ 砂潮風土岐成分などいろいろな

問 題 ・1が 巧 え ら れ た . そのため、 3 年 間 に わ た って 試 験

制 殺 を 行 い そ の f.i ! i * をむとに B汁附されている 。

' 住 宅 ・神 戸

神 社 の 仰 木 と さ れ て

い る 本 を 抱 き こ ん で

主lt て ら れ た 家 で あ る .

木の成長のI ( i ] からは

決 し て 好 ま し い 状 態

とは 2 え な い が 、 あ

る芯;p. . j とでは樹木と住

宅を 一 体 的 に 巧 え た

中守主' : l <な訓' iiI可て' ある 。

血リザーブ用地の苗圃・ 泉北 ニ ュー タウ ン

ニ ュ ー タ ウ ン で は 開 発 年 次 J' j-illii に し た が っ て 務 備 が 進 め

られ、リザープ! T l J也は t百聞として 手11mす る こ と に よ り 一

時 的 紋 化 と 州 本 的 供 給 源 と な る .



昭 和50年度・第 9 回若い会員の集い

瓦の製造と古代瓦の見学

レ ポ ー ト

当 日 は も ど り 寒 波 と か 、 彼 山 i必 ざ と い う こ の

季 節 と し て は l封:尽く、その上、 ilij 佼 か ら の l'l ，jが

残り、早イEの，J; ，Ｎ， ＱＱ て ・ の ｦｬｬｬ しという ｪｾｬｩ 寺からは必

切 ら れ た 感 は あ ったが、定車II I!Uり 40数 名 の 参 加

者がよｾま っ た ｾ ｩ には雨もあがり、そこはかとな

く ｅｾｻ うポの徴しを ｬ 味わいながらの 一 日とな っ た 。

最初J に訪れた「瓦又」鈴木. L l . 工業 K K は 、 ほ

ぽ 束 大ミ干の北に位置t し 、 閑 散 と し た 山 村 と い っ

た l味付fの由1に あ った。 会干上名から氾H主していた

も の と は 災 な り 、 向 家 製 の 日 本 1[. をのせた、事!

の低い木造の古びた「こう( ; f J がれ叫' 余リの坪

経 を 中 心 lこして、コの 1" 砲に何日1I さ れ 、 そ の 呼

騒の中には、所狭しと、 ｊ 苦名な ｴ￮ 主 ｬｬｾ にｻ古川し

た. Ll . の } 'j " < が純然と .h'1み 上 げ ら れ て い る と い っ

た 荻 観 で あ った。 ここの ー 附 に 持 出 さ れ た と り

わけ古ぼけた Ｎｌ｛Ｎ と、 Ａｊ 己だらけの古い工Ａｾを中心

に 鈴 木 社 民 の 説 明 が 始 ま り 、 目 の ，jij の 市 ぼ け た

Ｑ｛，が、 Ｑ Ｑ ｈｾ 、白鳳、天平の ｈ 寺代の川 ｩ に並べられ

ていること、また、それらの区別! と製造 ) j 法に

つ い て の 訴 が 、 古 ぼ け た 工 具 を 操 りな がら. i 1! i ん

でい った。 r こう( ; f J の 周 囲 に は 柿 の i三木が、

どんよりとした盆リｾを突きさすように、 ｚ 誕の

ないf I ' l を広げているのが長岐越しに凡られ、こ

れらのｾ木がもの云うことを知 っ ていれば、今

この光 i止をみて、 M とムーう で あ ろ う か と 感 慨 深

い も の を 感 じ さ せ る ひ と と き で あ っ た。 この後、

だ る ま 設 に つ い て の 説 明 を 受 け 、 そ の |人I ml を 比

学し、 「こうぱ」の 中 を 凡 せ て も ら った の で あ

る が 、 こ こ も ま た 、 す す け た 小 説 組 の t淀川から

ＶＰｗ の似ｾｉｔＮ球が所どころぶら下がり、五年 ｈ 苛い中

に、 中 高 年令 M と 凡 う け ら れ る 男 女 の 労 働 者 が

!J t_ にまみれて働〈機チは、" 寺代局l i . t L のしたもの

で、 j/j -代 的 な 製 iti 工場とは云い揮官〈、若年労働

者 の 就 労xi 欲 を 駆 り 立 て る 魅 力 に は 乏 し い こ と

だ ろ う と 忠 わ れ た 。 う ち の 瓦 は 日 本ー だと誇る

社 長 の 言 葉 に は 、 長 い 伝 統 と 技 術 と 生 産 者 の 52・

り が 製 づ け ら れ て い る こ と だ ろ う が 、 こ こ も ま

た H寺 代 の 波 に 押 さ れ て 、 生 産 性 の 11 . ) 上、労働力

ＱＷＩ石 ＧＧＨ ｧ イ以とし、 っ た針［の Ｑ 卸却 ｴ を」、 Ｑ Ｉ カ、ざして、セ七 ｾｉＮ

なー 而( j ( J な近代化を余f I I 1 なくされていくのだろ

うかと、絞維な ＱＧｊＮｾ ¥. 、を他きなカ f ら、ここを 8'" し、

瓦 宇 工 業 所 の 凡 学 に 持 った。

こ ち ら は 近 鉄 夜 良 釈 に 近 い 市 街 地 と い う 立 地

条件からとか、 3在は四角の刊日状をした鋼板製で、

ガ ス を 燃 料 と す る 焼 成 万 法 を l[l ( リ、余熱を乾燥

場に送り込むなど、製造方法も ｾｩ 総 ｾｩ を月 ｊＧ 、て、

合 連 化 さ れ 、 工 場 の レ イ ア ウ ト も 工 紅 通 り に 配

さ れ て い る よ う で あ っ た。 資 料 室 は 務 然 と 終 草II

され 、 説 明 に 立 れ た 小 林工 場 長 も # 門 的 な 情 報

に村I ! U し、広い税野に! l A 付けされた理論で応対

され、その説明を得，し、しながら持聴した 。 しか

し、白瓜 ｊｾ ｉ の宵代瓦が千 三 百年余を経た今、そ

の主II 物 や そ こ に F人I1泌 さ れ る 数 々 の 文 化財 を似峨

し て 米 、 こ う し て 資 料 と し て f米包・きれながら、

な お 現 必 生 産 さ れ る 一 般 の 瓦 に 匹 敵 す る d創立を

保 って い る こ と を 々 え る と き 、 当 時 の i的何百な生

60 処築と社会/ 1976年 5 月号

ｭｾ 条件の中で 、これ を作 っ た人々のえい智に敬

!lI l す る と 語 ら れ た 氏 の 言 葉 と 、 「現存する文化

的 遺 産 が 瓦 に よ っ て 、 今 日 に 伝 え ら れ た と い っ

て過言ではなし、 。 自 然 を 利 し て 、 自 然 を 克 服 し

て き た 過 去 の 人 々 に も 、 失 敗 は く り 返 さ れ た だ

ろ う が 、 彼 ら の 情 熱 が 今 日 な お 簡 単 に 越 えるこ

と を 許 さ な い 技 術 を 残 し て い る こ と を 忠 う と き 、

伝 統 と い う 言 葉 の な 殺 を 改 め て 々 え さ せ ら れ る u

と 語 ら れ た 京 都 府 の 川 嶋 氏 の君主主に、改めて瓦

に対する愛情と関心を深められる: t Lt l ，. 、であった .

ｍ 路の ｬｬｉｾＮ の街並みははやと っ ぷりと芥れ染

め て 、 生 野J トンネルを抜けた山| から凡る大阪の

灯 は 美 し か っ た が 、 来 た し て わ れ わ れ は 子 年 も

の 後 世 に 誇 る 何 か を 残 し て い る だ ろ う か と 、 単

調なｾｉｬＺ ｉｉｉ の進行音に身をまかせながらぼんやり

巧 え た 。古 き を た ず ね て 新 し さ を 知 る よ き 機 会

であ った と 一 日 を ふ り か え り な が ら 。( 植田凱夫 記)

今回は企画当初よリ、当日ゲストとして迷路ご米11(; 下

さった京都府文化財保護謀の川嶋一雄氏はじめ「瓦又J

鈴木瓦工業( 株)民主および( 株) 瓦字工業所殿に多大のご協

力をいただきました . 誌上よリ l草〈お礼申しあげます.

探している古瓦

阪口 貞一郎

Ｑ ＱＮｾ慢の見学会よりかえり、土産に求めてきた

竹 村 の 火 打 焼 を 、 赤 ! 前焼の商都七大寺. L l . 紋の銘

々 ｬｉｬ ｬ にも っ て、茶を ＭＧｊｾ 喫んでいるとき 、テ レ

ビて｜文化財保護委只会が新たに答申した史ｾ ｬＧＡ

天 然 記 念 物 を 紋 送 し て い た 。 そ の 中 に 「 鴻 池

新 Ｑ ＺＸ 会所跡、 ｊ Ｈ 東大阪市Ｉとともに「数 ｾｉｾ 瓦祭跡 ｊ

( 奈良市 ・京都 府 木 津 町 ) が 写 さ れ て い た 。 こ

の 瓦 窯 跡 は 、今 日 、 奈 良 坂 の 瓦 又 でIl fl' 、てきた

ば か り の 鈴 木 さ ん の ご 先祖 の 然 跡 で あ ろ う 。 早

速ま足跡へ行 っ て み た い も の だ。

古 瓦 は 沢 山 あ る が 、 実 際 に 使 え る も の は 少 な

い。 古 さ を 貸 し て 使 え る も の が ほ し く て 探 し て

いる 。 そ れ は 経10糎 位 の 巴 瓦 で あ る 。 そ こ に 段

々 な 紋 が 彫 ら れ て い る の を い く 通 り も 揃 え て お

きたし、 。 軒瓦の破片にもあるが、 1扉にもあり、

ことに 隙 込 瓦 に は 小 型 で 好 ま し い の が あ る 。 お

寺 の 改 修 を し た 折 に 二 つ 三 つJ ' ( っ て き て い る 。

術 文 織 が 多 く 、 巳 紋 も あ る 、 珍 し く 悔 鉢 紋 が あ

った こ と も あ る 。

こ の 巳 瓦 は 蹄 踏 の 鉢 前 に 組 ん で 、 水 必 ち の 飾

り と す る が 、 時E容で杓をと って 、 手 を 洗 い 、 口

を 激 ぐ と き に 、紛 れ 瓦 が 美 し い jkt 色となる 。 H寺

{ 岐によ って 季 節 に 合 っ た 織 と か 、 藤 . ＮＡｾＥ＠ . 花宮廷

等 の 巴 瓦 を 取 り 替 え て 使 う と 、 ま こ と に 附 れ 立

つ め て ヘ こ ん な 瓦 が な い か と 探 し て い る 。

また、 E草 地 の 伝 い に 、 平 瓦 で 鈴 の あ る も の を 飛

芋i - t l ' りに一つ二つ飛ばしてみるのも録色となる 。

経 を 巡 る と き に は 瓦 が ほ し く な る が 、 石 と 迩 い 、

W.ii&当 な も の が 少 な く 寂 し く な る こ と が 多 い 。

も う 一 つ 手 に 入 れ た い も の が 井 戸 瓦 で あ る 。

古 い 井 戸 に な る と 瓦 で 井 戸 側 を 般 み 上 げ て あ る .

:J I: 戸の内側IJ に 貼 り つ け て あ る 瓦 で は な い。桜 み

上 げ て あ る 瓦 で あ る 。 1!7み 3 糎 ほ ど の 瓦 で 積 み

上 げ て 井 戸 を と り ま い て い る 。 この瓦は扇型で、

r 瓦宇J にて小林工場長より 古代瓦の脱明をきく

r 瓦又」にτ 鈴木社

長より鋭明うける

こ れ を 並 べ て ゆ く と 八 枚 ほ ど で ぐ る り と 輪 型 に

な る . そ れ を 上 へ 上 へ と 積 み 重 ね て 井 戸 IHIJ とし

ている 。 一校 は 30糎 角 ぐ ら い だ か ら 飛 石 代 わ り

と も 、 伝 い に も よ ろ し い 。 そ れ に 街 胞 な 瓦 で も

あ れ ば 、 茶 宅 へ 持 ち 込 ん で 、 点 商)11に 据 え て 風

呂 釜 の 数 械 の 代 わ りもしたし、。こんな瓦があれ

紫 ｉｾ ｬｪＺ ｲＮ ごと Ｇￎ Ｍ ［Ｇ ， 有心がけているが。Ｈ自営Ｉ

今も活躍する古代瓦のふしぎ

稲 垣 敏 夫

奈 良 市 の 北 部 郊 外 に 位置宣する工場「瓦又」。

広 い 敷 地 に ふF家 の 建 物 が 数 棟 、 う ず 日 〈 秘 ま れ

た良質の} j ; t料 の 山 土 、 背 な が ら の 釜 、 屋 外 に 世

か れ た 鴎i己や J込 瓦 、 そ の 他 新 旧 の 瓦 が 所 狭 し と

絞 ま れ て い る 。 111灯 の 下 で 一 つ ひ と つ 丁 単 に 手

巡 り さ れ る 特 殊 物 や 製 作 中 の 鴎 尾 、 裕 階 い 音11昼

に無造作にi i ' l かれた数々の古代鬼瓦や石膏の型、

何 か 泣 く背の 中 に 引 き こ ま れ そ う な 錯 覚 を 党 え

る。 広 場 の む し ろ の 上 に 置 か れ た 古 代 瓦 数 枚 と

製 造 工 共 、 一 枚 一 枚 の 形 状 が 時 代 に よ り 呉 な り 、

手 づ く り の 特 長 を 出 し て い る 。 今 で も 使 用 に 耐

え る 芸 術 品 だ / 大 人 が 乗 り 鵠 っ て も 壊 れ な い

lJ l . . {fの五iぃ 、 瓦 、 千 年 も 代 々 続 い て い る 瓦 又 の 鈴

木氏、職人気質で予告良の瓦殺人を代表するよう

な rl 灯 に 溢 れ た 説 明 を 聞 い て，つぎの見学先瓦字

工 業 所 に li'J か っ た 。

事長 良i I 1の 中央に位世し、 公 答l測 係 の 規 制 で 非

常に強制ii さ れ た 近 代 的 な 工 場 、 い や 瓦 の 博 物 館

という 芭裁 に 代 表 さ れ る 。 釜 も 製 造 工 組 も 機械

化され絵理主主傾がゆき届き、また、各在 ｦｩｾ 抗の瓦

が 年 代 に 支 別 さ れ 陳 列 さ れ て い る 。最 近 現 役 を

づlill し た ば か り の 千 数 百 年 経 った 瓦 、ま だ ま だ

数行年くらいは充分だと Hれ、て、あまりにも現在

自分が関係している建築物との相終に賞者くばか

りだ。 鬼瓦、 6 世 紀 か ら 16世 紀 頃 の も の が 並 べ

ら れ て い ろ い ろ な 表 情 を し て い る 。 作 者 は 何 を

辺、いまた層心、作 った の だ ろ う か ? 。 完 成 す る 建

物 の 一 番 凡 泌 し の で き る 屋 恨 の 阿 fRl J から、" 寺に

は 笑 い ;I.l ，し み 、 ま た は 悠 り、牙 を む き 、 へ そ を

.':1¥し、 fl J を 立 て な が ら 移 り 変 わ る 社 会 の 様 子 を

ながめＢＧｩ ｬ ＮｦＮＧＱ無 ・ ｊ ｾ を祈る姿がそのときの時代の表

情 に 表 れ て い る よ う な 気 が し て な ら な い 。 ( 鬼

瓦 は 宗 教 的 と か で な し に 装 飾 を し て 石 膏 に よ り

同 じ も の が 多 く 巡 ら れ た )

何 ご と も ス ピ ー ド 化 さ れ た 今 日 、 め ま ぐ る し

く 変 わ る 社 会 情 勢 、 も う 一 度 古 き 良 き 時 代 「 手

づ く り 」 の 原 点 に 戻 り 現 在 を 歩 も う と 反 省 し た

ni l l な一 日であ った。 (布11垣建築監理iJt 務所)

日 時 昭 和51年 3 月27 日出

集 合 13 :00→解散 17 : 30 

場 所 「瓦文 J 鈴木瓦工雛株式会社( 奈良市 ・奈良坂町)

株式会社瓦字エ雛所( 奈良市・西新在家町)

情師川嶋一雄氏( 京都府文化財保護煤主査)

参加者 37 名

行 程 13 :00→ 14・40
f
瓦又 J 鈴木瓦工嫌煙晴見掌

15:  20→ 17 :  30側瓦字エ集所見学
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昭和51 年 3 月分

評議
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員

定時評議員会

29 日 4 時 半 - 511寺15分 於 会 館 集 会宅

出席者 野々村、高僑正日 ｉｊ 議 長 ほか ＱＵ ｊｾ

議員

委 任 状 井 上 司 自1¥ほか22名

理事福田副会長ほか Ｓ 理 Ａ ｊｾ

議事 (1)評議只会議長及び函IJ 議長瓦i涯の件

(2)会長、副会長 l 名 理 'J';.14名選任の

件

(3) 1 支良霊任承認のf牛

(4)昭 和51年度一般勘定並ひ1こ会館特別仰J

定収支予算承認の件

評機員懇談会

25日 5 時半 - 7 時 於 会 館 集 会室

出席者 野々村五四努氏ほか 8 名

殺事 (1)昭 和51年度評議員会議長推せんの件

(2)技術部門選出会長、刷会長 1 ｾ同 型 'J';.

7 名推せんの件

理 事 引一

17 日 4 時 - 511寺 於会館集会室

出席者 おま本、福田正面IJ 会長ほか121，

議事 (1)昭 和50年度一般勘定並びに会館特別勘

定収支決算見込報告

(2)昭 和51年度一般勘定並ひ'に会館特別JWJ

定収支予算案承認の件

(3)  rふるさとのすまい」復刻版発行につ

いて出版契約金交換の件

(4)昭 和50年度事務局職只給与 51上げの件

(5)財団法人大阪住宅セ ンター (仮祢) 設立

準備委只会委只就任ゑ認の件

(6)定時評議貝会の開催時事IJ 変更の件

(7)入退会者承認の件

(8)報告事項

総務、会計合同理事会

2 日 正午 - 1時 於 会 館 集 会室

出席者 佐野総牙若主幹 山田会計主幹ほか 7

名

殺事 (1)昭 和50年度一般勘定並びに会館特別仰j

定収支決算見込報告

(2)昭 和51年度一般勘定並びに会館特別留J

定収支予算の審議

編 集 委 員

A

一
一
品

作品作風小委員会

1 日 4 時 - 6 U寺 於会館集会主

出席者 横山別委只長ほか 6 名

議ｾｬＧ［ (1)  5 月号作品の決定

(2)新委只の紹介

(3)新，建築制と作品欄の関係について

6 月号編集幹事会

1 日 6  ｉｫｾ Ｇ＠ - 9  II; 'F I土 於会fiii 集会常

t]'， J市新 Ji; U，l. g ぶ ・上 IRj; そ夫 ・藤原IIfl ｾ 十特別

件目J'; J'd' i 併がほか 1 1， 

議・l五 6  Ｉｾ号 ｲ di!lT地主主ilii J 特集号につい て協議

広告企画小委員会

10日 4 11年- 6 時 於 会 館 集 会宅

出席者 f i ' : 原安只、波 ill 怠委只ほか 6 1，

議事 (l f 建築と村会」のr1: 特体i ! i1J ，広特収人の

現状羽lf子

(2)1I 7HII 51年伎の広伴企 jlhj の u僚のたて方

(3)  6  )  J  ｾＩ、 Ｗ }  J  ｾ ｊｊＮ よ合企阿

(4)そのほか

投稿欄小委員会

10 日 4 時ー 6 11寺 於 会 館 集 会室

出席者鈴木副委只長ほか 3 名

議4¥- (1) 6 月号投稿欄の企岡

(2)新委只の紹介

7 月号第 2 回編集斡事会

29日 6 時 - 8 11寺 於 会 館 集 会主

出席者 内問委只ほか 5 名

殺事 (1) 7 月号「工場処築の設1JiilJ 特集の執筆

者の選定

(2)特集l刻iili 広告について

出 版 委 員

A

S

A

 

「鉄筋 コン クリー 卜構造物の耐震安全性」

図書出版打合会

2 日 3 時- 4 時於会館3 I i 皆会議室

出席者 山凹段、氏 小 林 出 版 委 只 長

議事 「鉄筋コ ンクリート柿造物のゆI良安全性」

図i . !I 出版について打合わせ

「ふ るさと のすま い」復刻版発行 につ いて打

L: . . . o.  

c : I < 

2 日 411年半 - 6 11年 於会館集会室

出席者 「ふるさとのすまい」制集委只長浦

辺鋲太郎氏ほか 6 名、日本資料刊行

会 ・1阿井敏夫氏、小林出版委員長

議事 「ふ るさとのすまい」復刻版発行につい

て打令わせ

| 事 業 委 員

A

S

A

 

広報小委員会

3 日 61時- 7 時 半 於 会 館 集 会室

出席者 三品目IJ 委 員 長 打 浪 幹 事 ほ か 7 名

議事 (l ) P R 分科会の 'J';. 業報告及び卒業企画に

ついて

(2)研修分科会の 'J';. 業報告 及び事業企画に

ついて

Ｈ Ｓ Ｉ 税ｼ些分科会の Ｇ ｊ ｾ［ 佐報告及び卒業企画に

ついて

(4)次年度委只t，VI 成について

見学会小委員会

4 日 5 時 - 7 11キ I i ' : 、会館集会室

出席者 どよ I;¥IJ 委 l H毛 水谷幹事ほか 6 1，

議事 (1) 1 月及び 2 月の見学会実施報告

(2) 3 月の見学会についての報告

(3)次年度 4 月- 6 月の見学会企画

(4)松下村工(株) の工場見学について

(5)そのほか

若 い会員の集 い小委員会

5 日 611寺- 711寺半 1Ii 太|拡|国l

出 席 者 西 村 副 委 員 長 中村、向後、 Z集下各

幹 ｾ ｊ ｾ ほか ＱＱ 名

議 ｾ ｊ ｾ (1)  3 月の企画について の報告

(2)次年度第 1 回 ( 4 月) - 第 3 回( 6 月)

の企聞について

(3)  r都市と水」の企画について

(4)そのほか

なお小委只会終了後退任委只の送思1) をかね

同所で懇親会を開催した 。

若手建築家 に聞く会の打合わせ

9 日 6 1時半 - 10時 半 於 会 館 集 会室

出席者 ゲスト 渡辺盟手口氏、飯田主主主ほか

4 名

議事 (1)当日のスケジュールについて

(2)W. 当委只の役割l

委員会

11日 61時ー 8 時 於 会 館 集 会室

出 席 者 窪 田 委 員 長 柳 、 西 村 各 高IJ 委只長ほ

か 1 名

殺事 (1)各小委貝会の卒業報告及び事業企画

(2)次年度委員構成について

(3)次年度申送り事項について

(4)そのほか

住

F 晶 『

t  委 員

d 岳、

ｾ＠

委員会

8 日 5 時50分- 711寺半 於会館集会室

出席者 小西委員長ほか 12名

議事 (1)次回住宅展について

(2)次年度委員の委嘱に ついて

(3)その他

建築データシート委員会

幹事会

11 日 正午 - 2 時 於 会 館 集 会室

出席者 中j京 ・松村両顧問、井上 ・a 塚正冨IJ

委貝長ほか 4 名

識JJ1- (1)処築データ y ートの今後の運営につい

て

(2)そのほか

委員会

17 日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 ・a塚正副委只長ほか 8 名

議事 (1)No. 53(  5 月発行) のtfJ，隙 y ートについて

(2)No.54(  8 月発行) のt/ ，J ，隙候補シートにつ

いて

(3)怜事会の報告

(4)次年度の委只委嘱について

(5)そのほか

教

--
同 委 員

A

Q

一

A

委員会

12 日 5 時半 - 7 時 半 於 会 館 集 会室

住 聾と 村 会1976' J ' . 5 }J 1)" 61 



tL¥1前 者 問 問 委 長 長 佐 々 木 、 斉 桜 、 力 武 各

［， ＨＱＩ 委 Ａｈｾ ほか Ｖ 名

古車，)¥: (1)50年 j交の ，)，;;t 実地報管

(2)51年 度の ')'; 業 企 画 に つ い て

Ｈ Ｓ ＩＵ Ｑ 年度安 Ｑｾ 会構成に つ いて

(4)そのほ か

建 材 委 員

.6. .  

' J ; (  

委 員 会

26 日 5 時 半 - 81時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山田 ・元 木 正 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 (1)薬 液 注 入 に つ い て

(2)新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー の 原 稿 に つ い て

(3)そ の 他

見 学

大阪マルビル( 吉本ダイヤビル) 新築工事の見

学会( 第 2 回)

9 日 ( A I11 )  1時 半 - 4 時 参 加 者31名

10 日 ( B J!l) 1 時 半 - 4 1時 参 加 者28名

設 計 ・ 施 工 フ ジ タ 工 業 側 大 阪 支 庖

大 阪 ソ ニ ー タ ワ ー 新 築 工 事 の 見 学 会

15 日 211寺- 4 時 半 参 加 者 48名

設 計 管 理 附 黒 川 紀 章 建 築 都 市 設 計 事 務 所

施 工 附 竹 中 工 務 庖

若 い 会 員 の 集 い

若手建築家に聞く

13 日 1 時 半 - 5 時

於 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー

ゲスト 宮 脇 樹 氏 ( 宮脇被III 築研究室)

司 会 渡辺 ＱＲ 手口氏 Ｈ 渡辺ｾＡｬ和証 ｉｉ 築工房 Ｉ

参 加 者 116 名

瓦 の 製 造 と 古 代 瓦 の 見 学

27 日 1 1時 - 511寺

ゲスト I11山九一雄 氏 (京都府文化財保鰻課主査)

「瓦又」鈴 木 瓦 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 瓦字工 業 所

参 加 者 37名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

9 日 8 時 半 - 9 時 半

於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

参 加 者 76名

当日は大日本塗料{ 的社長池田悦治氏より

「出合いと仕司王」についてお話を伺った 。

3 月 の 入 会 者 (例 制

〔団体会只 2 社〕

応用計川l工議側 目立金属(附大阪営業所

〔個人会只 34名〕

浅 野 附9) 地本f ，i 二 今 西 久 雄 岩 田 裕 行

上l青 武 岡 本 政i堂 奥 信 也 舵 淳一郎

木村好手 l 北川 l昭夫 佐 々 木 術 佐々木袋二

i左雄 一二 渋谷 久 利 減 市郎 杉原 鉱

呼 井 敏 之 日 沢 宏 氏 中 内 法 介 中村銀之介

西 川 波彦 西崎 良雄 平林 平 藤 原 克三

綱 内 成 樹 般的 i草 宮崎ヲ号制1 安阻 洋

山口i I I I i三 山 問 先 治 吉 村 刊t耳専 有l 旺1 j'l' -

脇田 武
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工 専 ・ 工 業 高 校 建 築 科 の 優 秀 卒 業 生 表 彰

本会におきましては、毎年、全国の工王手並びに工業高等学校建築科の優秀卒業生に対して、学校から

の 申 出 に よ り 、 表 彰 状 を 送 付 し て そ の 栄 誉 を 讃 え て お り ま す が 、 昭 和50年 度 の 表 彰 者 氏 名 は 下 記 の と

お り で す。 ( なお、氏名迎給未報告のむのについては、空欄とした.l

昭 和50年 度 ( 優 秀 卒 喋 生 ) 表 彫 者

学 校 名

. 工業高等専門学校

釧路工業高等専門学校

大阪工業高等専門学校

米子工業高等専門学校

呉 工 業 高 等 専 門 学 校

・ 高 等 学 校

小 得 工 業 高 校

11 定時制

帯 広 工 業 高 校

釧 路 工 業 同 校

札 眺 工 業 高 校

苫 小 枚 工 業 高 校

11 定時制

名 寄 高 校

函 館 工 業 高 校

美 l唄 工 業 高 校

留 日H 工 業 高 校

旭 川 実 業 高 校

八 戸 工 大 第 一 同 校

久 慈 高 校

h盛 岡 工 業 同 校

古 川 工 業 同 校

秋 田 工 業 同 校

11 定時制

ＡＡｾ代工業高校

餓 岡 工 業 高 校 定 時 制

県 立 稲 仏 工 業 高 校

H  定時制

福 山 工 業 高 校

日 大 東 北 工 業 高 校

n 岡 工 業 高 校

高 崎 工 業 高 校

H  定時制

長 野 原 工 業 高 校

千 葉 工 商 高 校

日 大 習 志 望 ! 日 校

週 吉 田 工 業 高 校

関 東 第 一 同 校

関 東 高 校

工 学 院 大 高 校

昭 和 第 一 工 業 高 校

芝浦工大付属第一高校

東 京 工 業 高 校

帝 京 高 校

的 見 工 業 高 校 定 陪 伽1

4央 南 町 ぽ

飯田長 ｾｉ ￭Ｎ向佼

上 回 千 Jl ll 同 校

池 田 工 業 高 校

高 岡 工 芸 高 校

羽 咋 工 業 向 校

小 松 工 業 高 校

金 沢 市 立 工 業 高 校

11 定時制

金 持 学 l盟 締 井 高 校

沼 津 工 業 高 校

H  定時制

浜 松 工 業 高 校

修 善 寺 工 業 高 校

愛 知 工 業 高 校

一 宮 工 業 同 校

12 統 工 業 問 校

大 垣 工 業 高 校 定 時 iln)

高 山 工 業 高 校

関 商 工 高 校

伊 勢 工 業 高 校

校 長 | 表 彰 者 氏 名 11 学 校 名

1

'

1
'

丸 由 正 | 明 石

小寺 正 娩 | 内本

娘 平 武 雄 | 黒谷

佐 藤 重 夫 | 屋 敷

11 1 川内

111 : ft孟k 男

同 阿 倍 i有

同 情 実

l到 村 武 男

木 村 正 春

開 山 秀 丸

矢 l京 高 次

千 葉 狩f

斉 藤 QI )雄

J A l 水孝教

松 岡 行 作

干旺l 玄

関 口 勝 利

二・出普太郎

阿 部 栄 治

田 山 義 夫

背 原 辰 吉

鈴 木 英一

似 元 虎 雄

外 木 有 光

薄 井 好 美

波 辺 好 夫

柳 岡 十 四 太

長戸路政司

武 谷 久 雄

ｴｾｴｩ 町民次

守辰美初雄

秋山 t? 造

i主藤 S良雄

i度 辺 良 直

中島幸l' 光 夫

m回 宗 英

i中永荘兵衛

石 山 延 雄

ｩｬｾ 回弘

塚 平 E  

庄 回 文 雄

佐々木苧夫

岡田 { 安維

鍋 岡 手1) 明

盟 国 ｬｾ ｪｉ＠ ifi 

石 川 良 保

長l' 回i ' f . 秘

中 村 辰 雄

赤域1 ?fi 夫

小 野 勝 敏

若 絵 茂

稲 本 稔

安 形 {変

uj 升 禿 吉

森 本 博 之

小型/ ' 木手Ijj肖

Illl 宮 忠 夫

校

校

校

校

校

制

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

制

校

校

校

制

校

制

校

校

校

制

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

F
川

市

一

問

問

…

間

町

一

…

…

川

町

高

同

日

高

高

問

日

高

高

訪

問

H

高

間

同

一

間

同

町

内

向

制

問

問

問

問

問

駒

内

向

悶

悶

悶

5

高

同

日

両

日

間

同

向

日

口

市

吉

川

町

高

校

J
同

定

商

業

業

エ

コ

大

れ

業

業

Z

U

Z商
業

九

百

z
長

官

冨

業

陵

五

業

3

2

U業

時

業

業

業

大

叫

業

業

工

業

業

業

央

阿

川

学

1

1

1

工

工

二

第

エ

エ

エ

エ

エ

畑

工

工

島

工

エ

央

ι
エ

工

'

工

h
F

ェ

ー

ェ

ー

惚

一

第

工

J

工

工

工

工

産

央

工

工

工

工

一

工

工

林

実

工

工

中

1

1
7

種

工

司

，

U

H

'

輸

出

立

庄

一

U

F

百

ハ

中

工

S

日

1

1

1

1

H

H

|

牟

H

中

日

正

副

山

市

阪

阪

野

港

取

骨量

叫

H

削

山

山

[

閑

々

井

山

出

度

松

山

山

子

知

!

却

什

伊

A

Y

川

H

謄

本

俣

本

本

分

崎

回

分

減

林

崎

児

各

上

津

四

宮

今

郁

郁

堺

大

大

士

口

境

内

見

出

向

水

晶

体

山

初

三

下

萩

多

柳

徳

坂

多

高

松

絵

帝

同

大

戸

九

筑

大

九

佐

球

熊

水

熊

熊

大

鶴

田

大

都

小

宮

山

右

成

.

博

次

雄

佳

彦

ニ

泰

男

則

浩

治

幸

誠

雄

之

之

美

隆

彦

幸

夫

雄

一

一

郎

行

男

武

敏

修

靖

和

美

隆

繁

幸

良

俗

康

隆

茂

喜

義

文

隆

雅

勝

信

修

太

信

信

寺

陽

野

原

村

指

揮

村

藤

島

内

藤

浜

野

一

合

沢

山

条

野

野

林

山

原

田

林

水

中

西

野

斉

北

斉

木

場

遺

横

矢

柾

砂

畠

東

小

大

小

森

美

増

小

清

図画奇 益 広

長 谷 部 均

清 水 裕 之

岡 野 清 樹

干 川 優

石 井 真 佐 己

海 田 信 一

回 山 泰 正

西ヶ谷l J ( 樹

松 原 孝

井 上 一 臣

西 村 清 E自

大 江 { 申剛

小 林 真

中 居 勝 文

小 竹 雅 彦

池田勇一郎

表 徳 広

東 裕 行

原

出

弁

岡

島

屋

萩

小

白

松

中

土

志

彦

典

昭

貴

彦

太

訓

克

一

正

信

早大産業技術専修学校

浅 野 学 臨l 工 学 音11

京 都 建 築 専 門 学 校

大阪工業技術専門学校

H  定時制

修 成 ill 設 専 門 学 校

H自制第一工業技術WI"I 学校

校 長 | 表彩者氏名

正 多 正 雄

弁 上 啓 男

伊 藤 一 秀

井 上 保

田 口 達 造

問 悌雄| 菅

小潮l 澄 男

飯 悶 能 美 | 山固

有 国 周 平

小 川 一 郎

吉 村 消 桜

山 崎 永 己

内 田 義 行

金 山 光 孝

長 定 - .&11 

近 藤 誠

弁口 博

原 田 雄 次

松 岡 正 三

若 林 雅 次

千 日 久 雄

国 .ifI 'f'L 

小野 杭l光;

原 悶 洋 二

片 岡 芳a

古 川 益 男

岡 野 太 郎

松 本 正 義

野 本 俊 明

稲労 務

田口 {言割t

中 村 正 義

中 野 弥 壮

古1' ( 末 夫

小 堺 舟 夫

北 111 氷

脇 元 鉱

江口九日11次

五 嶋 啓 太

宇 野 幸吉

佐々木幸光

中 山 義 袋

小品 :t fr 七自11

山 岡 宇111堂

1左柄木賢一

名 村 武 士

後 藤 松 夫

有 馬 一 労

務 井 三幸

田 代 耕 也

山 口 日 士

小 企 一 自11

石 谷 茂 樹

小 宮 孝 志

田 中 孝 昭

石 橋 昌 人

{ 堂守

稔

湯 之 上 利 導

神 原 良 雄

松 浦 俊 夫

横山 健

妹 尾 康 弘

西 国 修

岸 本 泰 三

仙 回 忠{言

矢 敷 直 巳

植 永 志 郎

朝 川 武 士

織 田 晋 一

三 谷 智 彦

神 田 光 子

加 賀 田 知 憲

田 中 計 彦

回 中 義 和

機 国 友 宏

中川 晴

樽 井 安 良

竹 原 富 久

平 岡 明 雄

中 塚 秀 利

稲 田 俊 是

氏 原 秀 和

井 上 敷資

加 納 祥 司

島

石

田

藤

嶋

田

園

小

高

平

安

五

浜

矢

城

坂

吾

夫

実

彦

俊

豪

文

則

広

伸

佳

圃軍

政

武

樋

正

一

伏 野 隆

男

男

ニ

幾

秋

行

明

富

良

高

則

宏

見

原

崎

下

永

穴

桜

武

野

山

徳

隆

勝

敏

国

製

中

育

二

聡

川

印

章

m

内

向

洋

勉

叶
H

道

禿

-u

m
名

村

山

谷

辺

三

神

小

川

鎌

山
政



内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八幡通 l 一 5 ( 電話221 2923)  

陸屋根|坊水には 奥 山 式 特 許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ 臥Ｍｾ白ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 娠 所

名古屋出張所

札 幌 出 娠 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

、) 苧 ヲ q イ ト

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  ｾｉｉ 話 03(571)270.3- 4・2370・4064・0264

大阪市都品区町11島中通り 2 -3- 1  ｾ話 06(921)  2  4  9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  ';II 話 052(811) 3 6  6  0 ・3 1  0  4  

札幌市中央区北三 条来四丁目 泣話 011(231) 7 5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁 目5番22号

電 話 (981) 0  6  1  5- 06 1  8  
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空 調 ・衛 生 設 備の 頁

空 気 閥 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日3 : . 業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  包括 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加島 1 -58-59  包 括 ( 302) 22 71 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 向 ・ 福 岡

営業所望 ＱＱ 路 ・ 函 館Ｎ ｾ岡 ・徽 浜 ・ 静岡・京都・神 戸

電 気 ・ 空調 ・給 排水 衛 生 設 備

設 計 施 工

舎 大 阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸嶋 1 - 60 ｾ ｉ ｕ［ 市 Ｈ ＴＴＱ Ｉ ＸＲＳ Ｑ 代表

支 庖 東京・名古屋・大阪福岡仙台金沢 ＱｾｽＺ ， ｬｪ

営換所 札帆 ・新潟 ー岡山・高松・熊本

出張所 盛岡 ・秋田 ・徽浜. "&1山・J ! ! t 悶福井 ・京町11 .

神戸 ・鹿児1:1; ー矧i瓢

給 排 水 衛 生

日 差 冷 房 換 気 設 計 施 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 - Ｇ［Ｍｲ［Ｚ ［ ￬ ｩｾ 大阪 ＳＷＲ 局 ＷＱＵ ｬＨ代 Ｉ

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 泣 訴 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 料I戸 341局 5 8  9  2  

空 気 開 和 政 備

各種送風機二風力輸送装置

給 排水 衛 生 段備 段 針 施工 設 計 製 作

空調機器類 ・公害防止装置

各種 プラント設備

⑪ 械式舎社，，: ' 9. シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 (大 代)

営業所 東 京 ・名 古 屋 ・京都・広島 ・福 岡 ヱ 湯 和 泉 ・ 名 古 屋

テレ ックス : 本 社 No. 562 - 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

- 給 排水 衛 生 . 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管工 事 一 切 の 設 計 ・施 工

( 旧斎藤久苧事務所)

⑧ 斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041附

東 京 本 社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ビ J レデング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附
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営 業 所 札 縦 ・ I1I1 fi 金 沢 ｉｲｾ 佼 ・ 岡山

LlH ＱＱ ｾ 所有 ， ｪ ｾｊＺ＠ .  : ( 1' 激 . r2: ! : . ' ，・; 可 1) 、 牧

冷 暖 房

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

気

j厨 房 ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 戴

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 接 地 m聞 大 阪 ( 202) 代表3071

本 広 東京・日比谷・ 三はピル

支 庖 名古屋、稲問、札帆、広島、仙台、北陸

出 雌 所 横浜、高松、静岡、 III封、岡山、金沢

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業株求書社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 22 1IL話 ( 667) 3431 (大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
東京本l苫

大阪本庖

支 底

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生設 備

-
-

-・

空 調発株式会社

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル ｾＱｉ話 ＰＳ ＭＳ ＴＴ Ｍ ＱＹＱＱ

大 阪 市 北 区 b J 凹 町 16 番 地 屯 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区下 笹品町 11 - 2 ｾｴｻ話 ＰＵＲ Ｍ ＵＸ Ｑ Ｍ ＸＵＷＱ

広 仏 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 電 話0822- 47- 4535

稲岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話ω 2ー 761- 3795 

横浜・稲井・京布I1 神戸・松江 ・沖縄

一 一 冷 ・暖 房 、 衛 生 、 機 器配 管 、 設 計施 工 一 一

⑧ 
株会 社式 ごJ当同E  

フk エ 業 所

tjs: 社 大 阪 rli 大淀区南浜町 3 丁目 14番地

〒 5 3  1  ; 正 治 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表 )

東京支 J.lf 点ｪＢｾ［ ｲＮｊ Ｑ 中央区八丁糊 Ｔ 丁目 ＱＱ 番 Ｗ ｾ サ

〒 1 0  4  ( 神谷ピ ル)

l正 d市 *  J;¥ (551 ) 8  0 4 1 (代表)

:.H  1U I所 fb 取 ・併 問 ・宇 都 宮 ・君 津

!:. ¥ Hl . 払1 岡 ｴ￭ ｾ 山 ・高 松

著書新日本空調株式会社

大阪支庖大阪市北区: i : i : ＡＺＮＧｩￌｾ＠ jlfJ 1  - 2  5  ( 新大ビノレ )

'，ll.il1i  (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社・東京支庖 東京都中央区日本締本石町4- 2( 三井第二別館)

'，IUfi (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 件 | ・ 広 仏 ・R 帆 ・ 束 梅 村 ・北 陸 ・ 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 44  1  - 5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 諸 研 渇 熊 楠 議 量 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 格丁 68番地( オートセン 7 ービル2階)

郵便寄号542 従 新 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  番

東京営業所 東京都千代凹区九段南 2丁目 2番 5号 ( 九段ビル 81渚)

郵使番号ー102 1包括来京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番



- 空 気 関和 設 備 ・給 排 水f衛 生政 備 ・塗 装 設 備

・蒸 気 噴 射 式 冷 謙機 ・ 公 害 防止問遺骨量緑/ : 1宣言十 ー製 作 施 工

大v  茄土

..e=: 

ヌ1

( 旧社名 建 材 社 )

本社 ・東京支J，¥i = 車車冊断lim: 両面lii H (商tr.(i/.{I: rm・13F) @( 344)1851大代

大 阪 支 h
1
1=大 阪 市 北 区 中 之 1:.¥2  - 22 ⑥ (203) 3721 代

名古屋支! 占= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑥ (211  )1535 代

出 強 所 = 札 純 ・fI!J 台 ・12 凶・ 金 沢 ・神 戸 高 松

広 島・松 山 . flli 岡・沖 縄 ーパ ノ コ ゾ 7

一 般空 調 設 備 ・恒i I l 恒 i.!. 設 備・冷 魔 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・環 境 改 普 段 備 そ の 他上犯 に 附

，問、ー 帯 す る衛 生 、電 気等 一 切 の 工 事の 段 費十・施工

ｉｾ イヲ写本 ｕ フヲシト繍王 ＱＸ Ｎｴｴ
荷主宥屯 取 締 役 社長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中部本i J 1 i l T 日 2 {存 地 ホ ー コ ク ピ ル

〒 531 m: n，r; 大 阪 ( 06) 372- 5171 ( 代表)

支 J吉 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 m : 鮪 東 京 ( 03 )242- 552l ( 代 表 )

営園陸所 縮 問 名 古 島 ・ 広 Jみ 札 税 制i 台

回

H走 ・冷房 ・空会( ｩｾＯｌ＠ iili!. J:主調経装告す?

設 百十 施

高 fi!!= 

工

套拘
品ｾ

-← 

大 阪 支 庖

本 ヰ土

大 阪 市 北 区 芝 悶 町 55番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代 表 )

東 京 都 千 代 目 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

温 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 宮 田 町 3 0  1:包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ内 3- 3- 1 ( 新東京ピ J レ)

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 庖

111 苦舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5.  6  1  ( f t )  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

く旦哩型量コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換 気 ・除塵設備

東 洋 製 工 着 信 格 式 会 極 大 阪 安 盾

阪 市 西 区 京 町 樹 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 稲 岡

T EL ( 433)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

温温度開整・暖冷虜 ・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

大 阪 支 庖

四 日 市 支 J吉

滋 賀 営 換 所

望書 営 蝶 所

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

ltL箆 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満橋北詰 )

m昔舌 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

津 市 打 出 浜 13 - 15 包括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

空調 ・衛 生 設 備の 頁

Ci"，o:. 2舎町震H副 S

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ Ｔ ・ 可 ｾ ｉ 了 ｉｕｾｉ

唱 F電' 司. . . .

" . 崎、 東洋キャリア工業( 株) デ ストビュータ一関西地区

: ∞自宅設設主震性J静 社

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 諮 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

@平曲互業株式会社

衛 生 ・空 気 調 和 設備 ・設 計 ・施 工

大阪市西区江戸堀通 2 の2 T E L ( 441)仰 1994・( 443)刊0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱挙工業撤去舎舷

本 底

東京支J吉

営 業 所

大 阪 市 南 区 Iln 桜 町 2 - 5  0  ｾｉｌ ｾ 百 ＲＶ Ｑ Ｍ 2436({1j 

東京郎大旺l 区丙馬込 1 - 2 ー 1 屯訴 773ー 1231間

銀 ffi .  i，兵f 0. . 京 都 ・ 神 戸 . ii+¥ I刈

親 切 其 心 で 御 用 さ せ て 頂 き ま す

大 砲 パ y ケージ、ヒータ一等々

( 市 価 の 半 他 以 下 の 出 物 も 少 量 あ り ま す )

胃
宮 地 空 調 専 門 l苫

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 王 3 - 16 - 7

代表 649- 0008 夜間 641-1242

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

回 工 業 株 式 会 社

本 社} . ; . 阪市内 l更Ji'; 町!;lt! 1  r  11 .6  2 正，.f; 06 (443)8161(λ: 代以)

れ古以支社 t'. ，I.i  M ，Ii qqJ { 栄 2 r11 16 - 13 .，正説 055 (202)  0077(代点}

ｬ［ｾ 悩ピル

ＺＱ｜悦 所 ｾ ｊｪｾｴｭｩ 岳 Ｑ＾Ｈ 北山 ＱＱＱ Ｓ rl I 6 ー 1 8  

ｊｾｉＢｊ ピルデ Ｔ 〆グ山、 ＱＱＱ Ｓ 陪曜日 ｦ［ 03 (409)  8  9  0  5  

ｾｉＢ＠ ［ｲｬｪＧｉ ＧＮ ｉｉ ｉＱｉＨ ｾｴｬ＼ 般 ｪ ｉｬｩ 7  rl l l の1 '，[L，.f; 078 (341)  1778 . 4386 
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電 気 設 備 の 頁

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

た 栗 原 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 京 阪 急 ビル )

電 話 大 阪 ( 313 ) 1  1  0  1  ( 大 代 )

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・祝日必 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広向 ・九州

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 興

代 表 取 締 役 林 敏 夫

市 北 区 紛 笠 町T 5  0  ( 掌ビ ル 7 1Wrl

話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

都 中 央 区 日 本 紙利 崎町 3 丁目 2 番地

話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

崎・ キ11 桜 原 ・ 堺 ・ 市 山

社

阪

京

大

電

東

屯

川

社

盾

所

張

本

支

出

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

ゐ 三 宝 電 機 株 式 会 社

取締役社長 嘉 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  (立ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代)

コ正 庖 東京都港区新情 2 - 1  6  ( ニュー新情 ビル 7 1滑)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

支 庖 名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  (代 )

営業所 神 戸 ・ 堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

電 気 工 事 ・ 昔十 装 工 事 ・ 段冒十施工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

本 社 大 阪 市 北 区 悔 ケ 紋 11汀 5 6 帯 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

支 府 東 京 ・名 古 l丞. Ilq 日 Tli ・神 戸

営業所 松 山

電 気 工 事 設 計 施 工

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取締{ 支社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 I¥i 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

屯 力 工 事 本 部 大 阪 市 此 花 区 恩 - r t 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 (代)

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 刈 3 - 3  刊1 H ピ ル

T E L  大阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

志功土営難所 吹 凶 di .!a 水 町 3 3  4  - 6  

T E L  大阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 都 営 業 所 以. r . 11 r1i イ7 京 l疋 附 ぷ 甑 高 野 田f 2  1  

T E  L  )江 町I1 075  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ¥: )

福岡出張所 有a I向 山 中 央 区 必 院 1 -- 1  4  8  

T E  L  l.-. iJ問 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

取 締役 支社 長 姉 川 正 男

大阪，1lW: 区!.' :i !1i1t，f. ｨ 了 口 Ｚ八 需 ｊ 也 ｩ ，Ｑｩ ， ｾ ｴ ｩ 大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲＵ Ｍ 9 得

本 キ| 点点目11 r 代 川 ji{ iJG布l' 日1 1  T  FI 4 帯 地 5 -' ，} 

支 干| 札 帆 . (111  fi . )L /  1人J . 名 古 川 . 11，¥ 1刈

営業所 ・山リli所 全国主製IlI I市20ヶ所

電 気 工 事 E胆 設 計 ・ 施 工

中 本 電 気 株 式 会 社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 di 岐 点 1"<: ｾｴ＠ iJ: 点 之 町 三 丁口 一 li .

1正 116 大 阪 (931) ｦｾ＠ K  7  3  4  1  - 5  

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

資 材 倉 庫 大阪市減点区Ni 仁点之町3 f ll ll ;L: ぷ大阪(931)7004 

奈良営難所 従良県御所 d;i 卸llililli 3  6  0  '，(L，;，r; 御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方営換所 位 打 市山之 上両町 l の 1 '，lL'ifi 枚)j (43)8659・(44)9232

各 種 電 気 工事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締役 社長 池 内 文 夫

イメ キl 大 阪 市 内 淀 川 区 HI '1¥ Hlf 1 丁 口 1 1  0 -1作地

，正 治 大 l以 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

文 J，li  .J.R Jj( .I'lI S品 川 1>5: ，1同1; 以 111 6 1"1 125砕 11 サ ( ｦｬＧ ， ｾ＠ ，; ，'j ピ ノレ)

Ｇ ， ｌｌ ￬Ｇ＿ ｻ ｩ ， Ｑ ｬｩ 米ｾ Ｈ ( 49 1) 1746  ( 492) 0182 ・0350

' 汚染所 北 九 州 山 小 合 l丘 鋳物s I I i 町T 2  3  - 1存地

f丘 川 号 小 fr ( 56)  5  6  6  5 ・ 5 8 1 8  

tH ｾ 長 所俳ＮｉＮＡ ｾ ・ ｔ Ｍ 必・和歌山 名 . Ij h{  

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

取 締役 社 長 田 中 実

本 社 大 阪市 西区 北堀江上通 1 丁 目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

営 業 所 東 京 ・名 古 尾 ・広 島 ・福 岡

電気設備設計施工
電 気工 事 ・ 計装 工 事 ・ 設 計 施 工

⑮ 車 千 偶 蹄 株 式 会 事t

株式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 岩 崎 久 雄

取締役キ|民 山 本 氷

1、必旦エ

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

本 社 大 阪 市 北 区 間 以 川 IHT 1  5 接 地

屯 ， ｾ ｦｩ 大阪 Ｈ ＳＶＴ ) 代 3 0  5  6  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー 1 1  7  1 大代表
支 月号 .!l ミ ｪ ｬｾ＠ . 争11 戸 - 広

"J  

営 業 所 東 京 ・神戸・九州

営 業 所 名 占 hl .  1尚 山 - 水

出 娠 所 札 腕 ・滋 1-'t ・向 砂 田絵 山 ・三 原 沖 縄
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ー大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ーー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ ル ー 一 大 仏 タ イ ル

新 発 売 ー古 代 土 器 綱 高 温 〆 タイ) ! . - .. 大イム古f t タ イ ル

@  

場

雨 水 渇 入 .'J 落 閉 止

耐製 品

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺 )瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

出

迎

M

必

町

-
r

u乞

問
4

-

電

断

削

μ

0

・ハ

九

コこ

T E L  ( 345) 9055(イt 活苦)

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 立 l;，' j ｾｴ＠ al f  1  6  

大阪市東区本間T 4  - 271，卸屯ピル

大 阪 市 東 区 縦 訓 2 - 3  6  

本 キ上

i卸1:t ｾＺ ｾ ｾＮ業所

繊 細 営 業 所

BoardふSlate

@問

議 宵

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  '11 淳 窯 零 歳 定⑪ 

<' 

需 板フ タ パ

姫 路 管 喋 所

…下守

告

。

り

手重

ガラス製品卸問屋

セ 卜 モ ノ の デ パ ー 卜

各ポ
、ソ

耐 酸

陶器、

建段省 ag定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 屯 話ー (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

サクラ建産株式会社

ペ孟ふ

匂宅F

大阪市東区日開焔 2 丁目 9 野村ピ l レ5階 電 話 大 阪 (202)4905大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 (922) 代表4421- 3  

建築物奇的自等 造 作 工事 、家具 建具 ・室 内 装 備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S . L T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 (06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第 12064号

6 7  

図閥



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ルミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ・⑪ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビス の 完 壁

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121- 5  

年中見ていただける 皆様の見本室
|雲|

タイル

A M. I 0. 00- P.M. 5. 00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

梅田新道 O  南森町

68  

常設展示場
大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

豊 か な 経験

R 来斤の 十支やjiJ

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 . 大 阪 市 東 区 両 替町 1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・日 山 ・大 津 ・京都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡他 全 国 主 要 都市

'  



且進式 総合天井システムミメヨ選三|

当社狙特の照明燈ユニット及戸ルミ製 T } ¥ーを建物のモジューI l ノ| こ配列し、天井1士上材と→本化

しだシステム天井で空調、照明、防災器機、スピーカー等の設備ゾーンとの組合せ、璽に間仕切、

ブランド B OXなどの取聞をも司能にしだ多様機能を育するシステム天井です。( PA  T. 6 件〉

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 伊 努 町 22 番 地

東京書s C T 央区銀座 1 T 1 3 2 7番 9 号

福 岡 市1辱 多 区 住 吉 2 T目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 雪

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 号

仙 台 市 燕 i尺 字 西 山 5 の 18

〒530 旬 信( 06) 312- 4131( 代〉

干 104 電 笛( 03) 563- 3351 ( 代〉

〒812 電 信( 092) 291 - 0459( 代〉

干 733 電 話( 052) 522- 5436( 代〉

〒733 電 信( 0822) 91 - 1533( 代〉

〒983 電 信( 0222) 52- 2631( 代〉

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I n、白

伊 棄9 -ザr刊Jルb

I n白 伊 棄 製 間 椋 武s 社

』

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 新町 南 通1- 62 T E L  532 - 6081附

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

L A F  リミットロードエヤーホイ J レファン C A F  底 流 式 静 音 送 風 機

g 二3 g e ma

送 風 機

L E F  リミフ卜ロードアードファン

S A F ストリームラインファン

HA F タ ー ホ ; 7  7 ン

P A F プ レ ー ト フ ァ ン

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 酸 送 風 機

営 難 品 目

MA F 多 翼 送 風 機

本 社 ・ 工 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 1番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 〒 11 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 T 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

快適なオフィスの

環境づく りには

やっ ｴｾｲ りすぐれた

製品が必要で、

祉

行

問

A

一

E

E

I

間

式

市

川

住

職

T
醐

'
』

E

-

J

I

U
開

園

川

国

圃

ヨ

同
川
町
費

問

凶

-
γ

珂
片

岡

凶

一

h

埼

』
‘

F

F

所

ー

は

揖

底

品

市

営

売

E

矧

糊
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コニ

オリエンタルメタル ( O . P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

任 施責由自色 彩物尺長

種

E 耳

目ロ

タ 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い
W ジ ャ ン ボ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押類 ・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 波V ?，皮S 大 波
S ノj 、t皮波 板 規格

途用

Tf IJ I !J 9J l J 9J l 製造株式会祖

阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

話

話

話

話

話

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2 中 経 ビ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 J吉 及 工 場

名 古慶 支J吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

ＮｧＨｾマ

ｾ￰＠ 1-

3従

"" 
/ ' 〆 y インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

(旭化成ミュ- ) レコート・セット品)

fs，ZPヨ・スト-zb

ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上・. .  

.. 

( 旭 化 成ミューj レコー卜・セッ卜品 )

- カ タ ロ グ お送 りし ます

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建材底 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

70 



福祉の|玉! からや きた。

スウェーデン生まれのi ' : : J : : J : J =" " 3日i ' !J -!:J ::J トヨL. . ""3日F

公 共 床 材 (一般用)

. そ の 優 れ た 特 長

口A c ous t l cal 吸 音 性

口C o mf or t abl e 快 適 性

口Du r abl e 耐 久 性

口S a f e 安 全 性

口H ygi eni c 衛 生 的

口Che ml c a l R es l s t e nt 一一一一ー而サ薬 品 性

アコスチフロア/ ターケットジムフロア規格、組成

品 名 ! 規 格 | 組 成 i 芭 量

p. 府 ( 80%)

極化 ビュール

樹脂可塑削.

傾科、安定剤、

充嶋剣

尭地廟 ( 2 0 %) 1 色

刷ヒ ビニール I(ダ トノ}

樹脂可塑制

画格 アコ，^ + 7 0 ア 4 帥 0 1' 1 m t{ C共

タ ヶ，ト J ムヲロア 9.  200Jl J  ' 1げ{ 村 r J <

H作機 300PI m 

アコステ | 厚 制 民

( 一般用 )1 3. 5醐 X 184cmX25m

ジ ム 15.5醐 x l84c固× おm

(体育館奪局)

スウェーテ' ン。社会{ 栄障が高度にすすんで

いる問。病院、' 下校 、老人 ホーム、図 ，_!!:館、

体育 J庖設などのあらゆる公共施設が、もっとも

充 実 している [.li [。 この人 IHl '!' 心のよ城から

生みだされた、川 !UI 的な以1 <1木材、ことに

l吸背性、断熱.rl: にすぐれたヒ ューマンな床材、

これがアコスチフロア、ターケ y トジムフロア

で丈アコスチフ ロア、ターケ γ トジムフロアは、

その機能 1M、地工而における独特のメリ ント

により 、北欧はじめ欧米名 [li [の 片名な設計者

によ ってHi mされ 、重要，建 築 物 に 数 多 く

Ni われてし、ます。そしてし、まや ・世界の味付 "

Ｎ新 しい ｈ 寺代の床材Ｎとして ｉ ｾＺＺｪ 1，. .. ri 利回を受けて

います。そのアコスチフロア、ターケットジム

フロアが日本にもやってきたのです。

300m' 以 l

固 東 西 床 協 組

郡

滑

代

H

師

蜘

E

・・

電
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酉
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0
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む
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建

築

と

社

会

h

F

剛

酬

の

国

岡

吋

開

。

吋

d

m

M

w

h

F

ω

。

。

岡

岡

山

吋

d

「

昭

和

引

年

5

月

刊

ω

日

発

行

(
毎

月

!

固

お

日

発

行

)

昭

和

白

年

3

月

円

目

第

3

樋

郵

便

物

認

可

第

日

輯

第

5

号

定

価

六

百

円

Sys t em Ext i ngui shi ng Fi re 

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

HA L ON1 3 0 1  

わ ず か 5 % の 濃度 で 消 火

窒 息 の 危険 性 が な い

二 酸 化 炭 素 消 火 設 備

イ持者

ノ、口ン1310消火設備の特長

低 い 薬汚IJ 濃 度 で 消 火 で き ま す か ら

設 イ ｩ ｾｪ 柴斉 ｉｊ 誌 が 少 なく 、 容器の設 出

l而干fI を節 約 す る こ と が で き ま す

l配 管 装 置 が比 較 的小m，快 になります。

ど の よ う な 川 隙 に も 反J 歪 す る た め

に 、政 ｾｩｦ ，な ｩｌ 体 Ｈｉｾｊｎ 庁 ｩｩｊｩ の 対 象 物 で

も 内 ffl Sまで 完 全 に 出 火 す る こ と が

ーJ l .

員 又火

強 力 な 消 火 効 果

定 評 の あ る 定 圧 作 動 機構

① 

② 

③ 

3肖

最 大 の 実 績

最 高 の 品 質

末末分

く怪

で き ま す。

安 定 し た ガ ス で す か ら 、 ?lll 如 、

j民、 '4 3L絶 紘村 な ど に も 安 心 し て

使 用 す る こ と が で き ま す 。

④ 

消 火 後 の i 'j W が 全 く あ り ま せ ん。

長 ｊｾｊ rJJ Jl 'j=此 しても変質しませんから、

半 永 久 (1'-) に似 存することができます。

薬 剤 は 、 1'1 分 の !下ー力で抜 出 されま

す か ら 、 J主H乍" 山jJii な ど に ii 文Jl 取があ

っ ても 、 他の 動 ブJ i}lJ tに 相 らず 千1T)J

操 作 で 谷 払 に 位 j 日す る こ と が で

ま す。

⑤ 

⑥ 

⑦ 

高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社

まま fJ f }'J ( 0727) 82 - 8561  ( 代)

公 取 点 (03) 265ー 7651( fU

n r， ，'，-k! (052 l915- 0801- 2  

干664 f)f }'J '  ，J i  f)f }'j .  '1:: 11-: の ト2 3 7 併I也

干102 !l u;'; 榔T-f tlH[i ( 九/1，114Ji171fi  13サ(. ).J: ，ビル)

干462 r， ，'，- 1;{，J i  ｾｴｉ， ｱ 卸 Ｇｊ ｊ＼Ｚ泊リ Ｓ J i  J  1 冊子I也

本 社

東 京 支 社

名古屋事務所


